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間 一 、 最 強 カ メス 圧 の 超過 酸 + 拓 還 議 生 シ ジイ 乾 緒 
市 一 、 ウ イス キー ミソ ツー ダグ の 商 金 比 1:4 て 6 ル 張 の の て 事 に 
一 、 硬 適温 1C の 冷た き で 往 て SG: 本 書 杯 | 縮 
よ * 項 請 還 3 義 と 2 
ハ 店 ほ 田 ウ に 
イ 頂 店 ハイ ボー ル の 詳し い 情 報 は こち ら 
国 H http://suntory.jp/choten-highball/ 
ル サン トリ ニー お 客 様 セ ンタ ー https://www.suntory.co.jp/customer/ 


スト ッ プ ! 20 歳 未満 飲酒 ・ 飲 酒 運転 。 


「 岬 屋 」 の 


よみ 


(で こ 


店 
3 
忌 


多 札 や 


は 1 月 12 日 か ら 23 日 まで の 予定 。 


菱 花びら は 要 予 約 。 一 個 470 円 。 
年 始 の 営業 は 1 月 6 日 か ら 。 販売 


搾 時 @ 球 中 つ っ 5257 握ら で 注 守 " 
RS 攻 つ 波 G 計 弄り 学 演 つ の 家 
選 葉 刀 り nA 才 め ” 切 詩 人 5 時 員 
S 拉 汗 系 RS や ゃ PS NO や で つ 移 
人 なら 束 oO"「o つ 全 加 圭 G 幅 上 G 杜 
過 や 妥 つ いい ンー 〇 や お の G 宏 全 
司 」 の つ 蛋 で 控 班 G 尽 旨 ( 対 尽 人 G 絡 ⑭⑯) 
や 皿 5 ぐ で りか が 
! 履 咽 』』S 近 穫 らぶ 0 ン … つ の 装 苦 
思い 注 公 剛 〇 会 守 揚 国人 
いり 2 づい ら ロ mwvo" 

『 科 時 らい ンー))QepW らち や 涯 
SS やつ 層 で 人 る の 失 叶う つの 人 いらい 
ドニ ドル ここ る 1 

貴信 史 音 党 G 堂 宗 衝 で" 所 ご つ ゅ 
つつ 忍 編 いつ っ 必 紀 六 nm で や っ の 
以 例 久 「 理 GS や 守っ 近 泊 め 須 い 
S' 堂 ぐ 條 っ 公 時 や 季 り ゃ NX 
近 血 守 台 営 独 史 天 い りつ っ の "同相 沈 層 
半生 ぐ り っ GT 


ポニ 思 到 周 宰 宗 測 王 短 紛 豆 陸 中 屋 ニ 表 河 器 皿 


連載 に 登場 する 菓子 は 、dancyuWEB の 「『 岬 屋 」 の 今月 の 和菓子 」 で 詳し く 紹介 し て いま す 。 併せ て お 楽し みく だ さい 。 


「 由 屋 」 東 京都 渋谷 区 宮 ケ 谷 2 -17- 7 電話 03-3467-8468 営業 時 間 午前 十 時 か ら 午後 四 時 まで 定休 日 日 曜 月 曜 
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p「S」G 超 J「 固 」6 杏 つ 束 的 WW つや" 


INTERVIEW 


\W 本 四 起 s 


> ニー 
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下田 編 芝 邊 っ Wat01JJ) 公 村人 Q 吉 
っ 球 選 公 志 っ し っ "1JG 心 人 地 けり 7 
で で で で せき 6G 届 ロ 由 り 忌 和 4met8 っ っ 
6G し つ ゃ 心 人 Sc WPG 地 和 W 剛 9 ママ "や 
06 宮下 飯 @ 慌 曜 潮 県 ・ 坦 断 会 〒 へ ふ 
ロー つ 選 本 "| 回せ 祝 戻 つ っ めい 
て へり 癌 ご 尺 人 村 WS 邊 悦 ・ 緊 合 で ロ 
皿 っ 必 つ " 


世 る 厄 る 必 縺 膜 環 Ne 


ーー TI 下界 唱 維 0 じ " 素 攻 SS 個 刀 
典 革 倍 人 で さ ポ つね 公 で 
っ op-uapo 作 や 超 て eo りつ 篤 届 ン 地球 


親 だ さ 握 SC る 6 人 
っ 公 唱 幅 必 っ 人 る 的 さ で ポ つね 


@ 計 剛 江 つき Q 宗 で eS SSW「 部 
5 人 ve で 細 で PD う 6 や で ) つ 信 つっ 
S や りり ン 羽 窪 剖 琴 人 KW や ち ぶり 
っ 稿 所 な 稚 さ りり で が や 親 祥 与 つや 
本 PD2-oG 失っ 全 湯 必 2 や や 准 


ぃ 忍 全 居 之 人 る 入り うっ 6 本 ) 刀 -O57 


ベベ いり 
も 2 | 翼 培 和 る いつ asn" 野人 三 
S さ いい エ 懇 さり た か 府 朱 い 守 や つう 
璧 りつ 5 る つ 守 豆 N 品 直人 や で 人 で 全 
や りーSSG リリ で 5 や 近 cp つ S 全 で 
ww ] RS や ′ 応 守 SSKー 愉 A や 居 で 
ふい ふ かー 史 代 富 っ や で 8 さっ の 立 扶 
守 門 引 入 や wo" 除隊 
久地 人 つ 信 | My 守 
飲 細 つ り 2Q つ の ろう 必 
けつ りや 2 ンー の う で 


守り っ o 選 2 軌 G 守 本 


居 や 2 っ S 全 で 還 昌 玉 表 つ ビ 
も ゃ "PONNR AI A」 移 所 で の 

YKーG 混 や < 眼 @R 失 交 
5 SS ぐ で PP2 だ GSJ の 
で 守 県 倍 り つ 参 うろ P ろ 完全 
DS/ こ だ さこ 

ーー 超 家 公 ポ Ke る Q 北 と ン 穫 Ko” 壮 
交 宮 は ルポ 隔 責 下 早 し 

StdPEVIUI ル で 1 いい) 
心 回 人 や 人 S ふ も " 

「K 一 ミー や 避 公 球 と ささ 守 舞 
全 代 革 で HH ホホ や 了 ン 守 


2」 つ ら 避 担 移 朗 か 6 つ 選 拓 tv や 守 失 


條 の 還っ as 和 や " 

on で 癌 堂 つっ -oG 介 癌 て 了 QQ 
SS いさ つろ ぐ や や 公表 写 補 へ 
一 移 税 信 \ つ の 宰 栄 喧 癌 党 つ 2 や @G 公 ロ 
ょ く 4 で NASvG 会 っ つつ で や で PA いつ 


東京 ・ 国 領 の イタ リア ン 「 カ ー サ ・ コ ポリ 」 


今 刊 行 する 


今昔 物 語 集 』( 編 訳 ) の ゲラ に 最終 手入れ を 


も 四苦八苦 。 そ ん な 中 、 唯 一 穏 や 
し て いる 時 間 。 古 典 は や は り 落 ち 着く 。 


お お お か ・ あ きら 坦 作 家 、 東 京 経済 大 学 教 
西田 真 紗 美 取材 協力 


授 。 1958 年 生ま れ 。 コロ ナ 褐 で の 講義 に は 
いま だ 四苦八苦 。 年 末年 始 体 みな し の 周一 


か な 気分 で 取り 組め る の は 、 


に に =1 コ 1 ココ 
コラ ム ( 


撮影 


2 お で や や かつ nh ロ ホホ 全 合 で で 本 
押 性 品 己 要 て 時 人 で で で で 和 羽 2 
つら 心 紛 4 和 れ 史 毅 組 史 間 人 P2 っ きっ うつ 
守 選 忌 全盲 2% 刀 の 将 洒 G 超 柚 詞 窒 
り 下 vo 全 の つや で 

ー 一 Ne 選 調べ 「 居 到 陳 っ る Q 攻 時 鑑 
に 中 QSN」 MO し っ つや ね? 訳 @ 
庄 杉 べ せ 「 選 篤 了 っ る 人 Q 電 重く けっ 
で や G 尽 王 や Ke」 つ 抄 野 MDO し っ つね お " 
けり 心 つ ゼ 志 和 を 話 財 く き 掴 幼 っ る 王 じ 
0 じ っ " 

っ 5Q っ 守 語 公明 坦 や @ つ | 揚 を 
商 有 聞く S 机 や で る の を か ン 8 で 6 和己 
赴 首 漂 節 わ か 守っ 正 や の | や 忌 完 生 
舟 選 昭 さ P2 ぃ @ 全 。 財 半 尊 @ り つ 乱 
所 2 ぃ 0 全 DS 麹 2 人 8 装う" 地 せ 
つり 守 ′ 居 床 を 園 @ 計 迷 登り 人 守 っ 宗 
G 提 団 東 り りら つの 還っ as 生 " の 
必 つ 祥 選 人 っ P-p 超 所 G 球 間 
近 <N 地 入選 hw@ 下 人 「 人 す 思 の SS 
りつ 人 人 SO Po っ っ 池 も 代 o28 和 や ゃ " 
地 人 8 やり 移 多 遂 つり 沖 銘 吊 区 りつ 指 ム 
悦 人 る 〇 で Q 人 E 和 や や 

1 RS や G 叶 や 攻 冊 下り ロ つ 6 
心 角 全 や つ で や で "けり G さ で 愉 守 家 球 
や も 3” 羽 sG 貴 遇 和 介 さり 2 りつ 全 泡 


や つっ op KN で KK や 65 ンー つつ an 


福 雇 康 半 を 宮 孔 四宮 玩 人 る の 人 弄っ 税 合 @ 
りつ GKNA KG 品 人 め 系 玩 訪 りつ asm 
加 pNEeo 医 肌 公 款 思 つ | 四宮 合 
っ 会 写 で で 守 弘 りや "の 愉 つ 史明 
介 っ うり 8 る ら 肖 居 品 区 SN キ AK 公 
つつ 忌 が や で で" 


信 交 革 つ ね の 交 恨 も 


ー 一 赴く 貴 り つじ ポ ′ お お 祝 党 つっ @@ 
8 税 玉 te お や 代 ン ′ 息 @ 斉 立 的 近 WS 人 
っ いっ 下谷 っ ざっ 心 け つじ ゃ で " 
りや 5 引 先 還 べ 叶 つ べ や つ 
だ つ 人 る つ 。 nH ホ 守 や 四 - の 4 送 愛 完 計 
静 翌 利 ee 光 密生 所 ws つ 入 "nn 
つき っ つ の 超 柚 呈 W で つの 思 陣 つつ ン 守 
りつ 全 人 で 人 で 人 る さや ゃ ” 諸 和 や 
「」 GS 親和 交 < 完 生 で 「 還 」 SG 赤 衝 入 
上 潜 つ る つろ いひ りつ の つ やや" け 選 全便 除 守り 
つり 「 放 」 全 画 引 り や 全 。 w で 補 名 移 
つこ 1 いこ り 全く 3 


で 直近 和 を 画 G 吉 補 や せ 穫 っ 
選 じ 所 せつ 昭 っ つれ 


移 穴 つめ つ っ 心 「 還 」 ぐ 時 革 人 


人 SPDT 斉 科 SNA KG 豆 S 電 装 人 


て OS い Q つ 還っ 6 や" 


喧 選 用 旨 公国 本 上 人 る で や りつ 公選 
こそ * っ (TnY こ 1 で いて こと 


宗 に や) 所 人 S 旦 本 避 S っ 秋 や ゃ " 


帳 憲 判 @G 王 2QG 下 己 公 姜 林 や | 羽 
絆 や つ ビ 2 ン い SB 還 G 征 っ okyy い 
つ 叶 思い 人 鶴 お ゃ り つの 提 交 で や 
補導 親 例 定 亡 @ 要 りつ の 衝 人 人 
つや 品 祥 べく 人 5 王 舞 @ 相 是 め 対人 か 人 
雪 四 で お GS や な 全 で " 

「S」G 選 る つ 敵 絡 生 Q 乱 な りら ′ 講 較 
下層 人 @ 品 性 G 策 公 宮 直参 ご で い 
ロ S で 6 本 " 超 康 恩 掛 G 認 時 と 醍 扶 
馬 り ゃ 公 豆 ご つい ロ 8 で ee" av 守 人 
で で 完全 提 o り つや" 呈 苦 @ 超 六 定 8 
ぐら 遼 合 り Sso 守 や か "つげ | 宗 
バ 必 「 加 」 の つつ いら 直 婦 @ 妹 つ 選 所 
で っ" 宗久 や 直り つ 委 宮守 
SE 机 、SG 公選 、JS@G 会 
部 や ロン @ つ 昭 2 96 

香 5 紹 2oxn で つの 写 み 4Heeeto ろ ろ 
詳 の 介 お っ も ゃ 
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らい ご 中 38′ ぬ 
ーS で 倒 暗 つや 作 や 康 
憶 N ン 玉生 
だ ぐ や 8 守っ や つつ さて 
心 会 井 区 屋 や い 
ー ン SG 全 固守 つ 販 
で の っ 6 屋 全 うろ 
2 ベ 守 課 周 人 ン 
で てい 睦 つろ つの 向 わ ね く 5" 記憶 @ 澤 僅 雪 で 名 人 
ドン ベ ルル ・ 揚 ベ ル に こいこい 
や つの 鷲 っ 削 本 りつ 」 つ | 会 QP 維 0 族 団 ズ 褒 
で っ が つ 玉 | 守 旬 理 め SG 守 旬 福 拉 完 め 因 
GS"「K め わり 」 完 や つろ 相 濁 科 な や 発祥 
WS 械 昌和 近 o り つや | Gen 守 帆 把 知 須 で 
いや 避 訟 肢 か で 叶っ 2G 失 仙 で 人 0 ツン Tv 
IRO りつ や 「 稚 抽 移 萌 S や りつ 例 ウ か 
Q  w 忌 全 康 屋 雪 中 6 畑 宮 の" や 宮 式 抄 。 康 脱 
和 N ン Mo り 8 可 「 守 移 」 人 eo いひ 
で つつ 介 (人 る つ 全 柳 國 叶 中 上 で お つの 照 ら s 和 や )" 

1 お つべ 叶 組 財 避 康 半 め ンー9 27 
で と 下 計 っ りつ ぬ 間 as 宣 G 下 へ 公 
へ 公 胃 WP らい Q 有 つ 駒 居 移 ー ト の 正久 宮 全 で 
「 宮 呈 革 やめ り 記 2 避け り 必 会 史 」「 人 SG 王 SY 
ペー5 起 」「F4r 世 GS で egaon コ 」 ロ きり 称 抑 り 
人 ひ 」 の SA) 悪 可 人 2 ぬ つの 交 守り 宮 可 
守 りつ NN 下 全 や oy 仙人 SG つの 名 
司 % 記 お で” 寄 守 引 膨 公刊 が だ の) 人 SQ@ 巧 悪 
っ の 「 へ N ト 所 ieG 柱 直 ww で お つか 8/ 編 汐 
衣 要 悦 や Q ン ーー が 生 」 つ 人 過 ひ っ お や の” 粗 届 る 
りつ の Aas つ 人 So で 8 握 款 W 2 全 つ つ 
ポ や で ヤキ SNA 人 5 寄 司 ン @ つ DQ や も 
だ 列 や OS 正気 宮 束 伝 や や 

で eeos= 民 束 喝 箇 紅 装 


大 竹 守 授 影 = 伯 之 内 祐 幸 


絵 = 
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息 拉 ) 宜 5Q お 67 モン 8" 
完 移 拉 0 お 5 で 肖 人 て ASyG" 
合 さ ン 畠 汐 お の 王 が や 党 全 つつ" 


NANA 無 交 5 つ 7 QuQ の 早 ら ピ ン w" 


へ ふ 直史 無 め で" 開 応 庄 避 介 うつ うき っ 公 湯 Sv 


ロ 外 組 冊 めで "直り つろ べき 論 会 各 全 人 
だ N 無間 で 癌 証 例 己 部 生 y" 


洋史 の SS で 旬 全 癌 や せ Svo" 


012 


イラ スト ニー 岡田 みそ 
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= 時 ] 局 
旧 交 NNA の へ へ 


つり 6 で の 操 補 入 の "回 同 伯 5 人 る つ 信 人 


瑞 全 記さ お や っ 捉 拉 へ p 会 可 @ 守 で 村 部 
愛人 8 弄る op" 
所 僅 飲 十 款 和 注 人 る ぐ " 走 守 報 宮 陽 作 で の 中 


球 や 四 様 組 信 4 れ 人 で 鐘 知 贅 の 垢 や っ い 0 wwS つ の 
洋 で 入選 SopG や” 宮代 環 ン 公 侍 で 人 で 
82" DO DS 電 紀 人 @ 矯 ぐ へ 合 打 宗 守 
GS や AS as 生 さ A AN て 胡 〇 光っ" 堂 公 之 
吉 り や で ンー 相 層 補う "ヤキ さ や 史 息 生 
で 材 つ 公民 人 S 上 羽 迷 SoS と SS や 個 2 
計 入 陸生 守っ "SG 届 回 ター で つの 征 P" 
YSaoQG 還 所 史 宮 加 や o 打 拉 人 が SS や 
いつ づい の る の ン 加 の N 公 < 所 孔 還 軌 つぐ 醒 
信和 名 象 爺 肛 いひ GS” 准 人 S′ 下 つ 記 守 2" 損 
宰 @ 罰 ぶせ 注 陽 か め 史 統 か 生地 守 " 

っ か 守 避 所 紀和 で 箇 避 の" 王 絡 @G「Onr 
ぐふ へ NASG「R で AG 天 」 や 半 准 惑 細 つ お " 
損 絞 -OQOQ 粗 史 お つう ) 鹿 埋 玉 7 の 味 


いく 00 症 3 た が た で 
y 有 ンー やら 相生 Mm 全 お" 
「On」G 玉 区 玉 表 主 め で ぐり ロ つ の” 王 常 や 必 
選 紀 宮迫 補 人 8 穫 中 G 昧 "中 計 宜 届 交 5 詩 下 
塞 @ つ い 癌 守る つつ いる で て AN で NAT 
玉 の WP っ 育生 いち 叶 装 り 選 ちせ の 証 内 全 
で っ "直人 沈 鈴 膝 の つろ 信 生計 癌 ・ 
ホー ネネ で ・ つ SSMm 党 や 泡 *Q" 湯江 史 長 < 
Q OrDQ 介 志 @ 表 へ 公 ミ や | を で で 会 宮台 角 
せつ Q つ の 公 <G 畠 也 己 直 て く べ で の ” 選 近 人 
民 害 坊や 念 信 人 る 〇 店 税 く や い 9” Jm8 っ 人 
生生 補 2S ロ 「 AX25 選 奈生 YK やや" く へ 
ホー つ 監 史 話 パ ウン 祥 和 る 尽 」 | 普 定 條 人 全 
で っ やり つり As0G 巡 < 

2 いい へ いや 5 操 如 人 8 人 Se ム 下 公知 
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組員 で 旬 加 @ 部 ボ 乏 尽 人 で り 胡 ぐ ) 喘 尽 
學 合 本 2 お りつ 史 軍 っ おう" 
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許 (や ゃ ー マ ズ 中 ) 
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【 貴 】 
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合計 … 計 
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人 赴 つ 避 手 | 密 せ ちり 区 " 
信人 目 つ 江沢 つ 調 で や り | 詞 
回 ご" 
令 失 陳 可 @m 只 ロー 普 密 いち 区 
欠け 6 的 だ ロー 普 い や ちり 区 を" 


_ エ 擦 GF 閣 胃 
菩 全 窟 選 必須 憲 @ 握 私 了 eo 尋 
宮 で や 台 眼 還 の " 騰 ywBG 十 選 
S~eQ 選 So 
忌 っ Qpr く SOS 球 入 コ ンー さ 
婁 昌和 反 水 で 全て 選 ゴ 人生 7 


うた ろう 坦 ' ト ゥ ー ラ ンド ッ ト 釣 龍 居 」 で の 修業 後 、 独 立 。 食 材 の 


・ こ う 


合わ せ や 調味 料 使い が 斬新 で 、 中 華 の 枠 を 超え る 楽し い 料理 を つく る 。 


お お つ 
に | 


SD 


財 


清澄 白河 「02」 大 津 光 太 


Q 山 採 や らい 9 
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ベー っ 貴 ヒ 装 組 
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抽 拉 貴 濾 信 KG 

十 察 (人 竿 中 G 替 ) ロ NG 近 拉 宮 似 に 
つい 昌 か ′ 扶 め 池 " つ 尊 灯 層 竹 り 
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エ 擦 各 細 史記 
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甘 っ や さ 也 ペロ ヤ vo 裕和 や つい 加味 所 細 
消さ 人 る ンー や ms や わらい ンー 桶 人 お" 起 Y の 
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煙 @ 東 京 メト ロ ・ 都 


営 大 江戸 線 「 清 澄 白 河 駅 」 よ り 5 分 念 2018 年 3 月 開店 。dancyuWEB で も う 一 品 レシ ピ を 掲載 し ます 。 


不定 休 あり 坦 予 算 8000 円 - カー ド 1 万 円 以上 可 @14 席 (カウ ンタ ー6 席 ) 


他 [ 


組 掴 採 G 
EN 


史 慰 


(wー マ 中) 
tt3| 
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半 … 人 Sm( っ 回 上 叶 w′ い 回 互い) 
下 坦 (nwB 旭 R)… の ー マ 誠 
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冨 胡豆 の 去 入 み 
「 ズ ッ ペ リ ァ オス テリ ァ ビ テ ィ リ ァ ー ノ 」 
更 京 ・ 祖 節 ケ 人 大矢 
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肉 は 下味 を し っ か りつ け 、 
最小 限 の 水分 で 
歯ごたえ を 残す よう に 煮込み ます 


茜 さ 
詩 ぶ 


ゞ ww 中 隅 口 田 
に か コリ ナー 


。 正 並 一 いよ べ 如 避 ら 
古 
Le 
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適 め \QN hk マー キー シシ 
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半 
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みき 」 党 SG さ で 計 論 さて 融和 ③ 
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現 い らい mw 当 員 
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江田 画 如き ん 
ms 時 へ て 
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さ の いざ S ま ざ 
や で Ok 


ii 
YY 
に コ 
の 】 


堀川 高々 ( 右 ) 

田口 聖子 さ 4 ( 諾 ) 

ほり か わ ・ り ょ う 、 た ぐち ・ せ い 
こ @ 畑 川 さ ん は オー ナー で あり 
1 階 「 フ ィ オ ッ キ 」 の シェ フ 。 田 
口 さん は 2 階 の 「 ビ ティ リア ー ノ 」 
の シェ フ と し て 肢 を 振る う 。 


民 肖 
3Sy 


の ve 
と いで 愉 滋 
滞 , 正 c 
yc 
導き の 


*S ス へ ン 
員 - 
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TI 
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NN 
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見 
る 
か > 
人 
・ 谷 


民 
評 mwr 避 記 涯 


翌 
ざら 中 豆 洋 


塩 豚 を 一 晩 置く 
肉 を 焼く 
イル ド さ で 隆 液 腺 を 刺激 する 促 本 生か め る 
ワイ ルド さ で 貴 液 腺 を 刺 PH ヾ ヽ 
まい も 味 の 一 部 。 肉 塊 は 噛み し め 塩 肛 を 2 時 間 煮 込む 


る と スッ と 歯 が 入る 硬 さ 。 ク タク 


タ な ら で は の 野菜 の 風味 と 豆 の 滋 15U2< 史 品 
味 、 豚 の 脂 の 旨味 が それ ぞ れ に 品 


に 入り 、 一 体 化 の 口福 時 を 迎え る 。 
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2 豚肉 は 軽く 洗い 、 水 気 を 拭く 。 
全体 に 塩 を ふり 、 手 で 押さ えて 
な じ ま せ る 。 豚肉 の 長 辺 中 央 に 
た こ 終 を 巻き 、 端 か ら 2 cm 間隔 
に グル グル と 巻き つけ る 。 バ ッ 
ト に の せ 、 冷 蔵 庫 で 一 晩 置い て 
味 を な じ ま せ る 。 同 時 に 白い ん 
げん 豆 を 水 に つけ 、 一 明 置 く 。 


フラ イ バ ン に 度 側 を 下 に し て 塩 
肛 を 入れ 、 強 火 に か ける 。 こ ん 
が り と 焼き 色 が つい た ら 、 上 下 
を 返し て 焼き つけ る 。 すべ て の 
面 に ムラ な く 焼 き 色 を つけ 、 バ 
ッ ト に 取り 出す 。 


材料 (6 人 分 ) 
【 塩 豚 】 
豚 バ ラ 肉 ( 塊 ) 

… 1 kg(500g の 塊 2 個 ) 
塩 *1…11g 
白い ん げん 豆 * 2 (一 晩 水 で 戻す ) 

…200g 
黒 キ ャ ベツ * 3 (十文字 に 切る ) 

…150g 
玉ねぎ ( 粗 みじん ) … 200g (%% 個 ) 
生 ハム ( 粗 み じん ) …30g 
に ん に く (2 等 分 に し 、 つ ぶす ) 


へ 犬 吉 4S へ い 民 天 坪 呈 


… 1 片 

【 ハ ー プ 】 
ロー リエ ( 乾 ) … 2 枚 
セー ジ ( 生 ) … 2 枝 


ロー ズ マ リー( 生 )… 3 て 4 核 

オリ ー プ オイ ル … 適量 

白 ワ イン …50m6 

水 …400m2 

* 1 有 肉 の 重量 の 1.1% を 使用 。 

* 2 白い ん げん 豆 ( 乾 ) 100g を 使用 。 

*3 イタ リア 原産 の キャ ベツ 。 手 に 入ら な い 
場合 は 普通 の キャ ベツ で 代用 可 。 


煮込ん で いる 間 に 
形 が 崩れ な いよ うに 、 
た こ 和 で 巻く 。 
ーーーーーー 


豚肉 と キャ ベツ と 鋼  「「「 生 


バラ 肉 は 脂 に 旨味 が ある の で 、 銘 柄 豚 な ど 脂 が 上 
質 な も の を 選ぶ と 、 コ ク が あり な が ら も 後味 が 軽 
や か に 。 脂 身 と 赤身 の バラ ンス の いい 肩 ロ ー ス で 
代用 も 可 。 店 で は トス カー ナ 州 で 有名 な 黒 キ ャ ペ 
ツ (カー ポロ ネロ ) を 使用 。 甘 味 が 強く 、 栄 養 満点 。 
銅 は 、 密 閉 性 が 高い ほう ろう や 鉄鋼 な ど 、 な る べ 
く 水 分 の 蒸発 を 抑え られ る も の が 好ま し い 。 


煮 栖 摩 の 健 諾 豚 の バラ 肉 、 鋼 は スト ウブ で 挑戦 。 煮 込み 時 間 約 2 時 間 の は ず が 、 自 分 的 に は か な り 惨 火 に し た つも 
込 り で も 、 思 っ た 以上 に 水分 が と ぶ の が 早く 、 30 分 で 肉 は 程よい 歯ごたえ 、 凝 縮 感 ある 仕上 が り に 。 即 食べ ちゃ い 
窓 まし た 。 次 回 は さら に 長 時 間 頑 張り 、 味 に 違い が ある か どう か を 確認 し た い 。 026 


ー せ W 


) 
志 玉ねぎ が 半 透 明 に な っ て 、 し ん 直 
黒 キ ャ ベツ を 平ら に 並べ 、2 豚 な り し て きた ら 、 白 ワイ ン と 水 を 厚手 の 鍋 に オリ ー プ オイ ル を 銅 
の 塩 豚 を 戻し 入れ る 。 ス ー プ を 注ぐ 。 1 の 白い ん げん 豆 を 水 ゃ 底 を 覆う くら い 注 ぎ 、 生 ハム 、 
が 沸い た ら 弱 火 に し 、 蓋 を し を 気 を きっ て 加え 、 全 体 を 軽く 混 玉ねぎ 、 に ん に く 、 ハ ー ブ を 加 
て 約 2 時 間 、 コ トコ ト 煮 込む 。 ム ぜ 合 わせ る 。 えて 炒め る 。 


ん 


コト コト 2 時 間 者 込ん だ 豚肉 は 、 す ぐに 食べ て も お いし 
い ! が 、 時 間 が あれ ば 一 時 置 く と 、 さ ら に スー プ が 肉 
に し み 込 み 、 し っ か り し た 味わい に 。 盛 りつ ける と き は 、 
豚肉 を 取り 出し て た こ 和 糸 を 外し 、 食 べ や すい 大 き さ に 切 
る 。 肉 々 し さ を 存 分 に 味わう な ら 、 ぜ ひ 厚 切り に 。 器 に 
キャ ペ ツ と 豆 を 避 っ て 肉 を ドー ン と の せ 、 ス ー プ を た っ 
ぶり か ける 。 合 わせ る ワイ ン は 軽 め の 赤 が お 薦め だ 。 


て 03-3789-0017 東京 都 世田谷 区 祖師 谷 3-4-9 條 11:30 一 14:00(L.0.) 18:00 一 21:00(L.0.) 代 水 
曜 他 に 不定 休 あ り 代 予 算 昼 4000 円 - 夜 7000 円 一 カー ド 可 便 16 席 禁煙 @ 小 田 急 線 「 祖 師 ケ 谷 
大 蔵 駅 」 よ り 5 分 亀 2013 年 11 月 オー プン 。 予約 し た ほう が 確実 。 


が 引き 出さ れ て いる 。 九条 ね 
シャ キシ ャ キ 感 の 残る う ち で も 、 
者 込ん で スー プ を 含ん だ と ころ も 

、 味わい 深い 。 タッ カン マリ 2600。 


に 独立 。 

ルー ツ を 持ち 、 当 地 伝統 の 
・ テ ジ ク ッ パ も 看板 メ 

\ー つ 。 お 母さん と 二 人 三 


ー の 
脚 の 温か な ムー ド も 人 気 。 


ク ・ ソ ン ム ン 欠 京 都市 内 の 韓国 料 
理 店 で 腕 を 磨き 、2016 年 


具 成文 を ん 
釜山 ( 
豚 角 スー プ 
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史 枯 つ ] 功 呈 無 只 め ODN DSnA 
9 公 幸人 @ へ や 史紀 つ ′ 較 党 選 詳 丈 季 
ペリ ウー で SQ 長寺 全 NN N 粗 装 で 
と ぶっ 記 ぶ 常 つ G エ ペ や "公共 2 つ 
壌 SWm 沈 つい 公選 球技” ベー 
やれ 公 地異 つ 守 2"「N ふ を 村 のり 合 
記 リン 2" 蛋 党 G 守 2 過 雪 全 
で せ Ses 和 や 6」 つ 貴人 で) 馬 拘 長 
QNo 写 世 ” 演 つつ 掴 GS や 
反 員 る 例 | 忠 尽 旨 めも で つ 租 治 が 
ぃ い 末 堤 ン きぐ P つ っ en 畠 汐 衣 騰 
で ぐり 全 ぐ 、G 皿 史 骸 や や ー" 

っ っ 5 キ NNA 全 トー トミ の" 


~ 1 司 、@ 列 R る )) 翼 拉 GnxeSS や " 
記 な 中 ちゃ 振 品 う つの 窓 信 G 宮 似 つ 


還 雪 り で NBG や の 太 祭 結 札 の っ 人 
っ" つり | りり や 帳 講 や GS 全 ト 
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ざさ や 8G 潜 つ 補 ) HK 史 | 所 や 
沸 め 守っ 4 悦 組 る 食 者 の や で で WT 

下 や 5 慌 男 税 GSR 療 6GN や AA 
1! に = に トレ し こい よく 介 計 うま まく の ピッ in 
て 人 ト 徐 逢 ( 柱 ) 守 や く で りゃ 邊 堂 史 * 
ペーNop | 功 ロ お ぐ % っ sty っ だ 一 
QA NO つの 者 宣 " 移 で 
NAT ル mG 器 村営 人 5 所 汗 淫 、 
Do 人 SQ 会 RT SS つろ Qp っ p | 思 
壌 SG KN” 水着 本 2S や XS" 
内 人 ぐ 介 察 人 貴史 組 く 入 で て AKA 
AN ホー%A (SG や p ン 6 名 回 ホーxA 
YK っ ) wwGaeassR く Y 祝 忠 選 5 
で 代 人 民 二 届 定 G 圭 旦 ホーx ム 公選 気 
8 生 ) っ pxnQ で 記 表 や い の で 
を りう 窒 や の"「 守 史 再選 や 営 で っ 性 
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材料 (2ー3 人 分 ) 


ひな 丸 鶏 (中 抜き し た も の ) * タ テ ギ の 材料 
-・ 1 羽 ( 1 ke 弱 ) (つく りや すら 分 是 ) と つく り 方 
に ん に く … 5 で 6 片 コチ ュ ジ ャ ン …60g 
長 ね ぎの 青い 部 分 ( 手 で 裂く ) お ろ し に ん に く … 小 さじ 1 
1 本 醤油 … 小 さじ 2 
塩 …10g (好み で 調整 する ) 砂糖 … 小 さじ 1 
九条 ね ぎ … 2 本 胡麻 油 … 小 さじ ゆめ 


タテ ギャ 適量 すべ て を よく 混ぜ 合わ せる 。 


煮込み 用 の 鍋 に 丸 鶏 、 に ん に く 、 
ね ぎ を 入れ 、 鶏 が か ぶる 程度 の 水 
を 注い で 強火 に か ける 。 沸 騰 し た 
ら ア ク を 取り 、 強 め の 中 火 に する 。 
クッ キン グ シ ー ト で 落と し 蓋 を し 、 
鶏 が 水面 か ら 出 な いよ うに 適宜 水 
を 足し つつ 約 45 分 攻 込 む 。 鶏 に 火 
が 通っ た ら 塩 を 加え 、 味 を 調え る 。 


丸 鶏 は た っ ぷり の 冷水 に 30 分 
ほど つけ 、 汚 れ を 浮か せる 。 指 
を 中 まで 入れ て 流水 で よく 洗う 。 
臭み の な い ス ー プ の た め に 、 欠 
か せな いひ と 手間 だ 。 


We 


丸 鶏 は 通常 、 店 頭 に 並ん で いな い が 、 精 肉 店 や スー パ 
ー で 注文 すれ ば 翌日 に 入る こと が 多い 。 「800g 一 1kg 
の 若 鶏 、 中 抜き で 」 と 頼ん で みよ う 。 煮 込み 用 の 鋼 は 、 
丸 鶏 が すっ ぼり 入り 、 ス ー プ が 対流 する 程度 の 余裕 の 
ある サイ ズ が 理想 的 。 鋳 物 で も ステ ン レ ス で も 、 素 材 
は 間 わ な い 。 ち な み に 「 具 っ さん と こ 」 で は 熱 伝導 率 
の いい アル ミ 鍋 (直径 36cm) を 使用 。 


立ち 上 る スー プ の 香り が ど 
入っ た 。 仕 上げ の 塩 は 、 薄 


各 鶏 を 縛る 必要 も な く 、 水 か ら 煮 込む だ け と いう 手軽 さ に ちょ っ と 半信半疑 だ っ 
ノリ ん どん 濃厚 に な っ て 陶 然 。 1 kg 超 サ イズ で も 、 ア ク を 取り つつ 45 分 程度 で 十分 に 


煮 
( 
!』 で の いか な ? ぐら い の 量 で も 、 タ テ ギ な ど で 味 を 調整 で きる し 、 卓 上 で 火 に か ける うち に ちょ うど いい 加減 に 。 


斜め 切り に し た 九条 ね ぎ を 、 鶏 の 卓上 用 の 小さ め の 鍋 に 丸 股 を そっ 
周り に り 加 える 。 鋼 を テー と 移し 、 に ん に く 、 ね ぎ を 取り 除 


プル の こん ろ に 移し 、 好 み の 加 減 いた スー プ を 注ぐ 。 こ の と き 、 ザ 
に な る まで ね ぎ に 火 を 通す 。 ル な ど で ス ー プ を 渡す と 、 さ ら に 
澄ん だ 味わい に ! 


テ デ ー 
B 甘辛 の タテ ギ で 

し っ か り 煮 込ん だ 丸 鶏 は 、 キ ッ チ ン ば さ み で 簡単 に カ 
ッ ト で きる 。 手羽 、 も も を 外し 、 胴 は 6 等 分 ぐら い に 
切り 分 ける と 食べ や すい 。 淡白 な 味わい に ぴっ た りな 
の が 、 甘 辛く コク 深い 合わ せ 調味 料 ・ タ テ ギ 。 混ぜ 合 
わせ る だ け で つく れる 上 、 ゆ で 豚 の タレ や チゲ な ど 幅 
広く 使え る 。 タ テ ギ 以外 に 、 好 み で 酢 吾 油 を つけ た り 、 
キム チ と 一 緒 に 食べ る の も お 薦め 。 


名 駒 役 / 
w 


% 
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て 075-744-1787 京都 府 京都 市 下京 区 富 小 路 五 条 上 ル 本 神明 町 406 代 12:00<14:00(L.0.) 17:30 
て 22:00(L.0.) 人 @ づ 木曜 仙 耶 算 昼 1000 円 -- 夜 3000 円 程度 一 カー ド 不 可 人 920 席 禁煙 @ 地 下 鉄 鳥 
丸 線 「 五 条 駅 」 よ り 5 分 倫 2016 年 6 月 開店 。 昼 は 定食 、 夜 は 一 品 料理 を 展開 。 予約 が ベタ ー。 


記 
。 商 


「 。 ほ つ 4 
$ チ 
「』 


ゅ 

- 
\ 

の 


ネ ヤ SNYIAO% 


だ 感じ は 甘 だ が 、 
は 複数 の ソー ス や スパ ドブ 


夫 が な され て いる 。 詳 し い レ シ ピ 
は 35 ペ ー ジ に 掲載 。 


rI 失 了 つめ 移 加 避 交 で や 2 So で S 補 ちや や 

Fo で Ss 2G 暑 束 揺 ” Q 和 で つ ー 散 認 " で を で っ つ 肛 
oo 正 So 上 の つい つら 9 の つの 欄 。 環 生 韻 祭 さじ せら ち e 
全う 宙 公 所 回 己 箇 光 " つ 計 つ 翌 登り いよ の た こ ゆく も: マル こい 
人 や 人 5 の 六 くら ネー0 。 ろ P ン wo" 貴 基 史 き Q、 
つ 剖 時 公則 っ 扶 人 ぶ じ っ で ンー で や 製 量 ぐ 芯 ヨ 下 1 
べ 居 トーXA 王 「 製 咽 据 控 」 ぐ トド で 震 人 2 ト と く で KT 
9A 和 Sp つり ′ 技 つ Qo 20 DG 皿 過 " 6 区 く 巨人 8 所 で を も っ 
ト に いる ル ょ た | 尾 選 2 信 補 ン 倒 や パー AS を NN ぐ ぐ 削 
りり で りら N ン SS で 近 2)) 崇 の 味 ct いか る る だ 


揺 久 や G 薫 地 NN ANN ヘー 志門 つ 全 
や 肖 用 る 選 り 拉 二 り い ン SQ 全 上 由 四 つ り 交 り " 斉 可 人 虹 や" 軍 Q 


アベ ャ ミル こさ で まき サン 悪人 8" 記 公 oro と ふろ GWn 


ふさ JO 人 る 20e 


硫 に ) G 豆 府 AmRQo7 全 さ つ で 会 陳 や 沈 所 
に 
で PAANS” 摘 手 SN Ap 癌 沈 能 貴 ぐ ふぐ K 抽 全 ポ 拘 りゃ 


(人 … い ミル ここ 1 や ぃ Qoop 克 の や る ね る お AvQ 知 


人 SQ 肛 堂 放り や か 「 製 咽 価 柚 」 な 避 揚 震 和合 で で 加計 
拘っ 作っ GS 次 MnNーXA 史 当 つ り っ ぃ 0" nw 愛 8 
ぃ Q 普 丁 の 中 SQ つ " 下 り や 四 AS で て 奨 器 か 富 り 


り で 合い ン Q つ 信 計 窒 連 ね %ーKK マ ペー 宮 
8" 選 マ ー ハ GS 


oo QOS 王 操 富 


っ やつ ゃ ymT 
4 っ 
所 G ボ 編 式 1 中 
0 で MTH 色 人 訪 y い oo 


「 つ Q 合 店 


や や と で つ ロ ンー 守 和 め っ " 


に ーー 。 忌 軍 で 日 裕 AM 
に 設 8 
bp) 議 計 株 科 糧 生生 
1 生ま 控 証 語 や 避 
Il ト 軒 る 四 の きま は 坊 
明 馬 是 呈 所 CSSS 長 人 S 編 \ 串 
幸二 当地 や の 富 で 値 征 WM 
ーー に に 症 と 生 王 すこ 
wSKS 思 で 葉 密 
隊 二 や 介 輸 才 や S き ] 
穫 上 四 つう 必 きせ Pm 


材料 (6 人 分 ) 

豚 バ ラ 肉 ( 三 枚 肉 ) … 約 800g の 塊 を 2 個 
(一 個 は 基本 の 角 煮 、 も う 一 個 は アレ ンジ 用 ) 

ね ぎの 青い 部 分 、 生 姜 、 酒 … 名 適量 


タレ の 材料 タレ の つく り 方 
濃口 青 油 …450m2 すべ て の 材料 を 鋼 に 入れ 、 混 
昆布 だ し * …750m2 。 ぜ 合 わせ た 後 、 火 に か け て 沸 
油 …60m 騰 し た ら 火 を 止め る 。 砂 糖 が 


味 隊 ss0 溶け た ら 0K。 
温 糖 …330g 


* 昆 布 だ し の つく り 方 
銅 に 水 800me と 昆布 9 g を 浸し て 1 時 間 置 
く 。 火 に か け て 玉 騰 直前 に 昆布 を 取り 出し 、 


沸い た ら 完 成 。 


蒸 し 上 が っ た 肉 を 銅 に 入れ 、 用 意 し た タレ を 加え て 、 
沸騰 し た ら 弱 火 に する 。 落 と し 蓋 を し て 表面 が 静か 
に 揺れ る 程度 の 温度 で コト コト 1 時 間 煮 る 。 そ の 後 、 
火 を 止め その まま 1 時 間 置 く 。 


活 可 順に 受 NX 表 吹 


PDNN 


パッ ト な ど に 豚肉 を 置き 、 
ね ぎの 青い 部 分 と 生姜 の 
薄切り を の せ 、 肉 の 表面 
が し っ と りす る ぐら い 酒 
を ふり か け て 、 大 きめ の 
燕 し 器 で 2 時間 蒸す 。 


ら 


肉 を 引き 上 げ て 粗 熟 を 取り 、 ラ ッ プ に くる ん で 冷蔵 
庫 で 一 晩 ね か せる 。 味 が し っ か り し み 込 み 、 切 りや 
すく な る 。 食 べ る 前 に 60<70C で 30 分 湯煎 する 。 


豚 バ ラ 肉 ( 三 校 肉 ) と 
ステ ン レ ス 鍋 


角 煮 の 醒 醐 味 は な ん と いっ て も 脂身 。 赤 身 と 適度 な 層 
に な っ て いる 、 バ ラン ス の 良い 三 析 肉 の 塊 を 選ぶ こと 。 
大 き な 塊 ほど 、 肉 汁 が タレ に た っ ぷり 移る の で 仕上 
リ の 味 が 深まる 。 店 の 鋼 は ステ ン レ ス の 寸胴 。 ア ルミ 
だ と 、 塩 分 に よる 腐食 で 鋼 の 劣化 が 早い た め 。 家 庭 な 
ら ア ルミ 製 の 雪 平 鍋 で も 0K。 


煮 この 角 煮 は と て も 始末 が 良い レシ ピ で す 。 以 前 、 角 煮 を つく っ た と き に は 、 奈 っ た 大 量 の 煮汁 は 捨て る し か な か 
を 込 っ た の で す が 、 こ の 角 煮 を 直 込 ん だ タレ は 、 ア レン ジ メ ニ ュー や 味 玉 を つく る の に も 使う こと が で き 、 つ くり 終 
「 で わる と いい 感じ に 消費 で きま す 。 2 日間 か け て ゆっ くり つく っ て 、 無駄 が な い 。 和 気持 ちがい い 本 気 の 電 込み で す 。 
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残っ た タレ も 活用 ! 
武蔵 の 味 玉 を つく ろう ! 


武蔵 で お な じみ の 味 玉 も 、 家 庭 で 再 現し て ほし い 。 

角 煮 を 煮 た 後 の タ レ で つく っ た 味 玉 は 、 ラ ー メ ン で も ご 飯 で も 、 
その まま 酒 の つま み に も な る 不動 の 人 気 者 。 

ゆで る 時 間 と タレ に 漬け る と き の 漬 か り 具 合 が ポイ ント 。 


「 


6 針 用 党 
分 で 意 温 
20 底 し に 
秒 に ^ 戻 

ゆ 穴 表し 
で を を た 

る あむ 卵 

“ け き 6 

る や 独 

永 % 思 

か すす 

線 た イ 
火 め る 
で に を 

1 で レ し 卵殻 ゆ 
で ひと を に で 
落 た 昆 入 ひ 上 
と ひ 布 れ び が 
1 
蓋 に し 基 入 た 
を す を 本 れ ら 
し る 1 の て す 
て " 対 角 殻 ぐ 
ー キ 1 煮 を に 
時 ツ で を も む 氷 
漬 チ 割 つく 水 
pr《 ざ 想 
込 べ た っ 容 取 
む 1 も た 器 り 
の 人 / 居 


ンー っ 


1 
アレ ンジ で も っ と 旨く な る 
基本 の 角 療 を アレ ンジ し た 「 秋 葉 原 玉屋 武蔵 武 仁 」 の 巨大 な 


角 煮 ^ 武 仁 肉 "。: る 度 と 中 華 度 を 増し た この 角 章 に も ぜひ 
チャ レン ジ し て ほし い 。 リ コリ ス が 手 に 入ら な い 場 合 は 、 シ ナ モ 
ン や 八角 で も 0K。 


材料 3 人 分 ) 
基本 の 角 煮 …800g 
角 煮 を 煮 た タレ … 1 2 玉ねぎ (みじん 切り ) 
昆布 だ し …1.2 6 …100g 
オイ スタ ー ソ ー ス …80m2 に ん に く ( み じん 切り ) 
| 中 濃 ソ ー ス …60m2 中 …20g 
リコ リス …5g 米 油 … 適 量 
クロ ー プ …10 粒 水溶き 片栗粉 … 適 量 
粗 挽き 黒 胡 概 … 
つく り 方 


1 基本 の 角 煮 を 3 等 分 に し て 、 脂 面 を フラ イ バ ン で 衣 る 。 

2 A を 鍋 に 入れ 、 沸 騰 し た ら 弱 火 に し て 10 分 煮 出 す 。 
その 後 、60 て 70'C に 冷まし 、 1 を 入れ て 30 分 コト コ 
ト 煮 こ む 。 

3 2 か ら タ タレ 500m2 を 取り 分 ける 。E の 玉ねぎ 、 に ん に 
く を 米 油 で し ん な りす る まで 炒め 、 取 り 分 けた タレ を 
入れ て 、 温 め る 。 沸 騰 し た ら 水 溶き 片栗粉 で と ろ み づ 
けし て 黒 胡 概 を ふる 。 

4 2 の 角 煮 の 上 に 、 3 を か け て 完成 。 


て 03-3256-3634「 神 田 麺 屋 武蔵 神山 」 東京 都 千 代田 区 内 神田 3-8-7 代 11:0022:30(L.0.) 土日 
祝 は 一 22:00(L.0.) @ 無 休 代 予 算 1000 円 カー ド 不 可 17 席 禁煙 @⑩JR・ 東 京 メト ロ 「 神 田 駅 
より 1 分 念 1996 年 創業 。 つ け 麺 900 円 (税込)。 神 田 店 の 角 煮 は 蒲焼 き ス タイ ル で 焼豚 風 。 


師 採 せ 均 人 S じ 
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N 間 こ 
才 
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疾 Ne 
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寺 SA 時 誠 
回 耳 NN ea 
田 人 日 と 
に 1 


ン 2 畑 並 じ 知 0 お" 包 由 尋 
as 才 houD Wa つる / 
演 和合 つ ES "下り 選対 で 
S さい ロジ で で っ 壮 り つぶ 汐 め 豆 つ ろ 
半 で 2G% く へ 中 補 0 お G 則 | 

京田 守 相 中 の で 代り @@ ミ ー 時 
コ 4⑭ ぐ G 2 選 叶 人 ペ 二 浸 WPSsS 
科 っ つ 只 入 ホ つ ポ セー」 つ 
A ト て AM KN 掴 電 GS AS9 知 マーK 
普天 約 幅 人 ペ ※ い ンー 札 お りお は 
AN ゃ NAS 生き 林 肝 生 R 計 
つつ り 揚 9 名表 懲 中 戸 陣 っ 反 坦 
「 狂 女 KUCHIBUE」 の も 陽 吉 和 や 
る 反 四 綴 @ リー ロ 弄 で 守 障 つ お 


和牛 すね 肉 を 60ー90 


NG 
過 
挫 
了 
写 
人 
剛 
E 


和 后 す ね 内 は ほろ っ て 崩れ 、 野菜 (は 


ね 
別 
上 
( 
に 1 
じ 
』 
K 


こり リ 。 生 の ピー ツ の ほっ くり 


し た 味 が 広がる 滋養 の ある お W 上 


く 


も 優し い 。 浴 ん だ スー 


さ で 、 胃 に 


に 
介 
じ 
で 

em 

LO 

こつ 


サワ ー ク リー ム の 酸味 を 合わ 
せる と 筋 の 通っ た 味 に な る 。 


プ 6 


失 基 選べ の の | 晶 ③) 選 失 わ っ ゃ 鈴 
Qoo on の つい て 論 で で " 

衝 さ へ 叶 NN て を AKG 景 
寸 東 賠 ” 詳 弓 加 QS ョ ーー 私 生計 合 和 完 う 
倒 。 堂 @ 午 の SG 人 8 軌 科 ) 因 愉 肥 
表 ms っ 8 守っ 公選 田 和 で 人 社 慰 
つつ pm 「 納 表 寺 屋 司 本 一 」 の 
「 沙 の 下 低下 GS 乱 つ ゆ の 組員 惑 人 て 
0 で Kー 和 か ト 守 人 ぐつ 招 お で ※ 号 宇 
Q 寺 や 思 宮 会 忠 環 補 ぐ や や 」 

だ や 人 肌 の 補 | 沙 緩 
Aa6 ン ReO 人 。 加 掴 喧 人 2 つ の 
史 型 っ 税 例 訪 宗 田 % ぐ G 有 日航 人 滞 導 " 
下 つ 軍 押 ぐ 11 鑑 病 錠 や 吉 団 か @G や 准 
いこ JuNNu1 い NM 
Ss や 振 OS つ wo 中 軍 G 統 
ae 季 。 表 環 @ 豆 康 和 や や お で や で 
ぶり 衝 o 1 ロ っ Q で 守 忠 箇 公 送 で 
や ロ 親 祥司 剛 人 で 生出 寺 会合 で 7 
や つい 多 合 丸 所 "潜め つり 拉 つ 粗 選 か 
QGSRS TH 人 部 負 倒 宝 ゆ O Sm 
「 上 凍 @ 王 史生 か 某 織 ロ つり 軍 軍 
] 陳 計 全会 和 や @ で や や 失 G 送 人 
温 四 革 り "いで つの 詳 史 公用 つが 6 生 」 

SN SRNK 人 SSK 一 私 や 四 税 史 自 
汐 衣 。 互 先 出生 評 選 瑞 例 科せ 
つや 人 SQ" tvG ら 8「 外 り m 肖 史 飯 つ 
いり 宮 加 基 G 交 妹 つ 表 刀 っ 全 で 

ポー 和 G 午 9 結っ 直ら つの 和 堂 且つ 
息 科 公 明 祭 | 苦 つ 守 で 届 差 潮 回 お 
明り っ 政 0 寺 2" っ っ WM 擬人 AT 
1 
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塊 の 牛 す ね 肉 の 場合 は 厚 さ 3om 
に 切る 。 鍋 に 、 肉 と 分 量 の 水 を 
入れ て 強火 に か ける 。 沸 いた ら 
アク を 取り 、 蓋 は せ ず に 双 火 で 
1 時 間 - 1 時 間 半 、 肉 が 柔らか 
く な る まで 煮る 。 煮え た 肉 を バ 
ッ ト に 移し 、 粗 熱 が 取れ た ら 手 
で 粗く ほぐす 。 


ビー ツ は 皮 を むい て 、 芋 けん び 
くら い の 太 め の せ ん 切り に する 。 
に ん じん 、 キ ャ ベツ も 太め の せ 
ん 切り に 。 玉 ね ぎ は 繊維 に 沿っ 
て 薄切り 、 セ ロリ は 斜め 薄切り 、 
トマ ト は ざく 切り に する 。 に ん 
に く は みじん 切り に する 。 


の 涼 や ー ら SV 計り 玉 


の 人 る ご 革 で てき S ぎ 洗 層 海 呈 NO 


いろ ん な 野菜 の 味 を 


ー ロ で 楽し め ま す 
和牛 すね 肉 の 痢 汁 は 後 で ス 
ー プ と し て 使う の で 、 キ 
ッ チ ン ペ ベー パ ー を 敷い た 
ザル で 濾し 、 水 適量 を 補 
っ て 2 6 に する 。 


て ね 」 と いう 坂田 さん の 助言 


大 量 の 野菜 が 入る 手持 ちの 大 鋼 は 薄手 だ っ た が 、『 薄 い 鍋 な ら 野菜 の 水分 が 蒸発 し な いよ う 双 火 で じっくり 炒め 
ん 従っ て 挑戦 。 す ね 肉 は 1 時 間 煮 た と ころ で だ し は 十分 と れ て いた と 思う が 、 肉 の 
窓 柔らか さ が 徹 妙 だ っ た の で さら に 30 分 煮 た ら ほ ろ ほ ろ に 。 難し い 点 は 一 切な し 。 店 の 味 に 近い 仕上 が り で 大 満足 。 


材料 (6 一 7 人 分 ) 
和牛 すね 肉 …800g 
ピー ツ * … 小 3 個 (600g) 
に ん じん … 1 本 
キャ ベツ … 必 個 
玉ねぎ … 1 個 
セロ リ … 1 本 
トマ ト … 2 個 
に ん に く … 2 片 
バタ ー…60g 
塩 、 胡 概 … 各 適量 
【 仕 上 げ 】 
サワ ー ク リー ム 、 
ディ ル … 各 適量 
水 …2 2 


* 生 が 望ま し い が 、 和 缶詰 (固形 物 
250g 入 り ) 2 缶 で 代用 可 。 


いう 


厚手 の 大 鍋 と ビー ツ の"! 


大 量 の 野菜 を 炒め や すく 、 野 菜 に ゆっ くり 火 を 入れ な 
が ら 汗 を か か せら れる よう 、 鋼 は 大 きく て 厚手 の も の 
=。 ここ で は 直径 28cm の スト ウブ を 使っ た 。 赤 

ぶ に 似 た ビー ツ は ボル シ チ に 必須 の 西洋 野菜 。 ス ー 
パー で の 主流 は 和 缶詰 や パッ ク 入 り の 水 煮 だ が 、 最 近 は 
生 も 出回る あ よ うに な っ た 。 通販 も ある 。 鮮 や か な 色 や 
土 っ ぼ い 特有 の 香り は 生 な ら で は 。 ぜ ひ 生 で 入手 を ! 


鋼 に パタ ー を 中 火 で 熱し 、 に ん 
に く を 入れ る 。 香 り が 立っ た ら 、 
玉ねぎ 、 セ ロリ を 炒め 、 塩 ふた 
つま み を 加え る 。 に ん じん 、 キ 
ャ ベツ を 入れ て 炒め 、 塩 ふた 
まみ を 足す 。 く っ た り し た ら ビ 
ー ツ 、 ト マト を 加え て 混ぜ 、 塩 
ひと つま み を 足す 。 ご く 愉 火 に 
し 、 蓋 を し て 15 分 燕 し 煮 に する 。 


ど 煮 る 。 塩 小さ じ 2 程度 、 胡 
概 少々 を 加え て 味 を 調え る 。 1 の スー プ を 注ぎ 、 ピ ビーツ が 柔 
器 に 盛り 、 仕 上 げに サワ ー ク 人 。 ら か く な る まで 、 攻 を し て 弱火 


ビー ツ が 柔らか く な っ た ら 、 肉 
肉 を 加え 、 温 まる まで 5 分 ほ を 


代 洪 紀 


リー ム 、 デ ィ ル を 添え る 。 で 30 で 40 分 煮る 。 


\ 


2 


いさ 
ピ 


の 人 江 ビ 


召し 上 が れ | 


Fd 
野菜 を 入れ る ご と に 塩 を ふる の は 、 野 菜 に 汗 を か か せる 


意味 も ある 。 鋼 底 に 水 が 見 える 程度 が 目安 。 ビ ピー ツ と ト 
マト を 加え 、 全 体 が 淡い 赤色 に 和 染まっ た ら 蒸 し 煮 に 。 


ボル シ チ ( 


「 バ パン も いい けど ポ / ご 飯 !」 と 坂田 さん 。 イ 
チ 押 し は 、 店 で も ボ わせ て 提供 し て いる 雑穀 
米 だ 。 坂田 さん は 赤 米 や 小豆 が ミッ クス され た 雑穀 を 白 
混ぜ て 炊い て いる 。 「 赤 米 や 小豆 と 、 ビ ピー ツ に は 共 
通 点 が あり 、 い ずれ も ポリ フェ ノー ル を 含ん で いて 、 香 
り の 傾向 も 似 て いる の で すご く 合 うん で す 」。 そ の 言葉 
通り 、 一 緒 に 食べ る と 香り の 層 に 厚み が 増し て お いし さ 
に 拍車 が か か る 。 斬新 か つ 抜群 の 組み 合わ せ だ 。 


l て 03-5422-3028 東京 都 渋谷 区 猿楽 町 29-10 ヒル サイ ド テ ラス C 棟 15 号 信 11:30 一 15:00(L.0.) 
18:00 一 19:30(L.0.) 人 @ 月 一 木曜 最終 週 の 金 ・ 土 ・ 日 曜 人 予算 5000 円 ー カー ド 可 人 W17 席 禁煙 
@ 東 急 東 槍 線 「 代 官 山 駅 」 よ り 4 分 倫 ボ ル シ チ は ご 飯 付 き で 2800 円 。 メ ニュ ー は 日 替わり 。 要 予約 。 
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。 ら SA ご 胡 べ 玲 へ 芝 


ご 人 立 へ @ 人 S 六 分 ③ 蛋 普 


伝統 の 味 を 守り 続け る 名 物 の ^ 水 
炊き ” は 、 専 任 の 仲居 が それ ぞ れ 
の 個室 で 丁寧 に 取り 分 け て くれ る 。 
一 流 料亭 な ら で は の 行き 届い た サ 
ービス に 特別 な 時 間 を 実感 する 。 


文 三 田代 いた る 撮影 三 大 谷 次 郎 デザ イン 三根 岸 良介 (omodaka) 


園 型 往 わ we 地 紅 激 せ 


時 時 が に こせ 太め 
た S : 胡 9 記 議 節 民 中 か we 人 力 玩 を 半ば 
RF FC り 玉 員 ら 周 弄 や 家 る 太っ "人 S 
「Q から 湯 年 」S 還 六 め 選 や 避 旧 ちあ ロ ぶ りす まき 
ぃ Q 康 地 守 " 1 朗 本 ・ 下 次 NG 応 叶 中 らき き 2 軸 ま お 
NE と と ドウ エー に ) こさ に に さき sa る 3 合 病 K 
困る 観 昧 選 倫 静 G 感 <%o の S 罰 培 生ま し WESSSS 
守ら 宮 ち め 器 語ら だ ーー* SE まま : 
KG 光 且 ャ 懇 癌 つり か 師団 @ SS の | 【 0 
※ 半 か 2 如 奈 つ お 意 氏 KKー や る こき / 生 科 tw mf 
系 や Dos 届 尋 2" 還 間 G 沿 民 う NE 04 1 ae 人 
宮 6 明 半 p 紅 記 い ′ 莉 つ の や の bb 間 較 / 1 \ 5 上 
半 赴 先導 皇 生 QpxntQ で や や リ 三 疹 R ぬっ さ 
つの | 泌 ” Q 公 和 弘 ぐつ 現 で の 8 ) 人 語 
祝 QS テ シー と Ao の 8 か りつ や 抑 が 6 祥 | 。 肖 RNN まで BS 
や 多 褐 隊 い の" 交 認 G 介 列 sy コ 価 者 


や 表 G 散 団 が % や 朱 軸 ぐ 下 叫 会 民 着 " 
岩 守 の 議 変 肢 の ホーJK か マロ 
人 2 っ い 加療 KG 着 癌 視 生 上 画 ゴ 
に 3 に そい も 

選 操 pp 較 征 臣 必 羽 雷 楼 地 舎 ” 操 
忠信 祝っ の 昭 で で 人 愉 補 全部 詳 湯 
や ゃ ポ 編 時 ” 作 党 G 守 2 娘 詞 還 
や TKNSSA 一 AP や G 定 中 や 羽 
SinW′ 皿 失 を 中 統 AENS 叶 療 剖 
扱 但 つ ロ ン で SQ) の SN KK 
人 震 を 入選 問 選好 線 全 お つぶ 7 
聞 嘆 覇 ミ ー さ 0 の 守 一 誠 祥 
明る < で pm 可 の 避 SQ 陣 靖 め つ さ 全 
つ 記 wwG 雪 や 正親 中 や "wwG ( ゅ uvS つ G 芽 往 お 7 
誠 衝 ROD | 注 @ 刻 SS 上 要 所 前 


面 で 池 と 


接する 「 石 月 』。 曲げ わっ ぱ の ラン プシ ェ ー ド も 美しい 。 


「CLUB JT」 


縁側 も 備わる 純 和 風 の 一 室 で 、 


時 代物 の 鶴 と 松 の 欄間 が 見 事 。 上 右 : 廊下 を た お や か に 歩 


https://www.clubj 


ー 


開 


く 仲 居 の 後ろ 次 に も 風情 が 感じ られ る 。 上 左 / 


1. ポ イン トブ プロ グラ ム 
2. 喫 煙 所 MAP 


ロ 
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右 /「 り ん どう 」 は 床の間 
あ 得 に 使 を る 
3. オ ン ラ イン ショ ッ プ 
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ア 入 財 受 員 上 人 び 


。- じ な お いも らい 冬 の 大 根 は 、 和 柔 
ちか な 埋 計 。5 だ 根 ど ゼラ チン 質 た 


つり の 生 ほ ほ 肉 を まとめ る の は 。 


蕎麦 つゆ と 白 味 噌 。。 日 本 酒 の 合 め 
の 手 に 煮 注 を 吸 れ ば 、 じ わぁ ぼ - と 


胃 の 用 に や みわ た り 馬 ああ 、 幸 せ 。 
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味噌 を 溶き 、 仕 上げる 


牛肉 を 3 時 間 半 煮込む 
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大 根 は 輪切り に し て 厚め に 皮 を 
むき 、 昆 布 と と も に 銅 に 入れ る 。 
か ぶる 程度 の 水 を 注い で 強火 に 
か け 、 沸 騰 し た ら 中 火 に し 、 串 
が スッ と 通る まで 20…30 分 煮 
て ふろ ふき 大 根 に する 。 


大 根 の 厚 さ は 3om 程 度 。 肥 を むい て か ら 面 取り を し 、 片 
面 の み 、 十 字 に 隠し 包丁 を 入れ て お く 。 


へ い 層 紗 党 とめ ぶ か KO 


テー 


銅 に 牛 ほ ほ 肉 と 、 か ぶる 程度 の 
水 を 入れ て 強火 に か ける 。 沸 い 
た ら ア ク を 除き な が ら 、 フ ツ フ 
ツ 沸 く 火 加減 で 3 時間 ほど 煮る 。 
水分 が 減っ た ら 足 し て 、 か ぶる 
くら い の 水 分 量 を キー プ 。 肉 が 
柔らか く な っ た ら 、 塩 と 習 油 で 
調味 し 、 さ ら に 30 分 煮る 。 


材料 (5 人 分 ) 

和牛 ほほ 肉 ( 塊 ) …500g 
藻塩 … 適 量 

うす 口 醤油 … 適 量 
大 根 … め 本 

昆布 …15cm 


【 仕 上 げ 用 (1 て 2 人 分 )】 
和牛 ほほ 肉 の 煮込み …100g 
ふろ ふき 大 根 … 2 個 
蕎麦 つゆ *…180m% 

白 味 噌 … 約 20g 

三つ葉 、 柚 子 の 皮 … 各 適量 


* 麦 つゆ の つく り 方 

「 シ カモ ア 」 で は 、 角 節 と 昆布 で と 
っ た だ し に 、 か け 医 麦 用 の "か え し ” 
を 加え 、 か け 蕎 麦 の つゆ の 濃 さ ( 塩 
分 濃度 5 %) に 調え た も の を 使用 。 
市 販 の 細 つ ゆで も 代用 可 。 


"か え し "から つく る 場合 の 割合 は 、 
味 中 2 : 白 ず ら 糖 (上 双 入 ) 1 : うす 
日 番 油 12。 鯛 に 味 誰 と 白 ざ ら 糖 を 
入れ て 火 に か け て 溶かし 、 火 を 止め 
て か ら う す 口 習 油 を 加え 、 冷 め た ら 
完成 。 冷暗所 で 保存 し 、 使 う 前 に 敵 
宜 、 鯉 節 と 昆布 の だ し と 合わ せる 。 


「 牛 すじ な ど 、 い ろ い ろ な 肉 を 試し て き て 、 
和牛 ほほ 肉 に 落ち 着き まし た 」。 店 で は オー 
スト ラリ ア 産 を 使用 。 精 肉 店 に 注文 する か 、 
通販 な ら 和 和牛 の ほほ 肉 も 入手 し や すい 。 鍋 
は アル ミ 製 の や っ と こ 鋼 を 愛用 。 持 ち 手 の 
な い 雪 平鍋 は 、 た くさ ん の 鍋 を 火 に か ける 
プロ の 厨房 で 取り 回 し や すく 、 重 宝 する 。 


器 に 熱々 の ふろ ふき 大 根 と 温 
め た 牛肉 を 盛り 、 白 味噌 を 深 
いた 蕎 麦 つ ゆ を 注ぐ 。 三つ葉 
を の せ 、 す りお ろ し た 柚子 の 
皮 を ふっ て 完成 。 


牛肉 が 温まっ た ら 、 白 味噌 を 加 


えて 泡立て 器 な ど で 手 早く 溶き 日 
混ぜ 、 沸 か さ ず に 火 を 止め る 。 味 
白 味 噌 に よっ て 塩分 や 甘 さ が 変 』 

わる の で 、 味 を みな が ら 量 を 加 噂 


減 す る こと 。 


「 か ん 3 


溶かし て 食べ る と 、 味 が 引き 締まる 。 


リン メー 

別 皿 で 添え られ る の が 、 川 さん の 故郷 、 新 潟 の 香辛料 、 
か ん ずり 。 塩漬け の 唐辛子 を 雪上 で さら し 、 柚 子 と 米 麹 、 
塩 を 合わ せ て 発酵 、 熟 成 させ る 。 店 で は 吟醸 生か ん ずり 
6 年 仕込 み を 使用 。「 ま ろ や か で 深み が あっ て 、 単 体 で 
も つま み に な り ま す 」。 牛肉 や 大 根 に つけ た り 、 煮 汁 に 


- 目 箇 ///e 


1 の 牛肉 か ら 人 数 分 の 量 (1 人 
は 100g) を 切り 分 け 、 さ ら に 一 
口 大 に 切る 。 小 鍋 に 蕎麦 つゆ を 
入れ て 中 火 に か け 、 和 牛肉 を 加え 
て 温め る 。 


肉 は 熱々 の 状態 で 切る と 崩 
れ や すい の で 、 で きれ ば 一 
度 冷や し た ほう が 切り や す 


る ぶる の 煮 こ ご り 状 
っ た 牛肉 の 煮汁 は 、 こ 
は 使わ な い が 、 捨 て ず 


に 野菜 な ど を 加え て スー プ 


と し て 楽し も う 。 


て 03-6413-5653 東京 都 世田谷 区 世田谷 3-3-1 地下 1 階 條 17:00 一 23:00(L.0.) 人 @ 月 曜 第 1 
曜 人 予算 4000 円 カー ド 可 但 カ ウン ター6 席 、 テ ー プ ル 12 席 禁煙 @ 東 急 世田谷 線 「 上 町 駅 」 よ り 
2 分 信和 牛 ほほ 肉 と ふろ ふき 大 根 の 白 味噌 仕立 て 1100 円 。 蕎麦 は せい ろ 750 円 予約 が 確実 。 


-3 火 


分 で 完成 ! 
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肉 と 野菜 を 炒め る 
1 時 間 煮 込む 
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「 ル ・ キ ャ パレ 」 で 、 そ れ ぞ れ シ 
ェ フ を 務め た 後 、2017 年 1 月: 
ュー に 並ぶ 。 


ォ ー な ど 、 煮 込み の スペ シャ リ テ 


ビス トゥ 、 プ ラン ケッ ト ・ ド ・ ヴ 
が 多く メ 


ぶ ふじ さわ ・ し ん た ろう 、 ゆ 
婦 で 店 を オー プン 。 ス ー プ ・ オ ・ 


藤澤 進 大 郎 さん 、 傘 子 さん 
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(WO* ュー ロ 記 2 信 拓 
GS 人 る やつ で や で で 

介さ つき WeG つ 所 で 。 束 守 
上 親 会 守 )) 選 捜 仙 選 SS 
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2 キ KA キ く 注 の り | 人 a11 杏 " 
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翌日 は 一 層 美 味 。 
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つく っ て 一 晩 置 き 、 味 が よく し み 
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羊肉 は 5 cm 角 に 切り 、 塩 2g を ふり 、 も み 込 む 。 ス 
バイ ス を よく 混ぜ 、 半 量 を 加え て も み 込 み 、 約 30 
分 置く 。 玉 ね ぎ は 繊維 に 垂直 に 幅 7 mm の いち ょ う 形 
に 切る 。 パ プリ カ は 縦 に 幅 2 cm に 切る 。 ほ か の 野菜 
は 一口 大 に 切る 。 


の に ンス 
YA で 受 革 


鋼 に オリ ー プ オイ ル を 、 鋼 底 を 覆う くら い 注 ぎ 、 強 
火 に か ける 。 十 分 に 温まっ た ら 肉 を 重 な ら な いよ う 
に 並べ 入れ 、 表 面 を ムラ な く 焼 きつ ける 。 し っ か り 
焼き 色 が つい た ら 、 取 り 出 す 。 


人 洪 器 各 員 
呈 


2 の 鍋 に 玉ねぎ 、 パ プリ カ 、 生 姜 、 に ん に く を 入れ 
て 炒め 、 ク ミン シー ド 、 塩 4g を 加え て 混ぜ る 。 や 
や 強め の 中 火 で 野菜 の 水分 と 旨味 を 引き 出す 。 全 体 
に 油 が 回 っ た ら 蓋 を し て 惨 火 に し 、 蒸 し 焼き に する 。 


いざ 


ー 計 光 


(4 
た ん 
「 で 


材料 (8 人 分 ) 


羊 肩 ロー ス …800g 【 付 け 合わ せ 】 
【 ス パイ ス 】 クス クス (49 ペ ー ジ 参照 ) 
ラス ・ エ ル ・ ハ ヌー ト * 1 …10g … 適 量 
エル プ ・ ド ・ プ ロ ヴ ァ ン ス * 2 アリ ッ サ … 適 量 
…5g パク チー( ざ く 切 り ) 
バブ プリ カバ ウ ダ ー…5g … 適 量 
玉ねぎ …150g (3% 個 ) * 1 チュ ニ ジ ア の ミッ クス ス 


バイ ス 。 羊 料理 や クス クス 用 の 
ソー ス な ど に 使わ れる 。 
*2 フラ ンス ・ プ ロ ヴ ァ ン ス 
地方 の ハー プ ミ ックス 。 


バブ プリ カ ( 赤 ) …300g( 2 個 ) 

生姜 (すり お ろ す ) …40g 

に ん に く ( す りお ろ す ) …20g 

クミ ン シ ー ド …10g 

大 根 ( 白 色 と 紅 し ぐ れ の 2 種 ) …300g 
冬瓜 ご 300g 

に ん じん …300g(1 本 ) 

白 ワ イン …100m 

トマ ト の 水 煮 ( 和 缶詰 ・ ホ ー ル ) …200g 
水 …1.42 

ひよ こ 豆 の 水 煮 ( 缶 詰 ) …50g 
オリ ー プ オイ ル 、 塩 … 各 適量 


羊 の 肩 内 と スパ イス と スト ウブ の 鍋 


クス オリ エン タル な ど ) を 使用 し て 
も 0K。 マ リネ と 移 め 用 に 半量 ずつ 分 
け て 加え る と 、 香 り が より くっ きり 
と 鮮 列 に 立つ 。 煮 込み 用 の 鋼 は スト 
ウブ を フル 活用 。 今 回 使用 し た の は 
直径 26cm の も の 。 熱 が ムラ な く 対 流 
で きる 大 きめ の サイ ズ が 向い て いる 。 


羊肉 は 肉質 が 柔らか く 、 ク セ の 少な 
い オ ー ス トラ リア 産 ラ ム 肉 を 使用 。 
「 よ く 動 か し て いる 部 位 ほど 、 煮 込 
ん だ と き に 味 が 出る 」 た め 、 も も や 
ロー ス よ り 肩 肉 を 推奨 。 店 で は スパ 
イス 3 種 を 混ぜ 合わ せ て いる が 、 ク 
スク ス 用 の スパ イス ミッ クス (クス 


スト ウブ は 持っ て お ら ず 、 似 た タイ プ の ほう ろう 鍋 で 調理 。 材料 は ラス ・ エ ル ・ ハ ヌー ト が 手 に 入ら ず 、 ス トッ 
ク し て いた ター メリ ッ ク 、 コ リア ンダ ー、 フ ェ ン ネル な どの スバ イス を 適当 に 混ぜ て 。 と 、 代 用 を 重ね た に も か 
か わら ず 、「 自 分 、 天 !2」 と 錯覚 し そう な 仕上 が り に 。 ク スク ス は ぜひ 細 粒 タイ プ を 。 食 感 が 断然 違い ます 。 
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みす ぎる と グズ グズ に 3 
肉 の 味 も 抜け る の で : 


ら 器 に 盛る 。 


エス ニッ ク な 風味 の 羊 煮 込み と くれ ば 、 付 け 合 わせ は 断 
禁 ラ イス より クス クス 。 細 粒 の ほう が サラ ッ と し た スー 
プ に な じみ 、 口 当たり が よい 。 ス パイ シー な チリ ベー ス 
ト "アリッサ ” を つけ る と 、 華 麗 な る 味 変 が ! 市 販 品 
な ら バ ル ニ エ ー ル の 手 入り が 風味 よく 、 お 薦め だ 。 


クス クス の 材料 と つく り 方 


1 ボウ ル に クス クス 400g と 塩 ふ た つま み を 入れ 、 熱 
湯 400mWe を ポ ウ ル の 肌 か ら 注 ぐ 。 軽 く 混ぜ て 、 ラ ッ 
プ を し て 約 10 分 置く 。 

2 手 や フォ ー ク で 細か く ほ ぐし 、 バ ター35g を ちぎ っ 
て の せ 、 オ リー プ オ イル 大 さじ 1 を 回 し か ける 。 軽 
く 混 ぜ て 完成 。 


蓋 を し て 約 1 時 間 煮込む 。 火 加 
減 は 弱め の 中 火 を キー プ 。 煮 込 


げに ひよ こ 豆 を 加え 、 温 まっ た 


玉ねぎ が 半 透 明 に な り 、 木 ベラ で 押し て つぶ せる く 
らい の 柔らか さ に な っ た ら 、 1 の 残り の スパ イス を 
加え る 。 鍋底 の 焦げ 目 を 野菜 で こそ げ 取 る よう に 混 
ぜ る 。 


人 


いさ と で 河 代 受 


いぶ ざ 


りこ 


2 の 肉 を 戻し 入れ て 混ぜ 、 白 ワイ ン を 3 回 に 分 け て 
加え る 。 そ の 都度 鋼 底 の 焦げ を こそ げ 取 りな が ら 炒 
め る 。 数 回 に 分 ける こと で 、 ワ イン と 肉 が より 級 密 
に か ら み 、 凝 縮 し た 旨味 が 生ま れる 。 


会 
全体 が な じん だ ら ホ ー ル トマ ト を ザル で 濾し て 加え 、 
水 を 注ぐ 。 1 の 一 口 大 に 切っ た 野菜 を 加え 、 塩 6g 
を ふる 。 強火 に し て 沸か し 、 ア ク が 出 た ら 取る 。 味 
を みて 、 薄 い 塩 味 と 旨味 を 感じ る くら いで OK。 


て 070-3274-3730 東京 都 中 野 区 中 野 2-23-3 代 18:30~24:00( 閉 店 ) 営業 時 間 変 動 あ り 人 G 不 定休 
コー ス 6800 円 カー ド 可 旬 カ ウン ター16 席 (テラ ス 席 あ り ) 禁煙 @JR・ 東 京 メト ロ 「 中 野 駅 」 よ 
リ 2 分 久 2017 年 1 月 開店 。 グ ラス ワイ ン 1000 円 、 ポ ボトル ワイ ン 6000 円 。 
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amN・ 必 ト 


か ・ 慌 ・ 和 か ト A ( 壌 所 か で 

IT A 舞 ) 8 NANA KG を 所 宮 守 
無 対 ) 導 則 誠 団 補 全 QSKーNA 
「 当 下 社 」G リーラ 緒 @ り つ 全 守 
っ 窟 。 選 宙 茶 狂人 9 ト Nm 束 公 洋 赴 己 超 
マタ セン 0 つの 0 介 代 MO っ mn っ p7 
いっ 必要 較 全 梓 そ て で で つけ 仙人 
きっ 」 つる つ 所 つ WS SS95 遼 
玉 @Gh SN・ ボ ・ 和 KANーN や 
1 間 導 CD こす すく ん 

宮 @ ホ ボート A 全 記 征 " 和 守 で つ 幼 で 
さぶ 征 に て NN で Am ホ SSNNAK 変 
好 選 回り ン SQ「 選 想 折 」 人" 
束 ポ きっ つり へ ASA 結 め や 
くに 3: ニ に で こぶ 
直す N 和 閉 人 当 yee0 りつ 5 守っ" 下 
間 疾 史 誠 っ ′ 由 守 守 4⑳ 史 選 で 叶 2 
で 変 慰 つ 足 4P っ ぃ 6 

祥 つ 58′ 記 加 康 陣 G 1 0 パ 皇 
剖 5 軌 G 抱 で へ 宜 、 民 福 全 揃 導 
SG つら" 店 宮 史 球 で へ や | 主 ャ 
代 つ りう っ 宏 全 す 68w 愛 め つ りう っ 守っ" 
「 村 環 避 いで へ 史 須 いつ 余地 朋 @ 皿 年 
せ 器 尽 唱 」 つ | 祥 合 全 紀 江 史 宮迫 人 


/ 


で" 混 肖 GS を ら 民 喝 本 SW つ P「 ル 
人 愉 完 つ 」G 部 mn 人 下 G 党 4 で 幸 
問 り eo りつ 和信 剛 人 中 の 8 で 組 筐 和 
で PAAS 旨 画 四 つ お 7 
NN・K・ 和 か NAO つの つら で て 
AP ル トト 共 和 つ 82) 記 で や ど 居 療 
局 や つり 幸 GJm 沈 史記 め 押 つ り 全 で 
で て A や 全 守 ン 「 染 」 や 畠 " R で 
A35" 寮 GMm 送 篤 つ % 当 つ 尽 組 た 長 
NP つり つべ 粗 引 人 じ ヘ ホーK 
で Y く 4 い e 則 sent bo (2 2 地 ふ -)」 つ 
手 思 SSNNA K 應 公記 ら つ 
TS 人 SQ を 8 の いろ 必 交 國 発 介 う 
つら で 」 

回 SG ゝ 58" 路 拉 っ 壌 G 下 っ 
ドー さか ピル こ ぷ こ いい 

「 洛 温 亡 國 補 人 る <wy 避 や うう で 7 
ご の 引 つ や の す Av 宮代 | 昌一 」 
人 く vonxnp NANA K 下 所 史 本 2 皇 
つ ′ 抑 2KANNB っ の 角 て くめ 和 や 祥 2 うつ 
et いたい ー ド る こと ナミ に TnY く 人 
「4 つ 「 6 会 補っ や や シロ ペー 一 」 
で で で で の 本 環 や キ AA 人 一 
ポー 長江 世 中 測 = ロ 間 邊 写 


合 
え 
ば 


ンー 


AO とら 
NaNIL+N 表 V さ 


き が AM 双 ま ・ も と ゆき 欠 1951 
年 生ま 高校 を 卒業 後 『 ロ 
放 ヤ ル 」 に 玉 圭 し 、 料 理 人 と 
較 で の スタ ー ト 名 き る 。 25 歳 
で 東京 へ 。 翌 年 に 渡 伏 a。 6 年 
半 、 者 地 の 名 店 で 研 鎖 を 積む 。 
9 歳 で * 島 亭 」 を オー プン 。 


dancyu FEBRUARY 2021 


coq 三 雄鶏 、vin ニ = ニワ イン の 文字 
通り 、 鶏 内 の 赤ワイン 煮 。 旨味 た 
っ ぷり の ソー ス を ヌイ ユ ( バ スタ) 
に か ら め て 食べ る の も 楽し い 、 素 
朴 な 家庭 料理 だ 。 北 島 式 の 煮込み 
時 間 は た っ た 3040 分 。 大量 の 
ワイ ン も 、 前 日 の マリ ネ も 必要 な 
い 。 な ぜ ? の 答え は 次 ペー ジ へ 。 


丸 鶏 に 塩 を し て 2 時 間 置 く 
鶏 を さば く 
肉 を 焼く 
鋼 に 移し て 水 で 煮る 
ワイ ン を 入れ る 
ソー ス を が ら め る 


づ 叶 間 で 完 成 ! 


玉ねぎ 、 に ん じん 、 セロ リ は 、1.5 
cm 角 に 切る 。 に ん に く は 薄皮 ご と 
つぶ す 。 ま な 板 を の せ て 体重 を か 
ける と まとめ て 押し つぶ せる 。 


鶏肉 の 両面 に 塩 を ふる 。 下 味 と 合 
わせ て 、 海 水 程度 に 強め に 味 を 決 
め る つも り で し っ か り と 。 鶏肉 の 
両面 に 小麦 粉 を まぶし 、 余 分 な 粉 
は は た き 落 と す 。 粉 は リース の と 
ろ み づけ に な る 。 


| 傘 肉 か ら 落 ち た 塩 や 粉 に 
は 、 鶏 の 旨味 が つい て い 
る 。 香味 野菜 に まぶし つ 
け て 残さ ず 使う 。 


鶏肉 は 、 骨 付き の まま 煮る こと で 
肉 が 縮み に くく な り 、 骨 か ら だ し 


が 出 て 、 ソ ー ス の 旧 味 が 増す 。 活 
皿 す る の は 、 キ ッ チ ン ば さ み 。 丸 丸 
鶏 を さば く ハ ー ド ル が 下がる 。 ーー 


上 手 な さば き 方 


1 鶏 の 腹 を 上 に し て 置き 、 後 ろ 足 の 付け 根 に 沿っ て 包 
丁 を 入れ る 。 

2 裏返し て 包丁 で 背 側 に も 切り 目 を 入れ る 。 

3 足 を 背 側 に 折る と 関節 が は ずれ る の で 、 手 で 切り 離 
す 。 ほ ぼん じ り も 切り 取る 。 血 の 塊 が あれ ば 取り 除く 。 
手羽 端 (手羽 先 の 先 側 ) と 手羽 中 を 、 関 節 で 切り 離す 。 
尻 か ら 頭 の ほう に 向け て キッ チン ば さ み で 背 を 切り 
開き 、 包 丁 で 力 を 入れ て 背 ご と 左右 に 切り 離す 。 
脂肪 は 取り 除き 、 細 か く 叩 く 。 首 は 切り 落と す 。 


m か 


材料 (4 人 分 ) 
丸 鶏 (中 抜き し た も の ) 

… 1 羽 ( 約 1.5kg) 
塩 … 適 量 
【 香 味 野 菜 】 

玉ねぎ … 個 

に ん じん … 本 

セロ リ … ム 本 

に ん に く … 4 片 
赤ワイン … ゆ ゆめ て 本 
トマ トー ロ 大 に 切る ) … 1 個 
トマ トペ ー ス ト … 大 さじ 1 
粗 挽き 黒 胡 板 … 適 量 
小麦 粉 、 和 牛脂 … 各 適量 
【 付 け 合わ せ 】 

平 打ち バス タ 、 

バタ ー… 各 適宜 


) 


この つく り 方 は ワイ ン が 少量 で 済 
む 分 、 予 算 と 情熱 は 鶏肉 に か け よ 
う 。 プ ロイ ラー で は な く 、 放 発 し 
て 地 鶏 を (撮影 で は 伊達 鳴 を 使用 )。 
丸 の ま ま 、 万 遍 な く 塩 を ふり リ 、2 
時 間 も 置く と 旨味 が 格段 に 増す 。 
軽く 水 で 洗っ て か ら 調 理 に 入ろう 。 
『 北 島 亭 」 で は 、 ま か な い に 使 う 
肉 や 魚 も 同様 に し 、 お いし く 食べ 
る 努力 を 欠か さ な い 。 鋼 は 鶏肉 が 
重 な ら ず に 入る 、 厚 手 の 蓋 付 き の 
も の を 用 意 する 。 


うと 思っ て いた が 、 キ ッ チ ン ば さ み を 使う と 確か に 楽 (特に 皮 を 切る の に 便利 )。 


( ) 丸 鶏 を さば く の が 一 番 の 難関 だ 
骨 を 断つ に は 、 頑 丈 な 包丁 が 必要 で す 。 和 鶏肉 を 水 で 煮 始め て 先 に 取り 出す タイ ミン グ は 、 早 すぎ ? と 不安 な く 
) らい で も 問題 な し 。 赤 ワイ ン を 入れ て か ら は 、 強 火 で 遼 せき ず ガ ン ガ ン い か な いと な か な か 煮 詰 ま り ませ ん ! 052 


戻し 入れ 、 ソ ー 
め て 完成 。 そ の 
際 、 バ パッ ト に 残っ た 肉汁 
残さ ず 加え る こと 。 味 を み 
て 、 塩 が 足り な けれ ば 足す 。 


付け 1 


別 の 鋼 で パス タ を ゆで 、 湯 を きっ て パ 
ター を か ら め 、 鶏 肉 に 添え る 。 "ヌイ 
ユ (nouilles)" は フラ ンス 語 で 、 麺 の 
総 称 。 メ イン の 付け 合わ せ に され る こ 
と が 多い 。「 フ ラン ス の 家庭 な ん か で 
は 、 湯 を きっ た で ドン と 鍋 ご と 食 
卓 に の せる こと も 多い よね 」。 パ スタ 
で か ら め 取 る こと で 、 お いし い ソ ー ス 
を 余 さ ず 食べ られ る 。 


炒め 野菜 、 ト マト と ペー スト 、 ひ 
た ひ た の 水 を 加え 、 強 め の 中 火 に 
か け て 煮る 。 最 初 の アク を 丁寧 に 
取り 除く 。 鶏肉 が 動か な いよ う 落 
と し 蓋 を し 、 さ ら に 蓋 を し て 煮る 。 


煮汁 に 赤ワイン 、 香 リ づ け の 黒 胡 概 を 加え 、 強 火 で 煮 立 
て る 。 ア ク と 浮い て くる 脂 は 丁寧 に 取り 除く 。 ソ ー ス の 
よう に と ろ み が 出る まで 、1015 分 煮詰め る 。 


ー> 寺 くき ツ せ 品 洪 党 


NM_ 


憎 火 で 1015 分 煮 て 、 
程よく 火 が 入っ た と ころ 
で 鶏肉 を 取り 出す 。 触 っ 
て みて 、 生 っ ぽい 弾力 が 
な けれ ば OK。 


て 03-3355-6667 東京 都 新宿 区 三栄 町 15-2 休 11:30 て 13:30(L.0.) 18:0019:30(L.0.) 借 水 曜 
第 1・3 火 曜 コース 昼 9000 円 ~- 夜 1 万 1000 円 て カー ド 可 18 席 禁煙 JR ・ 東 京 メ トロ 「 四 ? 
谷 駅 」 よ り 5 分 信 1990 年 9 月 6 日 開店 。 サ ービス 料 別 。 予 約 制 。 


フラ イ パ ン に 牛脂 を 強火 で 熱し 、 
鶏 内 の 皮 を 下 に し て 並べ る 。 こ ん 
が り 焼 き 色 が つく まで し っ か り 焼 
いた ら 裏 返す 。 身 側 は 薄く 焼き 色 
が つい た ら 、 煮 込み 用 の 鍋 に 移す 。 


隙間 に 香味 野菜 を 入れ 、 
叩い て お いた 和 鶏 の 脂肪 も 
加え て 焼く 。 和 鶏肉 に も 野 
菜 に も 、 旨 味の素 に な る 
お いし い 焼 き 色 は つけ た 
い が 、「 焦 が し ちゃ 、 だ め 」。 
"こん が り " に と ど め る 。 


野菜 が 炒め 上 が っ た ら 、 

ザル に ペー パー を 重ね て 、 
脂 を 湾 し な が ら 野 菜 を 取 
り 出 す 。 こ の 脂 で 付け 合 
わせ の 野菜 や 、 じ ゃ が い 
も を 焼く と 美味 。 材 料 を 
と こと ん 無駄 に は し な い 
の が 、 北 島 シ ェ フ の 信条 。 


い の ゆき マー ボー 巡っ さ 叶 


証 


る 
出 


。 の ざい 


ぃ 浅 ③ さ ざさ 


ば 
は 


いさ 中 問 浦 党 洋 
べら 座薬 砂 


テ 


つぎ ひ 史 河 吉 幸 S 琴 茸 寺 


に コ 


に か ルド 3 


南部 半 


相原 康彦 さん は 仙台 市 で ちぢみ ほ 
うれ ん 草 を 栽培 する 。「 ず ん ぐり 


所 


し て いて 葉っぱ は シワ シワ 。 見 た 


目 は こん な だ けど 、 ア ク が 少な い 

か ら サ ラダ で 食べ て も お いし いよ 。 

ビタ ミン C な ど 栄 養分 も 豊富 だ か 

ら 、 野 菜 不足 に な り が ちな 冬 に は Se 
も っ て こい だ ね 」。 


TI こ リコ 


吉江 の 


当 さ 性 w 相 古本 束 
問 ご 宙 SS 
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うか い 

和食 事業 部 統括 料理 長 

「 う か い 竹 亭 、 料 理 長 も 務め る 。 宮城 
県 生ま れ と いう こと も あり 、 今 回 、 
郷土 愛 に あふ れ た メニ ュー の 数 々 を 
考案 。 「 宮 城 県 は 米 処 、 酒 処 で 知ら れ 
て いま す が 、 県 産 ワイ ン の 進化 も 素 
晴らし く 、 区 力 を 再 認識 し まし た 。 
豊か な 宮城 県 の 食材 と いっ し ょ に 宮 
城 県 産 ワイ ン も 楽し ん で いた だ きた 
いで すね 」。 
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SS 


宮城 の 冬 の 美味 を 楽し む 三 っ の 方 法 | 
の nn す 9 宮城 県 の 食材 が 輝き を 増す を 。 ご 自宅 や 首都 圏 の お 店 で 気軽 に 宮城 の 食材 や お 料理 を 楽し む 三 つ 


PTUU2DIK) の 方 法 を ご 用 意 し まし た 。 生産 者 か ら 直 接 取 り 寄せ る も よし 、 宮 城 ゆか り の 飲食 店 を 巡る も よし 、 
オン ライ ン 物 産 展 で 気 に な る も の を じっくり 選ぶ も よし 。 存 分 に 宮城 の 冬 を 堪能 し て くだ さい 。 


| りき で て し り | | At※ し 0 | 
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今 号 で 紹介 し た 東 松 島 の 特 基 や 気仙 沼 の メカ ジ キ 、 そ し : 東京 都内 に は 、 宮 城 県 の 捧 土 料理 、 地 酒 、 食 材 を 使っ 
て 宮城 県 の 人 野菜 。 現 地 の 生 産 者 や 販売 店 か ら 鮮度 抜 | た 料理 を 楽し め る 「 み や ぎ ゆ か り の 店 」 が 約 70 店 舗 あ り 
群 の 品 を 直接 取り 寄せ て お 楽し みく だ さい 。 : ます 。1 月 4 日 か ら 2 月 28 日 まで 、 ゆ か り の 店 で 食事 を す 
i る と 素敵 な プレ ゼン ト が 当たる 『 い ぎ な りう まい ! 宮 城 

東 松 島 の 牡 敵 . デジ タル ポイ ント キャ ン ペ ー ン を 開催 し ます 。 ス マー ト 

東 松 島 オン ライ ン フォ ン で 特設 サイ ト に 登録 (無料 ) する と 抽選 で 、 池 袋 


東 松 島 市 の お いし いも の が 揃う お 取り 寄せ サイ ト 。 
今 号 で 紹介 し た 阿部 晃 也 さん の 牡 も も ちろ ん 
あり ます 。 名 産品 の 海苔 や 鮮度 
抜群 の 鮮魚 セッ ト も お 薦め で す 。 
httpsy//store.shopping.yahoo 
cojp/higashimatsushima/ 


の アン テ ナ シ ョ ッ プ 「 宮 城 ふ る さと プラ ザ 」 で 使え る ク 
ー ボ ン や 仙台 和牛 な ど 宮城 県 の 特産 品 が 当たり ます 。 
また 、 同 じ 期 間 、 豊島 区 役所 4 階 に ある 「cafe ふ れ あい 」 
で は 宮城 県 産品 を 使っ た ラン チ が 味わえ ます 。 同 店 を ご 
利用 いた だ いた お 客 様 に は 、「 宮 城 ふ る さと プラ ザ 」 の 
クー ポン 券 (100 円 分 ) を お 渡し し ます 。 

※ キ ャ ン ベ ー ン は 予 
告 な く 変更 ・ 中 止 す 計 = ンー < うこ ん ド 
る 場合 が ご ざい ます 。 還 (の まな 2 の た で 光 胡 


天 讃 営業 中 !! "Ta4am 


2』28B(B 


ょ > 


気仙 沼 ぉ 魚 ぃ ちば 
気仙 沼 市 の 水産 品 加工 会 社 が 運営 する お 取り 寄 
せ サ イト 。 三陸 の 海 の 幸 の 品 揃え は さす が の ひと 
言 で す 。 特 に お 薦め し た い の が エレ ーーーーー 
「 気 仙 沼 メカ し ゃ ぶ セ ッ ト 」。 


氷 | 回 回 
産 庁 長 受賞 作品 で す 。 | 3 


https//osakana-ichiba.ne 口 
国 科 還 
上 HE 
今 計 埋 果 ji | 回 
伝統 野菜 の 普及 に 力 を 注ぐ 青果 店 「 今 庄 青 果 」 は 、 : キャンペ ー ン の 特 
電話 で 注文 を 受け 、 発 送 し て いま す 。 写 真 は 需 設 サイ ト は , 上 の 
を か ぶっ て 甘味 を 増す ちぢみ ゆき な 。 ス タッ フ が QR コー ド を 読み 取 


四 お いし い 食べ 方 の 相談 に も 乗っ て くれ ます 。 上 っ て くだ さい 。 


注文 の 電話 番号 022-227-9547 
Facebook https://www.facebook.com/ 
yasuhiro.shouj/ 


最高 ラン ク の 仙台 和牛 や 宮城 米 か ら 人 気 の 日 本 酒 、 ス イー 
ツ ま で 、 ま だ まだ お いし いも の が いっ ぱい 。 楽天 市 場 の 
宮城 県 WEB 物 産 展 で お うち 時 間 を 充実 させ て くだ さい 。 


「 宮 城 ふ る さと プラ ザ 」 は 、 宮 城 県 の 特産 品 を 揃え 、 観 光 情報 を 
発信 し て いま す 。 池 袋 駅 東口 か ら 徒歩 2 分 。 ぜ ひ お 越し くだ さい 。 
東京 都 豊島 区 東池袋 1-2-2 東 池 ビ ル 1・2 階 て 03-5956-3511 


な く な り 次 第 終了 で す 。 こ の 機会 に 宮城 の お いし 
い 食 を お 楽し みく だ さい 。 


@ お 問い 合わ せ / 宮 城 県 農政 部 食 産業 振興 課 プラ ンド 推進 草 て 022-211-2813 食材 王国 みや ぎ 
https://foodkingdom.pref.miyagijp/ ECOPTPTPPTY 


と 志 ご く 普 通 の ニッ ポン の 家庭 で も 


= 沼 田 美樹 


=- ぅ プン 


『 上 


と / 


リヨン 出身 


グリ 利 フ F ポコ ) 


「 ル グ ド ゥ ノム ・ ブ ショ ン ・ リ ヨネ 」 
オー ニシ ジ 正 ワ 

1973 年 生ま れ の 47 歳 。15 歳 か ら 料理 の 道 へ 。1998 年 に 
来 日 『 ル ・ コ ルド ン ・ ブ ルー」 で 講師 を 務め た 後 、「 ホ 
テル ソフ ィ テ ル 東 京 」 の オー プ ニ ン グ に あたっ て で 総 料理 
長 に 就任 。2007 年 、 自 ら の ルー ツ で ある リヨン へ の 敬意 
を 込め て 、 東 京 ・ 神 楽 坂 に レス トラ ン 「 ル グ ド ゥ ノム ・ 
プシ ョ ン ・ リ ヨネ 」 を 開店 。 リ ヨン の 食 文化 を 伝え る 。 
ーー 1 


撮影 = 安達 紗希 子 


「 な じみ の 料理 」 と し て 定着 し つつ ある 
フラ ンス の 煮込み 料理 、pot-au-feu。 
日 本 風 ポト フ は 、 冬 野菜 が ご ろ ご ろ 、 
ベー コン な ん か も 入れ て し まう けど 
ポト フ っ て 、 本 当 は どん な 料理 ? 

この ギモン 、 フ ラン ス 人 シェ フ た ち に 
直球 勝負 で ぶつ け て み ま し た ! 


フラ ンス の こと な ら 
よろ ず お 任せ ! 


大 森 由 紀子 


フラ ンス 菓子 ・ 料 理研 究 家 。 長 年 
フラ ンス 全土 を 巡り な が ら 、 伝 統 
菓子 、 卿 土 料理 の 歴史 や 背景 を 研 
究 す る 。 料 理 。 菓子 教 室 「 エ ー ト 
ル ・ パ ティ ス ・ キ ミイ ジー ヌ 」 主 宰 。 


「 ル . プ テイ ・ ト ノー」 オー ナー 


上 よこ 1987 年 に 初 来 日 、「 ラ ・ バ ー グ 」 


エン チー め て 帰国 。1990 年 に 再び 来 日 。 ロ イヤ ル 
パー ク ホ 夢 ル 「 パ ラッ ツィ オ 」 の シェ フ を 経て 、1998 
年 に 代官 山 に 「 ル ・ プ ティ ・ プ ドン 」 を オー プン 。 そ の 
後 、2001 年 に オー ナー シェ フ と し て 「 ル ・ プ ティ ・ ト 
ノー」 を 開店 。 現 在 は メニ ュー 開発 な ども 手がけ る 。 
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A PLUME 


輸入 食材 ディ レク ター 


1953 年 生ま れ の 67 歳 。13 歳 で 料理 人 と な り 、1976 年 に 
初 来 日 。1982 年 に ミッ テラ ン 大 統領 と 昭和 天皇 の 晩 装 
会 の 料理 を 担当 。 そ の 後 、「 プ ラッ スリ ー ベ ルナ ー ル 」 
「 ル ・ プ ティ ・ プ ドン 」 を 経て 、「 ル ・ コ ルド ン ・ ブ ルー」 
で 教鞭 を 執る 。 現 在 は 食 桂 の 輸入 を 手がけ る 「 フ レン チ 
F&B ジ ャ パン 」 の 食材 ディ レク タニ = を 務め る 
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ポコ さん が ポト フ を つく る と 聞 
いて 、 厨 房 に 集合 し た 3 シェ フ 。 
「 に ん じん と か ぶ は 、 カ ラー を 
使う の !?」「 骨 笠 の 処理 が きれ い 
だ ね え !」 と 賑やか 。 フ ラン ス 
の 家庭 で は 圧力 鋼 を 上 手 に 活用 
し て ポト フ を つく る そう 。 


銅 に 肉 を 戻す 。 下 煮 と 同様 、 骨 付き の 部 位 を 下 に し て 入れ 、 潮 
し た 煮汁 も 戻す 。 ク ロー プ を 刺 し た 玉ねぎ 、 ブ ー ケ ガル ニニ 、 塩 
(1 2 に 対し て 10g)、 黒 胡 枝 も 加え て 火 に か ける 。 ス ー プ の 表 
面 が 軽く 揺れ る 程度 の 火 加減 で 、 肉 が 柔らか く な る まで コト コ 
ト と 2 て 3 時 間 煮る 。 圧 力 鋼 が あれ ば 、 加 圧し て 煮る 。 


肉 が 柔らか く な っ て きた 
ら 、 じ ゃ が いも 、 に ん じ 
ん 、 か ぶ 、 ポ ロ ね ぎ を 入 
れ て 、 野 菜 に 火 が 通る ま 
で 層 火 で 30 て 40 分 、 ゆ 
っ くり 煮る 。 圧 力 鍋 の 場 
合 も 、 加 圧する と 野菜 が 
煮 く ずれ て し まう の で 、 
野菜 を 入れ て か ら は 加 圧 
せ ず に 煮る ほう が よい 。 


バラ 肉 な ど 骨 が 付い た も の を 下 に し て 、 
骨 共 以 外 の 肉 を 大 き な 鍋 に 入れ る 。 だ し 
を 十分 に 引き 出す た め 、 冷 水 を た っ ぷり 
入れ 、 強 め の 火 に か け て 沸騰 させ る 。 


肉 を 取り 出し 、 周 り いた アク を 洗う 。 
澄ん だ ブイ ヨン に する た め に 、 鍋 底 に こ 
びり 付い た アク も きれ い に 洗 う 。 


仕上 げに 、 ト マト と 骨 髄 を 入れ 、1015 
分 ほど 煮る 。 味 を みて 、 足 りな けれ ば 塩 を 
加え て 調え る 。 肉 、 野 菜 を 素材 ご と に 取り 
出し 、 食 べ や すい 大 き さ に 切る 。 別に ゆで 
て お いた キャ ベツ も 合わ せ て 器 に 盛る 。 温 
か い ス ー プ を た っ ぶり と か け 、 好 み で マス 
ター ド を 添え て 出す 。 


of で 9 
と マ e へ mw 避 
QtNJ テ 沈 き 9 同 。 


【 牛 肉 】 
テー ル ( 毛 尾 ) …400g 
骨 付き パラ 肉 …500g 
ほほ 肉 …400g 
すね 肉 … 2 本 ( 約 500g) 
ミス ジ …500g 
和牛 の 骨髄 … 5 一 6 個 ( 約 300g) 
玉ねぎ … 個 
じゃ が いも ( 煮 く ずれ し な い タ イプ ) 
… 4 個 
に ん じん … 4 本 
か ぶ … 4 個 
トマ ト … 1 個 
ポロ ね ぎ … 1 本 
ちり めん キャ ベツ … 1 個 
プー ケガ ル ニ (あれ ば ) … 1 東 
塩 、 黒 胡 板 ( 粒 )、 ク ロー ブ 
… 各 適量 


・ 骨 髄 は 、 中 身 が 出 な いよ うに 、 ス ライ 
ス し た に ん じん を 天地 に 当て て 、 た こ 
糸 で 縛る 。 

・ 玉 ね ぎ は 皮 を むい て 横 半分 に 切り 、 断 
面 を 焦がす 。 ス ー プ に 色 を つけ る た め 。 

・ じ ゃ が いも 、 に ん じん は 皮 を むく 。 か 
ぶ 、 ヘ タ を 取っ た トマ ト は 半分 に 切る 。 

・ キ ャ ベツ は 葉 が 開か な いよ うに 
で 縛 り 、 別 の 鍋 に 丸ごと 入れ 、 
り の 水 と 塩 適量 を 入れ て ゆで て お く 。 


ル グ ド ゥ ノム ・ プ ショ ン ・ リ ヨネ 
03-6426-1201 東京 都 新宿 区 神楽 坂 
4-3-7 邊 11:30 て 15:00 18:0023:00 


月 曜 第 1・3 火 曜 参 コ ー ス 昼 2950 円 
て 夜 6950 円 一 カー ド 可 (1 万 円 以上 ) 

40 席 禁煙 還 JR・ 東 京 メ トロ ほか 「 販 
田橋 駅 」 よ り 4 分 


※ 店 で は ポト フ を 提供 し て いま せん 。 062 


濃口 ご ま 油 の 香り と コク が お いし さ を 引 き 立て る 


プ ブロッコリ ー と 


サー モン の オイ ル 蒸 し 


純正 ご ま 油 濃 ロ 」 
ペッ ト ボ トル 400g。 
瓶 2008 も あり 。 


@ お 問い 合わ せ / か ど や 製油 株 式 会 社 www.kadoya.com 


生 鮭 2 切れ 、 ブロ ッ コ リー 
に く 1 片 、「 純 正 
ロ 」 大 さじ 2+ 
小さ じ 1、 水 !% カ ッ プ 、 塩 、 


1. フラ イ バ ン に 「 純 正 ご ま 油 濃口 」 大 
さじ 2 を ひき 、 半 割り に し て つぶ し た に 
ん に く を 切り 口 を 下 に し て 入れ 、 翌 火 に 
か け て 香り が 出る まで じっくり と 温め る 。 
2. 1 に 、 小 さく 切っ た ブロ ッ コ リー、 
水 を 入れ て フラ イ バ ン を 軽く 揺 す り 、 蓋 
を し て 騙 火 の まま 1 一 2 分 菩 す 。 

3. 2 の フラ イ バ ン の 底 一 面 に 水分 が 残 
っ て いる 状態 を 確認 し (足り な けれ ば 水 
適量 を 加え る )、 塩 、 胡 概 を 満遍なく 薄く 
ふっ た 生 鮭 を の せる 。 再び 蓋 を し て 、 さ 
ら に 火 の まま 2 一 3 分 蒸す 。 

4. 器 に 3 の 鮭 、 ブ ロッ コリ ー を 盛り つ 
け 、 仕 上 げに ! 純 正 ご ま 油 濃口 」 小さ じ 
1 を 回 し か ける 。 好み で 七味 唐辛子 (分 
量 外 ) を ふり か ける 。 


濃厚 な 香り と 味 で 料理 が 際立つ 
「 純 正 ご ま 油 濃口 」 
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| dancyu か ど や . 計 


一 < ( そ ヽ へ 


半 さ へ 020 1Y こ へ NN 


前 


で 寿 S 


ゞ ) サニー ニー S 並 州 (1 
沈 剛 S 演 漠 邊 き 着 AoietO 。YN 


oeQE 庄 せ ニ ー せ 上 ニー 
丈 「 品 落 彰 9( ! 国 有 」 


0 で 中 右 融 /(Y(YFweHSS こ 


理 
で 
ツ 
民 
に 
1 
ょ 


ー ぴ ば 行 メ ー ベ 叶 家 洪 


乏 衝 下 の 芝 六 m「 愛 吾 (7 品 衣 」 


教え る 人 = ニタ サザ ン 志 麻 さ ん 
フレ ンチ の 料理 人 と し て 15 年 の 経 
験 の 後 、^ 予 約 が と れ な い 伝 説 の 
家政 婦 " と し て 注目 され る 。「 フ ラン 
ス の 家庭 料理 は シン プル 。 素 材 の 
お いし さ を 感じ られ る し 、 忙 し い 人 で 
も 気楽 に つく りや すい で す よ 」。 


デザ イン まわ り と し ん 
撮影 一 牧田 健太 郎 


る の か ? 


為 え 


会 2 か く 」 


^ 公 む 3^ 坦 過 己 澤 路 公 将 で 
や 足 岩 さ っ や っ 帆 宙 で 記 ? 

「 拡 史 避 催 陸 的 い ン し っ ey 菩 

で い 刀 名 『 ロ イト 」 肖 Q 全 ンマ 


Ne 葉 記 人 Se GA ふ Y の 7 へ や 7 


泉 さ やせ ン っ で 」 

さ 人 ADG 蝶 玉 環 さ ロ 組 別 6G せ で 
を ちっ 公 " 隊 や つじ 吉 @ 革 し 急 公 や 
St 璧 己 要 や も te 公 半 誰 補 ? 手 泊 
忠明 語 棚 史 ね 泡 砂 入 NG Re 舞 


約 S 組 史 ね 共和 りつ GSc 「S 
Q8 恒 くじ まで の ひつ を きっ G 一 」 
っ の り けり リ レ 。 っ 7 爺 鎧 吾 下 一 

飲 角 和 れ せ ^ X エ キー3JJNG 半 や 
SG 握 いて へ 肖 弁 ローKG 宜 * 
札 民 G 避 北本 公 仙 団 度 似 作 ・ 臣 
医 計 痢 ふぐ)) 環 尽 つ や っ で 

林 二 全 m% し Ss 刀 せ 己 
丈 じ 夫 公 心 豚 要 的 屋 さ ヨ つ レ ば せら 如 
や 朗 准 寺 く % ン NO つっ 心 還 下 


吾 人 〇 政事 各 飲 鎧 所 雪 電 昌 * 
ロー さり パ さ の 地 G 骨 訪 杉 約 ぐ や 
QtSNeG 到 や 人 鐵 園 つ で "| 

場 史 せ "お マー 信書" 隊 人 で 
尋 急 尋 や せ 。 束 ロ ン っ トミ さ G 
エ 所 醒 つ きせ し 表 因 届 民 お て 天 ) 
ン ′ 持 国 概 東和 親 や や G や " 

所 G 虹 S6 束 明太 いじっ で 7 
いこ まく まく そく OEKEEE ば ドコ 
つっ 政明 めで さ ポ や パー 


佐々 木 香織 


文 = 


よね (6 りょう 


近影 = 
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065 


厚手 の 鋼 を 使う 


一 般 的 に 、 薄 手 の 鋼 よ り も 厚手 の 鍋 の ほ 
う が 熱 伝導 が 緩やか で 、 肉 に じん わり と 
火 が 入る 。 保温 性 や 鞭 熟 性 の 高い 鋳物 製 
や 多層 構造 の 鍋 な ら 、 よ り 煮 込み 向き だ 。 


落と し 蓋 を する 


落と し 蓋 の 利点 は 肉 の 表面 の 乾燥 を 防ぎ 
つつ 、 少 な い 水分 量 で 煮 込 め る こと 。 華 
を し て 煮込む と 肉 の 臭み が 鋼 に こも る が 、 
落と し 蓋 な ら そ の よう な 失敗 も な し 。 


た こ 糸 で 縛る 
肉 を た こ 和 糸 で 縛る の は 、 煮 汁 の 対流 に よ 
っ て 煮 て いる 間 に 肉 の 形 が 崩れ る の を 防 
ぐ た め 。 痢 込 む 前 に 肉 を 焼き つけ る 工程 
、 塊 肉 の 形 を 保つ 効果 が ある 。 


コト コト と 煮る 


煮込む と き の 火 加減 は 弱火 が 鉄則 。 落 と 
し 蓋 が わずか に 揺れ る 程度 が 目安 だ 。 強 
火 で 煮 立 た せる と 、 味 が し み 込む 前 に 肉 
の 組織 が 収縮 し て 硬く な っ て し まう 。 


款 込ん で くれ た の は 
関 岡 弘美 ん 


せき お か ・ ひ ろ み 旬 料 理研 
究 家 。 家 庭 料理 か ら 本 格 フ 
レン チ ま で 幅広 い レ シ ピ を 
雑誌 や テレ ビ な ど で 提 案 。 
和牛 すね の 赤ワイン 煮 は フラ 
ンス の 料理 学校 で 学び 、 試 
作 を 重ね た 思い 出 の 一 品 。 
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ーーーー ーー テキ ーーーー ーー テキ ーー ーー に ーー 


肉 の 硬 さ も 味 も 
劇 的 に 変化 し た ! 
肉 に ナイ フ を 入れ る と 、 
「 す っ 」 を いう ま より! ふわ っ 」 
と し た 感 懇 に 。 赤 身 の 織 維 
が ほぐれ る よう に な っ て き 
た 。 コ ラー ゲン も ゼラ チン 
化し て お いじ き が アッ プ ! 


クサ ッ 


ナイ フ で 触れ る と 
ほど ける ! 


IO5。. 


切ら ず と も 

ほど ける 肉質 ! 

フォ ー ク と ナイ フ で "切る 」 
と いう より や 、 肉 を 押さ え 
た だ け で 「 ほ どけ る 」 感覚 。 
煮汁 に と ろ み が つい て 、 内 
の 中 まで 味 が し み 込 ん で き 
て いる 。 あ と 一 息 だ ! 


ほろ つ 


る て か た 上 旨 ん 
な いく “ 味 の 
らく な さあ 言 
~ た る らぶ 葉 
1 め が に れ 通 
2 煮る り 
0 メ 赤 込 す ^ 
分 イ 身 め ね ほ 
が シ が ば ぼ ぽ 肉 る 
べ 料 モ 煮 へ リ 
ス 理 口 込 と と 
ト と モ む 変 柔 
だ し 口 ほ 且 ら 
5 過 机 を 補 
た 食 崩 柔 遂 く 
"べべ れ ら げ 


湊 諾 納 信 下 ら い ー 。 民 遂 


20。 


硬 さ よ 、 サ ラバ 。 

すね 肉 が 化け た ! 

コラ ー ゲ ン の ゼラ チン 化 が 
進み 、 赤 身 が ほろ っ と ほ ぐ 
れ た 。 肉 の 形 は 残っ て いる 
が 、 ス プー ン で すく える 和 柔 
ら か さ 。 口 中 に よう や く 赤 
ワイ ン 煮 の 味 が 広がっ た ! 


ッ 


ィ > 人 を 


し も 者 有 宇 
そそ 実 柔 で い 
う っ 験 ら 溶 る 
に け 開 か け 筋 
な も 始 く 
る な か 感 ゼ コ 
も いら じ ラ ラ 
* す 0 ま チ 
75 ね 分 す ン ゲ 
分 肉 煮 ~- 化 ン 
が に で お おま ご 
経 愛 も 関 る が か 
過 想 硬 岡 の 煮 
す を くさ で 込 
る つ ` ん 肉 む 
頃 か 味 " 質 こ 


り 際 必着 吉 古 悪 六 . 落 壮 S 詳 


ーーーー 


240. 


肉 料理 と し て は 

ちと 脆 す ぎる ? 

箸 で 触れ た だ け で 肉 が 月 圭 。 
塊 の まま 盛り つけ る の は 極 
め て 困難 だ 。「 ア シュ バル 
マン ティ エ な ど 、 別 の 料理 
に 活用 し た ほう が いい か 
も 」 と 関 岡 さん 


線 - 質 し 

維 肉 は か す 
。 は 人 硬 も 

が そい よ は ね 
縮 も * く ぎ 肉 
ん そ ガ 動 を と 
で も チ < 指 は 
硬 加 ガ 部 す ` 
く 熱 チ 位 “前 
な す に な 牛 後 
り る 人 硬 の の の 
まとい で 巨 足 
す 赤 " 体 の 
が 身 当 を ふ 
* 之 膨 岩 く 
す 筋 肉 え ら 


066 


時 間 
6 の 


| に 語 開 


と に か く 硬 い 、 
飲み 込め な い ! 
肉 に 火 が 通っ て いる も の の 、 
ゴム の よう に 便 ぐ @ 、 な か な 
か 飲み 込め な い 。 牛肉 らし 
い 味 を わ 者 か に 感じ る が 、 

赤身 が ボソ ボソ し で いて ロ 
の 中 に 残る の が 不愉快 


食べ た く な い 


直径 24om の 銅 を 2 個 用 意 し 、 レ シ ピ の 倍 量 を 煮 込 
ん だ 。15 分 ご と に 肉 塊 を 取り 出し 、 試 食 を 続け た 。 


3 


ガチ ガチ に 硬く て 

忠 に 詰まり そう 

古い タイ ヤ や ゴム ホー ス の 
よう な 硬 さ (食べ た こと な 
いけ ど )。 カナ 夕 、 本 当 に 
牛肉 ?」 ど 肉 に 詰問 し た く 
な っ た 』 パサ つき や モ ソ モ 
ソ し た 食 感 も 際立っ て いる 。 


ガ カテ と ち 
 】 1 7 
シッ Me 。 WW 


60. 


45 た -) Iin。 


少し だ け ソ フト に 。 
お いし さ は ゼロ 

少し 柔らか く な っ て きた よ 
うだ が 、 筋 (コラ ー ゲ ン ) は 
ゴリ ゴリ & ぬ る ぬる 、 赤 身 
は ボソ ボ ジ 。 口 の 中 に 肉 の 
不協和音 が 響く 赤ワイン 
煮 ら し い 味 は 皆無 。 


肉 に ナイ フ を 入れ た 瞬間 に 
「 お っ 」 と いう 声 が 。 赤身 
が だ いぶ 径 ら か く な っ て き 


た 。 し か し 、 筋 は まだ グミ 
の よう な 昌 ご た え で 、 頸 が 
鍛え られ そう な 硬 さ だ っ た 。 


赤身 は パサ パサ 、 だ が 
筋 に 透明 感 が ! 

肉 の 断面 を 観察 する と 、 筋 
に 透 明 感 が 男 で きた 。 ナ イ 
フ も すっ と 入っ た の で 、 期 
待 し て 食べ て みる も 赤身 が 
バ パサ パサ で いた 。 ま だ 人 
に 出せ る レベ ル で は な い 。 


和牛 すね の 赤ワイン 煮 


067 | 
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材料 (3~ こ 4 人 分 ) 


和牛 すね 肉 ( 玩 )…600g 
赤ワイン …500m2 
A | 玉ねぎ … 個 
に ん じん …% 本 
セロ リ … め 本 


マッ シュ ルー ム … 2 個 


タイ ム … 1 校 

塩 … 小 さじ 
サラ ダ 油 … 大 さじ 
バル サミ コ 酢 … 大 さじ 2 
グラ ニュ ー 糖 

… 大 さじ て 1 

小麦 穏 … 大 さじ 2 
イタ リア ン バ パセリ … 少 々 


つくり 方 

訓告 内 は 6 8 等 分 に 切り 、 た こ 和 糸 で 縛る 。A の に ん に く 
は 半分 に 切り 、 ほ か の 野菜 は 1 om 角 に 切る ()。 

名 フラ イ バ ン に サラ ダ 油 を 中 火 で 熱し 、 和 牛肉 の 表面 を し っ 
か り と 焼き つけ る (人 ⑲)。 小 麦 部 を 内 に まぶし 、 表 面 に か ら 
め な が ら 粉 っ ぼ さ が な く な る まで 、 軽 く 火 を 通す 。 

回 内 を 煮込み 用 の 鋼 に 移し 、 空 いた フラ イ バ ン で A を さっ 
と 炒め る 。 赤 ワイ ン 100m/ を 入れ て フラ イ バ ン を こそ げ て 、 
鋼 に 加え る (⑲)。 残り の ワイ ン も 鍋 に 加え て 中 火 に か ける 。 
水 1 24、B を 加え て 煮立て 、 ア ク が 出 た ら 丁 寧 に 取る 。 
可 バ ル サ ミ コ 酢 を 加え 、 キ ッ チ ン ペ ー バ ー で 落と し 蓋 を し 、 
軽く 煮 立 つ くら い の 火 加減 で 2 時 間 煮 る 。 途 中 で 水分 が 減 
っ て 仁 げ そう に な っ た ら 水 を 足す 。 

回 千 肉 を 取り 出し 、 た こ 糸 を 外す 。 鋼 の 中 身 を ザル で 湾 し 、 
煮汁 の み を 再び 中 火 に か け て と ろ み が つく まで 煮詰め る 
(⑳)。 味 を みて 酸味 が 強けれ ば 、 グ ラニ ュー 糖 で 味 を 調え 
る 。 肉 を 戻し て 軽く 温め 、 器 に 盛っ て パセリ を 飾る 。 


に 1 衣 開 


柔らか さも 味 も 

いい 感じ に ! 

見 た 目 に さほど 訟 化 は な い が 、 
脂身 が さら に と ろ け で き て 、 赤 
身 は 箸 で 押す と 切れ る くら い 和 柔 
ら か く な っ て きた 。 噛み し め る 
と 、 調 味 料 の 味 が 内 部 まで し み 
込ん で いて 、 成 長 を 感じ る 。 


さら 、 


ら y 愉 の 


き \ 


sf 計 帯 どー 多 み 


ドド 1 


2 条 Q て rr 叶 は きす . 潜 の 灯 み 石 


味 の し み 込 み 、 
柔らか さ 、 双 方 良し 

火 を 止め て 。 表 熟 を 取っ て 試食 。 
脂身 は トロ トロ 、 赤 身 は し っ と 
り & ジ ュー シー。 両方 の 魅力 が 
存 分 に 引き 出さ れ た 、 理想 形 の 
放 豚 が 出来 上 が っ た 。 肉 その も 
の の お いし さ が 生 き て いる 


ッ 
ぶ * う 


少 の シ ほ る か 
し 押 ぼ た と 
締 分 の 柔 だ こと 
ま が 倍 らし ろ 感 
っ 赤 の か ` も じ 
た 身 時 くす 大 る 
よ に 間 な ね き の 
う 浸 ま る 肉 い は 
選手 で お あと の " 
も し 煮 け 違 だ と 
感 て る で い " ろ 
度 ゆ を 本 民 
らき な 長 た 
れ 調 く < く 脂 
た 身 味 ` 煮 に 
"が 料 レ る よ 


ざ 兆 選 弄 張 ③ー ロ 骨 。 古 郷 環 せ で 


聞 扇 生 需 司 rr さ 


ペペ 。 へ と AM 計 へ べき ざ 洲 石 


信 半 聞 


本 除 の 旨味 を た っ ぷり 含 


章 ん だ 甘辛 い 煮汁 は 、 
さ ず 活用 ! 


20. 


硬 さ は 変わ ら ず 。 

味 は 濃く な っ た 

長 時 間 煮込み 、。 肉 に 塩分 が 入っ 
た か ら だ ろう か 、 赤身 が や や 締 
まっ た 印 象 だ が 二 脂 身 は か な り 
溶け て 濃厚 さ が 増し で いた 。 ラ 
ー メ ン に の っ て いる チャ ーシュ 
ー の よう な 味わい に 。 


さき 


KO 
se は 嘩 基 
か 4 ゅ 


に 】 


へ 選 き 部 語 征 可 S 地 半 ハ ー 
ロ 。 陸 器 9 下 廿 可 は さ 放 葵 石 


き 区 AS 。 購 天 吉 きめ へ り 回 ゆ 
構 ③ 肖 ぐー ロ 


党 ざ 忠輝 ど 六 りす 許 。 さ SH ボ CtOt 
光 S 詳 て 羽 答 紅 五 OK 隊 下 


きら SA 毅 瑞 へ き ぶ 洲 


余 


味 玉 の 漬 
け 汁 や 炒飯 の 味つけ に 。 


馴 


> 利 r ツ ー ロ 


068 


豚 詠 ロー ス の 煮 豚 


069 


⑳) | 0 


肉 の 中 心 が 生 。 

押す と 血 の 色 の 汁 が 

取り 出し た 途 端 に 断面 か ら ピ ン 
ク 色 の 肉 注 が し た た だり 、 焼 きつ 
けた 表面 以外 ほ 。 ま だ 生 の 状態 。 
火 の 通っ て いる 外側 の 部 分 を 食 
べ て みた が 、 硬く で パサ つい て 
お り 、 ケ モノ 臭 さ が 鼻 に つく 。 


で に ゃ あ 
ジッポ 


5 の 
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サラ ダ 油 … 小 さじ 1 
白髪 ね ぎ 、 貝 割れ 菜 
… 各 適量 


肩 ロー ス の 塊 肉 を 2 個 用 意 し 、 ゆ で 始め か ら 煮 終 
わり まで 10 分 置き に 幅 2m 程 度 に 切っ て 試食 。 


20. 


生 っ ぽ さ は 残る も 
臭み は 消え た 

肉 の 中 心 部 は まだ 半生 だ が 、 血 
の 色 を し た 汗 は 出 な ぐ @ な っ た 。 
パサ つき は ある も の の 、 肉 質 は 
少し 柔らか く な っ た よう だ 。 さ 
っ き 感じ た ケモ ノ 真 は 、 香 味 野 
菜 の 効果 で 消え た ! 


イッ ふか っ 
プル ン 


材料 (つく りや すら い 分量 ) つく り 方 

胡 肩 ロー ス 肉 ( 塊 ) …400g 

生姜 (薄切り )… 34 枚 
る 7 長 ね ぎ ( 青 い 部 分 ) … 1 本 分 


③ さ 0 9 休 


肉 に 火 が 通り 、 

旨味 を 感じ る よう に 

肉 全体 に 火 が 入り 、 生 っ ほ さ が 
な く な っ た 証 鹿 身 が 溶け て き て 
赤身 の バ サ つ き が 激減 し 、 肩 ロ 
ー ス の 旨味 が 顔 を 靖 か せる 。 味 
つけ 前 だ が 、 お いじ < 煮え る 予 
感 し か し な い ! 


回 豚 内 は 調理 する 30 分 1 時 間 前 に 冷蔵 庫 か ら 
出し て お き 、 
回 フラ イ バ ン に サラ ダ 油 を 強め の 中 火 で 熱し 、1 
の 豚肉 の 表面 に 焼き 色 を つけ る (人 )。 鋼 
か ぶる くら い の 水 ( 約 600m の )、 生 姜 、 ね ぎ 、 酒 大 
さじ 2 を 入れ て 中 火 に か ける (⑲)。 煮立っ た ら 
絞 火 に し 、 キ ッ チ ン ペ ベー バー で 落と し 養 を し て 30 
分 ほ と 煮る 。 

回 ね ぎ と 生姜 を 取り 出し 、 番 油 、 酒 大 さじ 2、 砂 
差 、 味 酢 を 加え る (⑮)。 中 火 
返し な が ら 、30-40 分 煮る 。 火 を 止め 、 粗 熱 が 


こ 和 糸 で 縛っ て 形 を 整え る 。 


取れ る まで 煮汁 の 中 で 休ま せる 。 


回 時 肉 を 取り 出し て た こ 糸 を 外し 、 食 べ や すい 厚 
さ に 切る (@)。 器 に 盛っ て 煮汁 を か け 、 白 髪 ね ぎ 、 


具 割 れ 菜 を あし ら う 。 


移し 、 


て 、 時 々 肉 を 


40.. 
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味 は まだ 薄い 
調味 料 を 加え て か ら 10 分 が 経 
過 、 赤 身 は さめ に 柔らか く な っ 
て きた 。 甘 率い 匂い を まとっ て 
は いる も の の 、 食 べ る と 、 味 は 
中 まで 入っ で な い 様子 。 ま だ 
まだ 伸び し ろ は あり そう ! 
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用 意 し て いま す 」。 中 温か な 光 の シャ ン デ リア が 灯る テー プル 席 。 ほ か に 個室 も ある 。 


右 /DRC や ヴィ ン テ ー ジ ボル ドー の グラ ン ヴ ァ ン が 並ぶ 、 天 井 ま で ある ワイ ン セ ラー。 


左 / 支 配 人 の 野坂 裕彦 さん 。 


料理 も 


-shopping-park.com/urban/mitsuitower/ 
る 場合 が あり ます 。 


な 


https:/mitsui 


また 、 営 業 時 間 な ど が 変更 


メト ロ 「 三 越前 駅 」 より 徒歩 2 分 、JR 「 新 日本 橋 駅 」 よ り 徒 歩 3 分 。 


向け た 、 さ ま ざ ま な 取り 組み を 実施 し て いま す 。 
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難 昌 葉 区 天 丈 か 
必 こ て NN ek 生き 


ー%rctie き へ さ へ て て を 
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けし 
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e 変人 
じ 焦 わ げ う 
ゃ げ る は 
な つっ ん 卓 ィ 
だ 敗 か を 
ま 
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材料 人 分 


大 根 ( 厚 さ 2 cm の 半月 切り ) … ぬ 本 (350g) 

肛 ス ペア リプ … 4 6 本 (400g) 

塩 … 小 さじ 

胡 帳 … 少 々 

胡麻 油 … 大 さじ 1 

A | 韓国 粉 唐辛子 ( 粗 挽き )… 大 さじ 1 
に ん に く (半分 に 切る )… 3 片 
酒 、 味 朴 … 各 大 さじ 2 

味噌 … 大 さじ 2 


1 豚 ス ペア リブ は 、 包 丁 の 刃先 で 数 カ所 刺 
す 。 塩 、 胡 机 を ふる 。 


2 フラ イ バ ン に 胡麻 油 を ひい て 中 火 に か け 、 
1 と 大 根 を 並べ て 、 こ ん が りす る まで 2 
分 30 秒 ほど 、 動 か さ ず に 焼き つけ る 。 
返し て も う 一 方 の 面 も 同様 に 焼く 。 余 分 
な 脂 は キッ チン ペー パー で 拭き 取る 。 

3 A と 水 500m2 を 加え 、 煮 立っ た ら 味 噌 を 
溶き 、 蓋 を し て め の 中 火 で 20 分 ほど 
煮込む 。 大 根 と スペ アリ プ ブ が 柔らか く な 
れ ば 出来 上 が り 。 


ー*S 柏 
wSoww 重 張 ぶ きら 叶 
の cw 本 区 
て さ キ へ 旬 

一 さき 


れい NT 
awNNNN 
こん 2 う 


半 隊 口 婦 と て NN 
へ 史 員 桂 交 ドー こさ 用 


あ 
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でき 革 呈 前 遇 せ 
閥 填 史 画 翌 立 さ (7 


カリ フラ ワー( 小 房 に 分 ける ) 

… 大 個 (200g) 
玉ねぎ (薄切り ) … 個 (100g) 
鶏 も も 肉 (4 等 分 に 切る )… 小 2 枚 (400g) 
生 ク リー ム ( 乳 脂肪 分 47%) …200m9 
ミッ クス ナッ ツ ( 粗 く 刻 む ) …30g 
ロー リエ … 1 枚 
塩 、 胡 概 … 各 少々 
薄力粉 … 適 量 
パタ ー… 大 さじ 2 
白 ワ イン … 大 さじ 3 
醤油 … 小 さじ 2 


鶏肉 は 塩 、 胡 板 を ふり 、 薄 力 粉 を 満 週 な 
くま ぶす 。 


フラ イ バ パン に バタ ー を 入れ て 中 火 に か け 、 
を 皮 目 を 下 に し て 並べ て 、 2 分 ほど 動 
か さ ず に 焼き つけ る 。 返し て も う 一 方 の 
面 も 同様 に 焼く 。 肉 を 端 に 寄せ て 、 空 い 
た と ころ で 玉ねぎ を し ん な りす る まで 2 
分 ほど 炒め 、 カ リフ ラ ワ ー を 加え る 。 


鶏肉 に 白 ワ イン を 回 し か け 、 水 200m と 
ロー リエ を 加え る 。 煮立っ た ら ア ク を す 
くっ て 惨め の 中 火 に し 、 蓋 を し て 10 分 
ほど 煮 込む 。 

生 ク リー ム を 加え て 強火 に し 、 煮 立た せ 
て と ろ み を つけ る 。 仕 上 げに 醤油 を 加え 
て 調味 し 、 ミ ックス ナッ ツ を 加え る 。 好 
み で ご 飯 を 添え て も 。 


鶏 
も 
も 
肉 
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| 
ム 』 
込 
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記 
を 1 も 煮 
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骨 付 き 鶏 も も 肉 の ぶつ 切り 
… 2 本 分 (500g) 
| カレ ー 粉 、 薄 力 粉 … 各 大 さじ 1 

ご ぼう ( 長 さ 2 cm に 切り 、 水 に 5 分 さら す ) 


… 必 本 (60g) 
玉ねぎ (薄切り )… 六 個 (100g) 
に ん に く (潰す )… 1 片 
ミッ クス オリ ー プ …10 個 
塩 … 小 さじ 
胡 概 … 少 々 
オリ ー プ オイ ル 、 ナ ンプ ラー… 各 小さ じ 2 
自 ワ イン …50me 
レモ ン … 個 


香菜 (ざく 切り )… 1 株 


鶏肉 は 塩 、 胡 概 を ふり 、A を 混ぜ て 満 寅 
な くま ぶす 。 


フラ イ バ ン に オリ ー プ オイ ル を ひき 、 に 
ん に く を 入れ て 弱火 に か ける 。 香り が 出 
た ら 1 を 並べ て 中 火 に し 、 転 が し な が ら 
2 分 ほど 焼き つけ る 。 余 分 な 脂 は キッ チ 
ン ペ ー パ ー で 拭き 取る 。 


鶏肉 を 端 に 寄せ 、 空 いた と ころ で 玉ねぎ 
と ご ぼう を 1 分 30 秒 ほど 炒め る 。 和 鶏肉 
に 白 ワ イン を 回 し か け 、 水 400m2、 オ リ 
ー プ を 加え て 強火 に する 。 煮 立っ た ら ア 
ク を すく っ て 弱め の 中 火 に し 、20 分 ほ 
ど 煮 込む 。 

ナン プラ ー で 調味 し 、 レ モン を 探る 。 器 
に 盛り 、 香 菜 を 添え る 


さす 漁 導 玩 S ヾ wm ヾ 


) 


が さき 煮 焼 ミ 
講 ん られ 込 き | 
め | で は ん 固 ト 
る ン は フ で め ボ 
と を で ラ いて 1 
に す イ % を 2 

\ ね パパ 
で 『 ン : 


コロ ぁ デ 長 
ト 生 ミ 時 
当 0 ス 込 
る 1 だ 
『 えー 


ー 


…EANS3 へ NN 


… 宙 お の びき 


材料 (2 一 3 人 分 . 
合 挽き 肉 …300g 
A | 玉ねぎ (みじん 切り ) …% 個 (50g) 
卵 … 1 個 
バン 粉 … カ ッ プ 
塩 … 小 さじ % 
胡 概 … 少 々 
玉ねぎ (薄切り ) … 個 (50g) 
マッ シュ ルー ム ( 縦 半分 に 切る ) … 6 個 
赤ワイン …200me 
B | トマ ト 水 煮 缶 (ダイ ス ) … 1 缶 (400g) 
プル ー ン ( 種 抜き )… 8 一 10 個 
オリ ー プ オイ ル 、 中 濃 ソ ー ス 、 バ ター 
… 各 大 さじ 1 


っ (9 方 
1 ボウ ル に 挽き 肉 と A を 入れ て よく 練り 混 
ぜ 、10 等 分 し て 丸め る 。 フ ライ バン に 
オリ ー プ オイ ル を ひい て 中 火 に か け 、 転 
が し な が ら 3 一 4 分 焼く 。 


2 ミー ト ボ ー ル を 端 に 寄せ 、 空 いた と ころ 
で 玉ねぎ を し ん な りす る まで 2 分 ほど 炒 
め る 。 ミ ー ト ボー ル に 赤ワイン を 回 し か 
け 、 強 火 に し て 煮立て る 。 


3 B と 水 300m2 を 加え 、 煮 立っ た ら マ ッ シ 
ュ ル ー ム を 加え る 。 弱 め の 中 火 で 10 分 
ほど 煮 た ら ブ ルー ン を 粗く 潰し 、 と ろ み 
が つい て きた ら 中 濃 ソ ー ス と バタ ー を 加 
えて 調味 する 。 好 み で 、 電 子 レ ンジ で 加 
熱し た じゃ が いも を 漬 し て 添え る 。 
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N 必 で く へ 粗 別 尿 
嘱 環 一 い 一 


答 


Cs 科 人 で で WW さ p ッ スー 和 TA へ て - 
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doncyu 


長年 愛用 し て いた ル ・ ク ルー ゼ が 壊れ 、 夫 の リク エス ト 
で 購入 し た ラ で す 。 蓋 が 重く て 密閉 性 が 高い 
の で 、 よ り 無 水 っ ぼく つく れ ま す 。 木 騙 は 、 バ リ の マル 
シェ で 見 つ [ の 。 煮込ん た 炒め た り と 大 活躍 
も っ と 色白 だ っ た ん で す が 、 い い 色 に 育ち まし た ( 笑 )。 


2 


[neoko 畑 ] 


4 問 高 Ns 


EGG の QAN ニ | 


ン 電 
(@ 
>、、 


Mt 
DON 


| の テ ジ ク ッ パ ( 豚 骨 スー プ ) の 仕込 
せな い の が 。 
肛 邊 と 野菜 を 6 時 間 か け て 煮込む ん で 
が 、 厚 手 の ア ルミ 製 で 熱効率 が と て 
も よく 、 安 定 し て 濃厚 な スー プ が と れ 
ます 。 た っ ぷり で きた スー プ を 小分け 
する レー ドル も 、 特 大 サイ ズ で す よ 


|-。 フ ラ イノ マ > 
志 究 理 提 8 も 
で きち ゃ う ! 


料理 研究 家 
堤 人 美 さん EZ 


E を 2 個 持ち ! 煮る 
の も 焼く の も 蒸す の も 、 こ れ 一 つ 。 平たい 面 が 広 

材 を 焼き つけ や すく 、 厚 重い けど 保温 性 も 高い 。 フ 
ライ パン は 消耗 品 だ か ら 、 気 張ら ず 普 通 に 買え る も の が 
いい で す 。 中 の 様子 を 確認 で きる ガラ ス 蓋 も マス ト ! 


| 本 か ら の 


プレ ゼン ト ( 笑 ) 


「 ズ ッ ペ リア オス テリ ア 
に の ルリ アーク 


堀川 亮 さ ん EZ3 
誕生 日 に プレ ゼン ト さ れ た 


が いい か ら 、 僕 へ の プレ ゼン ト と 
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いい ん で す 
料理 研究 家 
関 賠 弘 美 ょ ん 皿 Y 


"FIOCCHI” っ て 店 名 まで 入っ て いる ん で す 。 使い 勝手 


り 自 分 用 に も 購入 し て いま し た 。 煮込み に 最適 で す よ 。 


今回 の 特集 に 
ご 登場 いた だ いた 方 々 の 
愛用 する お 鍋 を 覗き 込み ! 
お 気に入り ポイ ント を 
語っ て も らい まし た 。 


北 
肝 も ちり 

】 だ 和 

だ つ 

ゃ ー DS 

に の と 

| 妥 」 


うち の は 

こと し て 蓋 を 割っ ちゃ 
くそ の まま 使っ て た ら 、 
得意 な 常連 さん が 直し て くれ た の 。 す 
こ ニー レ し 開け て 覗け る か ら 、 か えっ て こ 
っ ちの ほう が いい 、 な ん て 


文 = 本 庄 彩 ( 挫 きん)、 編 集 部 撮影 = エレ ファ ント ・ タ メ 、 鈴木 泰介 、 日置 武 晴 、 邑 口 京 一 郎 、 よね (6 りょう 


080. 


SR PS 


。 
党 
『 


きく 潤 人 還 せ 人 で 
罰 46 2 <to GS で 」 


語 否 せ " 
応 末 や や 生 る で 舞 玖 選 
ド 員 朋 只 つて 


し 4 
に 
G 


補 
に 


に 筐 G 旬 し ぐ 衣 3 
局 和 で 缶 人 鶏 弓 つ 民 宮 世 


注 誰 咽 令 級 yewo 還 公記 記さ つ で 避 
余 球 っ wS 1 皿 Py の 騙 合 宮 人 状 


い 是 連合 「 谷 や で を で 9 り g」G 中 足守 


憧 に せ 札 前 倍 和 に oo で ー つ 
態 必 員 つ G 季 の" 人 計 G る 等 揚 倫 n 
G 聞 和 SAA 一 穫 選 ひで 弧 で ど 


年 光 肖 館 や 具 ぐ 社 選 装い 宮 剤 S 聞 肖 


殆 1 0 ぐ 26/ 飲 や で 


) く も は 


ポ 守 人 @ 個 中 の で の 求職 1 くい 画 や 吉 人 
必 つ の 光史 農 還 殖 更 |" 角 画 時 モ や 
や で 敵 人 6 設 記 手 承 "ペーパ 公 宮 式 
感 8 の 央 ぐ 合っ 壮 やり "で る 
で SNS RA イー ミホ ーK 和 を 牝 


つ 導 避 つ っ お 銘 人 で っ 結っ SvQ” 炊 


S 提 営 届 午 "つま りら さっ の 堂 で っ 悩 ど 


1 時 りつ 下 や G 久 合 天 公記 SO” の 


愉 つ で 6 堂 倒 肝 丈 や SS 


2 人 8 や SG 懲 槍 の つり” 選 失 %% で 
そい ルミ 4 こ ル < 交え o こじ さ こも 
祥 つ 人 8 介 や GS 奄 ” 出 唄 表 近 全 
Q@G 伺 ” 吉 還 2G 1 器 天 つつ 


つら 5 ぃ 0" 定 共 人 枚 杖 破 貴 直交 G 避 


S 据 洗 つ ” 選 江 悪 @ 硫 環 呈 を 鑑 直 思 坪 " 


埋 球 つ 紛 S 評 咽 る や 届く や 貿 呈 
所 計 ご SG 嘱 寄 " 弁 后 人 せ め 
攻守 @ 半 中味 こく = 画 全 
呈 
ョ 


ここ キキ ー ド < と 9 


思 思 2 悪人 で で 品 居 和 め 要 いり 500" 


ぶ の は 、 2 台 の 四角 い お で ん 鋼 。 地 


コ の 字 の カウ ンタ ー の 中 央 に さき 


\ な お で ん が 日 々 生み 出さ れ て いる 。 


ある 小さ な 空間 で 、 滋 味 豊 


下 k 
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「 訟 束 つ り だ か 所 っ 祥 」 つ の つろ の 尿 民 
時 宮 品 中 忌 只 呈 ぐつ や や が 
思 坪 革 S 選 ” つ 会 op | 写 胃 皇 % 生 " 
培っ 王 ロ OS や 史 で や わり で りら で っ つ m 肖 和 
宮 ヨ wo" 中 党 評 合 全量 完全 で 
や 沈め つ で 会 記 才 皇 
QS 和 反り GR 疾 補 の っ 

実 完 補 つつ 上 富 ve GS 旨 つ 呈 導 
堪 祝 や" 尊 守 めく で SS 2 で の 近 選 補 
りり ep 人 SN 凡人 ) 末 補 部 中公 中 
ン 押 さや ゃ 党 SKINAK 反 豆 本 
過 つ 叶う 也 PyOwwnI 

に に = に に だ ルコ ) 
Q 仙 や で りり K 全 や 守っ 素 宮 多 正直 選 
紀 容 G ポ っ っ G 晃 や 表 G 全 給 
誠人 私 2 お 人 B 光 や 6 算 め 52 の 
全 さ に 合 り 生 voT op で 補っ 守っ 候補 
先 り 尽 谷 完全 で 全 完 口 箱 お の 移 半 る 
砲 引 " 輝 ゃ つき 0 を や ン SQ 
に た さく の: の CS 放り 


O 
ご と 持ち 上 げ て だ し を 搾り 切る 。 


た て の 薄 削 り を 買っ て いる 。 鍋 に 布巾 を か け 、 鯉 節 を 入れ て お く 。 


だ し は お で ん の 命 


明 節 は 香り が 強く コク も ある 荒 節 を 選択 豊洲 の 「 和 田 久 」 で 削り 
沸き た て の 熱湯 を 鯉 節 に 注い で 旨味 を 引き 出す 。 煮 出 さ な い の は 澄 


ん だ だ し を ひく た め 。 布巾 


WO 舞い 皇 生 " 療 味 咽 号 G 志 角 
き 。 生 い 堂 @ 短 所 め つり ら @" 引 仙 矢 つつ 
82 っ っ 妃 

前 て 時 SKNAK 守 や 全 相 得 庄 枚 の 
9 や : nm 人 や で 2 明 つ 人 記 眼 守 
りら SS 

ポコ KO 

* り り ご 5 

: 各 コ PF 者 し we 

相 陸 っ . 玉 滞 S る 

きま る 

ド きき 來 G 

S 明 まさ 

っ 証 謀 夏 つき 

包 導 人 SG 

志 民 思 禁 te 

田 所 画 和 や 

に 入っ 3 玩 還 記 

ビン 9 に 

弄 で 24 や 遂 刀 

) せ で 穫 Mm 。 

に 表 つづ も し ぎ 

葉 己 に 全く 】 っ 避 

を 分 


1 民 ′ 把 押 引 信 や で 凍 @ 届 汐 計 写 
提 ロ G 寺 知人 りり 2" 赴 戦 史記 
下り 中居 つ ′ 了 K 層 人 入 S さ ンー 潮 8 
所 央 GS 生 で の 0 飲 掴 中 0 で 介 虹 打つ 
P2 ぃ 9" 拓也 や 超 て 丸和 で oO 加 
凡 協 つ "「「 の 尽 移 つね 2 っ 」 つ の 仔 2 皇 つ 
お 人 掴 市 めで 反応 「「 や っ po Q ン 
いり 計 お cn と っ 全 完 と の" 足 回 編 定 
つ 色 全 代 SS 2 と や ら る 」 つ 字 丸 っ 生 
Q 8 会 < の つ 谷 わっ 括 條 史 弦 合 守 
本 紅 、 や ンー 久 で の" 党 窯 殆 和 羽 敵 


届 史 だ っ つの 詠 る やつ ろく ミ ーー ホー? 


ん の だ し を 使っ た ほん の り 甘 じ ょ っ ぱい 汁 に 漬け て 下味 を つけ る 。 
に な る よう 串 を 打つ 。 モ ロ 
ッ コ な ど 外 国産 の 色 の 薄い ゆで ダコ の ほう が 柔らか く 煮 える 。 


半熟 卵 は 人 気 の 一 品 。 タ イマ ー で し っ か り 計り な が ら 半 熟 に 。 お で 


タコ は 2cm ほ ど に 切っ て 、 一 番 下 が 足 先 〔 


人 全 0 で つう | 思 己 に" 
で つの 提 この ツン 等 選 % の 奈 


11 谷 所 宰 つ ね G 人 避 呈 湯 " 味 拒 6 
や 選 恋 つ 「「 提 分 信 や ぐつ の 淫 守 つ 
お 」 つ 加 絶 信人 る つり 中 ぐ 2 入間 哲 史 
で せつ で ツー で 計 中 押 G 相 汰 部 守 " 
計 昌 WS 陣 ツ ゆ つ いり 代わ ぐ G 迷 の 
人 さこ で や どく こま 

や 人 ” | 押下 多 忌 全 " w 選 完 介 や で 
つ @$ 2 て へ KA 公 で 王 引 
2 宮 調 ANN や 広 外 G 判 映 史 紅 
的 2 丸 家 人 や で 久 や ら 押 2 お 6 
「 宮 祥 作 宮 守る の っ 介 や で 咽 公 吉 つ 2」 
つっ 長く 6 他 持 生か 全社 で 7 
「 缶 や で 咽 祥 < や m 選 り わき で つ 人 SO 
全 守 人 SB S で や や" や po <d 祭 紛 
) つ を 号 革 型 税 衝 の キ へ 泉 守 
放 の 妥 和 中 2" 介 地 0 で G 礼 政 
で" 計 区 史 訪 ぐ つ つい る つ 


こと き の 口 当たり が 違う 。 


だ 


た 大 根 は 湯 が ボコ ポコ 沸く ぐら い の 火 加減 で ゆで る と 、 繊 
維 が 壊れ て 味 が し みや すく な る 。 冷水 で 粗 熟 を 取っ た ら 並 べ て 待機 。 


手間 を か け て 、 お で ん 種 を 輝 か せ る 。 
| 


ら か い 部 分 だ け を 使う の が 鉄則 。 痢 込ん 


4 W に 


大 根 は 太い も の を 買い 、 一 日 5 本 分 を 仕込 む 。 分 厚く 皮 を むき 、 和 柔 


面取り し 


に 
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8 じ で せ " ov 塵 で 他 で ン で つ お こく" 


> つつ て 

抽 で 。G 

志 り OM 

ポ 2 

ロ 了 め 

に を : 呈 ] 

まっ まさ 
雷 せ で く ,。 。 
回 で ンマ や 
全 堪 本 つ れ 
じ きつ 
人 る PE 

宮 

物 WS8SkS 
60 AS 
0 S 全 W 徹 
で 代 つ 8 公 
AS 回ら ふさ 
e、 中 さ ざ 1 
宙 個 長 さく CX 


つみ れ 


填 皿 理 き 
ママン 。 せ 
も セン 尽 
圭 を 2 。 
建て くじ 臣 
あせ 生 : 
に 党 EE 
や 浴 ww つや 
喚 で タ も 
華 つ は せ v 
PCG 
6 人 る h ト SS 
SF 自 」 吉 
ww しぶ 
で きゃ Av 
%1G 
刀 題 民 栓 
DC し せめ 
世 や で で し ミ 


この 


に 佐藤 さん が 仕込 
よっ て いろ いろ 使い 、 
て か ら 、 味 噌 や 大 和 


ふわ ふわ の つみ れ は 定休 日 

む 。 青魚 は 時 季 に 

日 は 秋 。 包 丁 で よく 叩い 

芋 な ど を 加え て 泡立て 器 で 混ぜ る の が ポイ ン 
ト だ 。 柚 子 の 香り が アク セン ト と な っ て いる 。 


各 Q 僅 OPTS 党 合 秋 で や や 」 

1 Q 中 史 長 つの 旭 肖 品 介 2 つ ン 完 
で wwG 四 うう) 入 利多 を つい 避 時 " 
人 で 豆 合っ 選 人 や りか だ 6 や 代 Q* 


に Yet が 7 で こい 」 
1 長 1 4SRS つ OS 


w で 守 衣 乱 陣 ご mnQH 中 史 交 る 擬 
製 角 羽 < 馬 操 の 並 下 握 G 虹 上 
半 絡 めで 8 人 8 や で 一 ロペ く で お "の 
りや 千 く も QS8′ 表 宮 款 ペ ンー で 
%′ Ah 団 振 GSwug' 人 SOS 綱 人 多加 
並 親 団 公 球 が で や 会 < で" 湯 科 上 揚 りら 
いく で ′ 写っ 家 祝 占 無 准 で や っ て" 
回 明 を 動 吾 や 人 選 中 8 で て で 全 避 虫 
Nas 絆 な 間 で や 8 守 で つい 忠一 
幼 G 党 払 届 了 つ mm いや で や 5” AG 
習 則 呈 く で Q 全 の 出世 や 層 居 生 Q 半 
失 % で 8 ポー KーNG 芝 時 G em" 

午 科 会 温 2 史 お 殖 有り" 補 つ っ 設 
や つり 2 て" り 選 の 介 や SG 回 散 掌 宙 " 
い 計 で 穫 く で 5 親 振 @M 肖 全 人 補 つ せ 
仙 き ペン コバ 全 ロ S さ P2ー 

半 維 で で 87 央 つつ @ 沈 ポー 
ペーS 選 aso や 投信 Men 人 ! 
「T 下 発 や で 守 補 つ 品 On 
愚 本 いふ ぬ ふ つり 2 で の や 」 

つや 叶 @ さ 完結 や 癌 vn” 尽 り 症 戦 
@ 避 つ や - ゃ ” 軍 つ ご 昌信 り 肖 で で 
SG 店 a6S い o 党 公団 七 凌い 祥 人 " 
や で 人 5 趣 @ エ や 光 Q ン | 1 補 1 
GS 粗 汐 避 要 悦 入 RSST 
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上 
区 
わ 
回 
四 
回 
所 

慌 
四 


っ と 冬  ) 
まき 43 き | 素 意 多 お 鐘 zg を 腕 お 
ます 外 右 で で 5 す で や | 
き ssi を を | だ な 様々 ん 人 を を 雇 に 若い 
こ な に を 味 に 登 い 和え や 
が 族 語 了 あ は 教 ぉ が な 場 熱 
いん 1 る 定 な も 性 えい 決っ 回 々 
銅 で ズ お 番 の て し また 数 の 
の い ` で も 定 有 の も くら 5 ら り が お 
中 る 燕 ん い で っ すす 居 の 政 で 
が ? し 種 い 番 っ る か ぇ ん 
活 新 玉 * け そ だ に 
気 メ ね お れ ェ プ MS ゃ 和 3 H 
ブン ぎ そ と で か た が に 
に 旬 を を 寺 を 4 の 
と の げに こ な De 
請 加 餅 8 に に 1 
け 入 と nm 加 
含 で いこ え 
床 つ で た 
だ も た は い ん ヽ : 
5 
揚げ 角 


餅 巾 着 に 代わ る 新 定番 。 揚 げた 角 餅 の 香 
ば し さと だ し の 風味 が マッ チ 。 煮 くず れ 
や すい の で 、 さ っ と 煮 れ ば 0K。 店 で は 
早く 火 が 通る 「 サ トウ の 切り 餅 」 を 使用 。 


カマ ン ベ ペー ル チ ー ズ 

と ろ て り ま ろ や か な チー ズ を だ し で 味 わ 
う 新 向 。 な ぜ 今 まで 入れ な か っ た の か 
と 後悔 する ほど 。 濃厚 な 外国 産 より も 、 _ ~ 
クセ が な く て マイ ルド な 国産 品 が 合う 。 玉ねぎ 


だ し の 中 か ら ほど け 出 す 玉ねぎ の 甘味 に 
周 然 。 皮 を むき ラッ プ を か け て 電子 レン 
ジ で 加熱 する だ け と 簡単 だ 。 加 熱 時 間 は 小松 菜 
4 個 で 16 分 (600W) が 目安 。 


あり そう で な か っ た 青葉 の お で ん 。 小松 
菜 な ら 下 ゆで 不要 で 、 そ の まま だ し に 入 
れ ら れる 。 く た っ と 柔らか く な る まで 煮 
る と 甘味 も 濃厚 に 。 春菊 や 凡 も お 薦め 。 


店 主 と 区 

佐藤 真一 きん 、 直 子 き ん 

店 を 切り 盛り する 二 人 は お し どり 夫 雪 と 
し て 評判 。 一 緒 に 食べ 歩い た り 産地 を 巡 
り 、 お で ん に 生か し て いる 。 毎年 8 月 は 
1 カカ 月 休ん で 、 英 気 を 養う 。 


里芋 


冬 に お いし い 里 芋 は ね っ と り と し た 食 感 
が お で ん と 好 相 性 。 店 で は 埼玉 ・ 狭 山 産 


の 大 き な 里 芋 を 使用 。 芯 が 残る 程度 に 下 高野 豆腐 
ゆで し 、 だ し で じっくり 者 込め ば 完成 7 研 の ジー クボ ポー 


の 煮込み 済み の 品 を 使用 。 お で ん だ し で 
さら に 煮込む こと で 、 ぶ る ん と し た 食 感 
に 。 豆腐 の 味 も し っ か り 感 じ ら れる 。 


SOG 骨 測 5 

典 嘩 れ ゃ や ウロ 8 の キー トー 

路 宝 りり りり 2vQ 写 * 

NN Af 92 
還 人 る で 


6 
J 

叩 っ 8 し くせ 井 得 鷺 し SYO つ 羽 く K て お 家 署 ロ お の 線 宮 や の INーXA、 皿 打 " さる や うー 選 0 刀 

躍り めそ ヘ て 7「 四 じき やつ @ 環 押 選 硬 由 革 搬 納 選 や ひさ の つ 所 規 W さ DAKINTK 


ト さ を し つ O 
記 〇 ロ 忠 0 し っ 栓 藤 や や ON や る ン S や SAQ ツ で 約 、 3 交 和 て か AN 記 導 近 人 


まさ SUNTITD 


寺谷 つじ 8 つく 


抑 じ パン 衣 軸 HeG せ "PSG 必 で や や つ 
訪 虹 "名 っ つっ 選 公 次 む 挟 釣 箇 じ し つい G 
8 亜人 ロ めい っ きっ ? 地 じ 8 地 SG10 ロ で 


@ 國 皮 公 りら 7 拓 想 や を セン 9" 人 Q ロ さや 家 を る し 三 番 
岬 聞 代 @ せ 柏 選 昌 請 補 " 角 陽 じ せ か くじ 6 軸 W | 人 笠 | 全 ロボ 記 
駅 柏 区 東和 選 や 欠 「 1) で さそ の ? 缶 41T で 過 皿 や つっ wm ン tte 次 尽き つい 壮 反 で 称 人 の しさ 9 ンー ポ 
し " 粗 史 選 人 宗 心 邊 く NN 団 電 G 芽 っ 公共 つ 人 SN" G せ で る SS"「 座 G 蔽 世 生 補 つ つ まつ 〇 まり つ 玉 療 ン 人 NG の 
で っ ロ つ レン で Ye" 志 じ 地 必 G せ 抑 叩 中 剖 個 
6 直 で 公 人 S" 0 で っ) 択 で し 尽 "WWGe6 起 ロ く で Pr 
EK npo で Oo そ 和 "1 冬 つ 和 補 0 し m ン NO か ン R 旨 に 
せつ で 公民 避 GSNe 「 上 析 箇 お 」 GOH 四 つ レ 4 
っ ee 選 つ ネ 只 更 4 の 8 っ" せ 由 梅 
2 内 っ Ne 補 つ 到 つ 東和 や 選 め 選 稔 公理 ぐ や っ 時 ュ ウ 
補 RAY-sh-K の : 
宮 め 東 。/ 
取 谷 
KN 太 6 四 
3 困 電 WavS7 還 に に 8 し 掘 つ W 
そ 穫 欄 コ 
3 IS と o F@ ョ oe@mn 
加 OS Ov … 電王 る ニン 3 て 名 還 眉 
せく て マ 人 る さめ の ロ 谷中 で SN 
で 還 ご @ 骨 てき ] 
仙 和 ) 志 6 活 8 
じ し ゃ 公 下 つれ っ くつ っ っ 介 還 1g 三 | 
回 罰 " 層 や" 押 っ 雨 圭 G せ じじ で 思 公 区 つ 生 っ くつ 穫 う …… の っ 心 回 書 %? NN 人 早 央 | 
時 すう … 8 ペ G せ 飲 人 レレ ネ ン 中 Ge 求 臣 " woS inoS 握 信じ ー 前 人 8 
濯 NG 人 8 回 っ G 基 公 角 箇 つ レ ” や せつ Gp 諾 ご 守 5 。@88 ェ を 還 
ド じ つい っ 環 じ せ 代 しく 讃 人 NRN 深 や 双 引 本 pp っ 仙 中 還 
し 2 下 9 に. 上 < 厨 ョ 
eo る ぐー | re 融 偽 SGK マ ー ド KA エート Dste き 居る の る 人 1 全 所 。 8 
い 少 さ 補 つ 詳 e じ 送 で っ や パン 人 Ne 8 つ GG し まき で 近 虹 ] 3 
< ェ 誠 ら コ 可 ( と な 側 be 
SNAKWKO ロ の" 筐 選 痕 や eSS く ヘー 介 つ 三 半 皿 后 と 
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dt リー ミュ 
ざ 記 凍 還 放 で G 玖 れき の)) 到 友 
選ん 電 肛 n" 時 ′ 思い し じゃ せ SQ さっ? 
2 
WhNl 語 RV YSdS 了 し の NeR じ せ 綴 謀 じ 
隊 い っ MKHKG※ C じゃ 束 I レ せつ" 
OS 
由 旧 。 琴 6 較 lkG る 請 本 60p8G 昌 む し っ で 
代 』Gn 財 相 『「K セ 
間 作 に 「 ゴ 志 牲 」 せ な 
部下 つい 選 据 "記さ G 
画 本 本 互 「 に 県 晶 」G 吉 拉 
Ri し 昭 NG" 

も 避 池 つっ " 訪 ロ 
の 崩 机 Q つ 0『 の 


e 


の 公 如 つ StO 色 
FM 旨 やつ し めい 宜 上 0 
6 に い ー 革 己 訪 玉 刀 っ 
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| も 者 込み 400 円 が 込 ) 


欄 G 党 め 
倍 】 KANI ト 一 ー 


eo 


史 豆 由季 宮上 昌一 更 咽 
や 模写 ヘリ ン NO 公 の つ で 
っ" ロ 縮め の い 家 史 束 、 掴 固 
骨 、 掴 田中 、G 由 玉音 2 翌 民 を 
GS 次 「 氷 上 民 遼 」G 且 苫 G 旨 や や? 

丹田 @ 糧 爺 軒 ロ )G 環 人 琉 ポ ー 
hA つ せ @G せ Qoー ト 時 " 柏 別 計 せ 7 
い 里 下 異 絆 つ 選 「 選 圏 」G 粗 所 填 
和 り 「 ぐ で や さ 折 僅 ロ つじ し ” パ さ 
世 吾 G 國 央 尺 倫 つ ④ で wet6n」 和 で 
や IN@ 箇 G 央 的 交 me" 

柏 史 下 @ 圭 約束 せ 際 6)J" 下 
草 骨 玩 り m で や ビレ ” 壮 め いひ を KAT 
馬 G ふ AA ふ p 旧 計 柏 史 ね " 

「 部 せ 下 幅 個 寂 G で っ 到 選 じゃ 
人 S′ 工 凶 皿 給 @ 迫 史 で で 間 下 6 
で hG 人 8 績 絡め っ いつ を っ も 」 
柱 史 束 K 孤 避 谷 外人 革 了 te? 

の いせ 人 か つき ざ つ 呈 的 客 つ " 
Ne つ @ 剛 ete 回 蛋 和 を ))WSn 玉 臣 
や 0G 由 へ W 人 で し 6 っ? 
回 せ 詞 乾 @ 販 困 中 め 殆 長 つ 4" 


ポー 補 逢 只 和 ポ 宗 測 王 民 画 所 提 


き は 和牛 ・ 豚 ・ 鳴 と 常時 60 種 
ー も 豊富 で 目移り 必至 。 


以上 を 揃え る 。 日 替わり メ 


店 主 の 木村 卓史 さん 。 串焼 
ーー 


知 込み (味噌 ) 430 円 
赤 味 噌 八丁 味噌 な ど 


ゃ 財 周 嘩 田 


マハ ユ ー6 堪 ドロ 凶 史 軸 
苦 甘 己 臣 時 選 因 「 か の 
い 皿 興 寺 申 田 」” 旬 衝 四 で 界 忠 抱 無 
よう に バリ | ドコ こよ - に そこ い 科 "1 
くま て た さだ で こと 4 すこ 】』】 
に に 3 いよ さい 


玩 普 させ " 七 G 糸 長 型 ふ へ 不 革 Q" 


ふ へ 公 ① さ ミー じい で SS で 家 廊 
やく で NeG” 包 し 尽 さ お も 豆 うり 
唱 皇居 細 を 是 首 没 め 足 い つじ 
te” 潮 い むせ 還 り " 画 遂 いむ G 顕 
環 G" 軍人 S せ モロ ココ 吾 で Ne 央 Q 
SO" AA か さ 療 SW DOGSW 
普 必 や りり OS て 更 層 し one 

1 RG 炎 書 普 せ 胞 GR トム 
か ロロ / 措 可 を ご ト 普 枚 S 
So 罰 G 半 如 W⑪ や hG 開 や 本 


豚 も つ ( 喉 軟骨 、 タ ン な ど ) 


店 主 の 野田 康裕 さん と 妻 の 
優香 さん 。 夫 婦 揃 っ て も つ 


里 も っ いも し" mp0G 凍 G 拓 世 
を ふ 介 性 お 唱 市 季 下 つじ っ t 
井村 6 つ 昧 て 紫 皿 節 te 人 8A7 
包 州 求 秩 G ヵ めい 隊 刀 や コロ 骨 江 寺 
埋 公 求 te 的 束 せ " 再 世 世 拓 世 
泊 で ふし 早 半 "居民 皿 く 刀 W を 7 
を C っ 昭 いつ 公共 っ や" 


ポー 他所 外 奈 = 装 遇 択 選 


人 で 研究 し て 決め る 。 


好き 。 煮込み や 串焼 き の 味 


は 、 


田 凶 級 ト 禁 " ハト っ ド 態 興 虹 

公 旦 He7 画 足 中 く て 悪 
掴 、 限 や 妃 晶 一 ドレ ー 勾 "「E 
時 WW 印 」 "トミー く ホ テロ 展 
政 毅 G ャ レン ャ S 幅 英 選 陽 州 @ 思 
困 K で で " 輪 世 G 曰 興 咽 間 商 し" 
で 革 量 区 援 W? MO 時 革 提 め 
0 骨 史 、" R い か へ ふ ー@ 握 明 礎 
eK 踊 公 ぐ 。 上 監 GA ロ を トト 穫 下 
hhGSG 工 避 性 で 明 め 7” 目 ロ 
依 Ne" 
CE る FN な さこ ココ 
せ ゃ h” 赴 G66 下 超 " 蟹 ロ 
ト ふ 選 屋 いし 台 じ 振 喚 記 。 臣 凶 個 
量 ロ 内 衝 し 肖 W い ENG” ぬ 0 で 
央 <Q 友 マン 舞 7W 尋 め 087 | 要り)JS 
コリ ロー コカ 振 星 " 旧 門 w 時 し 域 
606 宮 映 所 @ 尽 で 間 介 戦 信 


や で 計 埋 記 包 
選 田 


旦 せ SN で 人 厄 乏 普 で っ 公 句 で 
じ 陣 由 っ " 0G 療 祥 つ 点 抽 K 一 
hp 普 環 よ G パ の 避 丈 や も さ つ じ っ 
し 福 点 時 つ 刀 ン 穫 Ne 撤 潮 つも " 

8 所 飲 G 粗 史恵 1 目 @p ら 
外人 っ 心 に 昼 屋 丈 し 舌 で を in 
の 7 6 如 卿 っ 朋 し ……" 


= 模写 角 宗 練 攻 記 半 


100 円 、 ね ぎ 150 円 。 串焼 きも 抜群 で 、 
特に シロ や ヤレ バー は 大 鍋 で ゆ が い て 


店 主 の 児玉 大 介さ ん 。 煮 込み 玉子 
か ら 炭 火 で 焼い て いく 。 


い 組 別 避 撤 記 凶 」 We と 


振 還 川相 皿 訳 困 


駆 交 内 や 「 映 田 」 唱 8 控 史 丈 玉 お し 


普 可 ′ 圭 壮 格 ' 融 現 桂 G さ 編 ロ 写 
WP" 写 (ユー) 生 評 す KAG 
1 ト の NNINK 近 史記 つも 人 近 
史 @ 振 操 剤 削り っ で 如 凡 " 

つ 公 や 絆 別 ) き ロ 。 豆 の 普 お 
思 畠 ee 編 地 2 さ ” 困 軍 っ 妖 ゅ めい 
せ 姓 ′ 江 で っ 先 財 士 G 区 獲 せ 
上 環 寺 ′ 夫 壇 上 ※ つ っ 半 緊 区 や へ 
ル ヾ せ 環 普 ざっ 避 豆 3? を の に 
独 人 つじ め 艇 く 罰 WS っ ? 

理知 糧 ロ お ホ む し GS し レ せ ^ る レ 
二 訪 信長 wete 四 壮 也 採 W レ ^ 器 叶 
すず 絶 WW レ っ ke) つい " 

「 寺 めい 穫 のせ 醒 G く 所 到 壮 必 
SG し "1 導 | 要 に 冥 陣 の S じ 羽 電 谷 


R じ っ en" 半 要 じ ゃ 」 際 符 半 細 
急 英 周 路 め 抽 赦 っ ? 

ヒ 忌 妥 つ せめ いせ 所 師 り く で 7 
培 固 回 0 調 量 介 編 協 王 選 層 錯 
ン " 三 せ 半 生 付 @ ロ " 口 泊 避 っ せ 
冊 束 " 層 深 還 G で っ Gp0WON 
ね 光 公 雪 6Q 人 マン レ つ Wen" 
) 結 つか WONe 肖 史 更 GA へ ペー 
ヘー で G 補 ( 刀 補 つ 箇 皿 震 )* 


ポー 味 乱 政 慌 宗 測 = 導 過 要 阻 


に 対す る 愛 


4 店 舗 あ る 「 沼 田 」 


新宿 に 

の 総 料理 長 を 務め る 、 羽 牟 
雄樹 さん 。 も つ ( 

情 と 仕事 の 丁寧 さ が 凄 い ! 


直腸 ヒモ 
= 肺 


テッ ポ ウ ニ 
古 騰 フワ 


大 腸 


腫 臓 レバ ー 


た 


ぶつ 切り に し 


開か ずぶ 
三 胃 チレ 


大 腸 シロ コロ ニー 
小腸 の 周り に 付く 脂 ガツ 


レ 4 


【 懇 も つの 部 位 その 1】 シ ロ 
小腸 キク アブ: 


も つ 煮 酒場 の 
基礎 用 語 
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選 も で 帳 別 玲 的 性 | 尾 
導 や で 到 K 牙 公 採 交 レ ロ 
外 唱 大 ヨゴ つじ 目 性 科 Ne" 

NO JJG 柏 史 束 せ 央 時 や ? 
いら ー の 結 福 導 ONGm 呈 后 7 
親 紫 仰 剛 務 G ケ IN で ミー ゼ で 如 包 州 
G 加 吉田 卿 で 不 相 史 G 諾 似 避 喧 
悦 つ じ し 幸 ′ 玉 つ 偶 WOR つ 宮谷 
い ン 0 レレ W 刀 の や 人 7 

まり せ 水虫 じ 臣 選 G 権 史 丈 G 
志 電 徐 く 婁 WW 皿 生 G 涯 G ャ ペー 人 
多角 避 世 "時 角 WQ き 「 選 さ ふ 
7 へ 諾 を そそ へ へ 久 < ふ 衣 人 や 
倫 じ N 琴 か tG 公 編 伽 品 り 度 似 
つつ 刀 」 つ 親 表 選 剛 さ 昭 Ne? 

莉 糧 せ 県 | 賠 加 画 己 " 馴 据 " 
血 握 "時 つづ 忠直 くじ ふさ 7 で リ 
間 押 宮代 ね つ 似 ら WW” 措 療 可 
YOQ 人 つめ ふさ 唱 朴 も? 

り G ふ っ じじ 加 回 抱 電 信人 Q ン と ハロ" 


KA < へ K 足せ 緊急 羽 組 史 ね ? 
臣 全 半 に し つ ” 克 届 選民 の 蝶 下 
で し 壮 所 く だ じ っ て " 

配色 虹 語 時 weeJ7 琵 で や 
万 守 思 マ つい 組 史 者 状 枯 Ne" 目 
央 ④ で や 氏 G 瑞 り せ 誠二 コ 堅 公 妖 ws 
QS K ロ せ 板 時 中 信 胃 人 も Sn 

三才 葵 ウ さ ざ S 当 さい" 

JQ さ ずつ 個 令 本 で か や 合 琶 
ヨ ヨ パ " 虫 四半 ン リ G 研 ロロ 
te く ロ ツ ト し @ 昌 時 し piSre" 


ポー 庄 各 黄 齋 宗 強 = 性 画 要 半 


人 で 切り 盛 


ーション ! 


津 昭典 さん と 妻 の 


店 主 の 梅 : 
美恵 子 さん の . 
り 。 お し どり 夫婦 の ナイ ス 


ヤ 焼 酎 を ポ ボトル 
な コン ビ ネ . 


ャ リキ ン レ モン 
で 200 本 以上 入れ た 猛者 も いる と か 。 


し が し み 出 す 玉 子 焼 


お 通し 650 円 は 
き と 日 替わり 2 品 。 シ 


7 


2 
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ラ 


ニカ シ 
乳房 


こめ か み ・ 類 肉 アプ ラ 
産道 オッ パイ 


ミ 
ゃ 
INA 


臓 ハツ モト ー 大 動脈 カシ 
横隔膜 豚 ト ロー 首 肉 


舌 ハラ ミ 


= 人 


【 散 も つの 部 位 その 2】 ハ ツ 


の 周り の 脂身 タン 


も つ 煮 酒場 の 
基礎 用 | 語 


GS 抽 ”S 時 中 國 GANINN 
し ミー 上 由 へ ネー を で レ っ や 7 
一 必 を で うり 家 撫 琴 や で" 


し 宜 史 や ” 玉 太 所 圭 二 全て 丸 で セ 臣 
1) つ 染 ロ で モ 7" 王 末 唱 利 つ 信人 人 Q 
溝 所 くべ で し 貴信 hte" 監 近 | 直せ 


店 


Kw 了 幅 ww 時 回 


夏 塞 せき 署 G つ WW 選 6 刀 8 恥 全 る お むせ ロ つ し 地 操 じ 明 人 代 玉 Q 量 0 
や 「 氷 上 R 圏 」G “ 華 忌 やく ャ て 給 。 麻 じ 鎧 寺本 や "くめ 援 史 丈 め ロ ー 
ずっ 心 呈 理科" ミロ 県 で ン 唱 所 二 生 っ ンマ" 
っ い 公 き 男 6 包 W 間 W じ っ u 
や G じ 喜 旨 づつ 約束 人 つ ?" 時 シン 
っ 書 人 る や じ め @ っ つや 」 

WG 臣 権 別 丈 め 手 we 代 新 容 か 
シロ 「 ポ ーー を で 」W 枚 wo? 

「 組 史 下 G 多 民 せ 『 選 贈 』 ざ ぎじ 
っ し ” せ G そ 堅 を もつ” KISSANT 
し 用 G 尽 で 本 め くさ Ni" 家 約 届 
nw の っ つい pG し つ せ 條 e」 

深 吹 玖 @ 圭 史 せ 豆 一 回 "” 画 ロ 
ン E 懇 W に 信じ つ ^ 普 如 遂 GK 一 ト 


直 


串焼 き の 旨 さ が 評判 と 


な り 行 列 必至 の 人 気 店 に 。 趣 味 


ー 宰 欠 宗 党 = 屋 必 近 


の バイ ク で 遠出 し て は 、 各 地 の 
し い 地 酒 を 仕入れ て いる 。 


珍 


革 
二 
に 
0 
如 
号 
に 
誕 
紅 


を 構え 、 
大 腸 テッ ポ ウ 


胃 セン マイ 第 三 軸 ギア ラ ( 赤 セン マイ ) 


シマ チョ ウ ( テ ッ チ ャ ン ) 


三 第 


第 一 胃 ハチ ノ ス 
小腸 


ミノ = 


地 @ 引 通 6 めい Q 二 つ せ っ 革 じ し 慌 編 ht0" 組 史 丈 め 凶 め の 迫 つ っ 
尽 Q」 古 攻 尽 是 で せら や お し せ 晃 吸 さ やっ? 
結 還 っ 民 め 則 WWN ミー ト 公 QG 青 来 時 己 財 皿 間 時 mete「 年 園 」" WS 
装 己 葵 つじ し ” 皿 時 己 陣 的 二 り リロ 紀信 っ せ 二 6 刀 和 現 や せ 和 7 
求人 GS” 人 か の 四 突 " く て ふ じ ど お 
的 操 虹 く 茎 ( ぐ _ NyG 避 舞 つ 刀 
崇 結 や めい 電 辻 凶 り も ロゼ 上 福 
甘 公 Q@ 圭 約 避 私 K 公 や 代 っ " 
くく で や パト で や ロ ( 吉 ら )、 
GS めい せき 回 倫 じ ))W つ 7 MG 給 飲 
刀 で や つ し 所 In vG 己 ” 抽選 Nedt 
し 拘っ や 鍵 RINK 一 N” ロマ ロン 
壮 近 ′ 世相 し 栖 別 6G 民 人 7 
「 年 因 」 代 Q し せ G る 押 交 記 公 や toY 
「 福 G 柱 別 計 光生 o お SGー 潮 
疹 つじ 時 上 G 組 別 店 回 、 ツ つ 
じ 早 net" jp いせ 基 骸 公 得 やや" 
WW で や むし せ 普 尋 齋 到 二 代 っ 」 
N さ 色目 富 世 り 立 で 如 肖 人 四 @ 


【 牛 も つの 部 位 その 1】 
四 胃 マル チョ ウ ( ヒ モ ) 


= 補 逢 州 3 甘 演 性 軍 所 所 


チュ ジャ ン を 使っ た 辛味 噌 


味 か ら 選 べ る 。 議 味 噌 は 、 
言 も つの 甘味 と 唐辛子 の 刺激 
ミミ の ハー モニ ー が 抜群 だ 。 店 


長 の 小川 裕之 さん を は じ め 、 


も つ 煮 は 味噌 味 と 自家 製 コ 
接客 も 心地 よい 。 
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MI 
『 
1 
1 
| 


回避 


2 HATHR つ 押 的 閉じ SQ 

交 々 G 十 窓 補 Q で ロリ 
困 、 四 G 提 " 音 抄 G め い 別 届 
ロ 「 緊 換 り つじ し つう っ 」 のり っ 避 和紀 
いり くに 55 で コン よさ ざく 4 全 けり に 】 
世 G 暴 ロロ ーー? 

尋 三 抽 査 環 英志 ン 「 川 回 」 
6 粗 別 恋 せ " 朝 次 間 駅 お NO や ロ K 
罰 ロ くい い ン ミ 職人 羽 難 三 臣 G 十 
臣 谷 つ し ミロ お "へ へ へ つい 粗 
閉じ じ 曲 革 で Ne" 

「 中 衣 了 棚 対応 WOt0) 魚 岳 忌 
し WO を 心 篤人 n 選 半 社 繝 ⑳」) 


SGK ふ で ヾ さ " 木々 し 二 や 0 つ ^ 1 
日 欄 じ つき 」 つ 地 州 @ 叶 三 管束 YO で ? 

的 操る ぐせ く で KG 岩 舌 信 め 0W 到 
忌 じ 応 陸 つじ 信じ 刀 や | 弓 民 人 や 
KG" 翔 中 ロ く ト 普 竹 … 三 和 芝 姓 じ 深 
史 く し 療 公 所 の 避 | 密 避 
公 や レバ ユ 6N 和 を 人 篤 唱 ” 所 遼 G) 
じ 前 め 表 つ MOD で レ ユ つ で っ 
せ " 舞 昌 和 NG 忠直 畠 誌 一 

條 艇 し G ホ ー ヘ ー 避 宮谷 GP" 
所 署 | 可 ロ 人 W 史 6G め の | 慌 や 7 


= 羽 壁 近 玲 甘 剖 ニ 臣 性 神 


立つ の は 店 主 の 早川 成 


さん と 幼なじみ の 磯部 誠 さ ん 。 
ん に ゃ く 以 外 の 具 は 入れ な い 煮 込み 
は 、 も つの 旨 さ が 直球 で 味わえ る 。 


1 
ふ 
が 
で 
1 


較 


区 OMW 朗 店 く で で 豚 下 ′ 還 思 州 @ 上 陣 | 辻 yo" ミ 人 ド 

足 @ 妃 陸 ロ ふい で て さ K さ h つ 挫 加 豆 き <ー ト YK し じゃ 也 " 肖 

ゼ せる SS 神 到 つっ 獣 囲 収 本 人 Q や りや で 食 く っ | ズ 興 < く G③ 居 さ 間 。 諾 
6SNe" 誠 田 下 韻 G 選 味 公 家人 の 栓 大 で っ? 病 で 
で 科せ りり 」 せ 虹 屋 加 財 補 "者 款 時 = 吉 bk ま 
恨 則 せ 際 宮 沙 直人 葉 朋 選 e 組 や る 思 さ 
駅 問 公 で NO へ りら G 棚 史 層 全 表 
に さだ で に) に に) も 3 下 e 骨 


ー" 悪 還 州 WVR 選 据 提 療 可 マーKG 
示し 抽 め いり 散 相田 細 つ で ン エ 
権 史 6" の 0 穴 JNEte 弄 和央 で 公 
ン で IGG 叫 尾 興 0② で や で 協 
Lo て と よく 

壮 牌 代 叫 @ 棚 史 補 名 ロ 下 
個 宗 G 世 で っ せ 丹 式 り 給 で 0 さ " 
「 宇 和則 語 公明 DO で 社 く や 
で つい 届 到 二 じ " 湖 嘆 マ MeP リ ) 
いじ = 上 G 人 好人 や させ 選 さ で うり 遇 谷 
@ 則 皿 折っ 0 いつ を っ も 諾 」 の 


多 
き 
四 
h 
! 
舞 


豚 も つ ( シ ロ 、 ガ ツ な ど )、 


豆 府 


赤 粒 味噌 
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横隔膜 の 肉 で 助 骨 側 の 厚い 


人 
世 
所 
G 
纏 
選 


胸腺 (リー ド ボ ー) サガ リ 
食道 ウル テ 


子宮 ノド スジ (ネクタイ ) 


の 地酒 高 清水 " の 煽 が 合う 。 
肺 シビ レ 


h 
h 
cn 
S 
NM 
| 
没 
還 
の 
に 


部 分 コブ プ クロ 


寺 じ 


KEOIRAIIG マ プ さ KK エコ 


EK 


az 磁 


昭 藤 W ン シマ 店 羽 下 で NG 
F コテ ー へ JTS 凶 玉 や ヘ ヘー 
革 求 ロ せ 思 民 人 末 量 己 夫 人 う で き 公 
さ @ 骨 史 到 員 居所 じじ っ G" 貼 
htY い 4 た コ YUI に 
揚 つ で OO | 押 語 棋 つ 刀 和 リリ 
@ 相 図 下 ⑩ 務 も te 紀 環 し め 46 で 店 
ボー トーSWG 皿 庫 で 
号 迷 羽 市 問 っ し っ to? 

罰 G 無 史 齋 せ 寺 めい 人 友 長調 ” そ 
悪 " NN YKINW” 頭 民 4⑪ で や 
に さこ の かめ 3 いた きく) さよ ドコ 
っ マン "て 入選 尊 別 ぐせ QK 革 つ ^ 
ト ふ ヽ 選 屋 さ いで 回 莉 い 組 朋 店 和 守 W 
口 忠 むり せ 振 へ へ 6 夫人 介 地 交 塊 
いっ 避 セ 所 " 

WWGH 加 人 JQEKeN さ AN ユ 
SPIE にくい Po 3 い 


聞こ りつ や 伺っ ? 弄 旬 剛 宮 せ 骨 表 
に かぶ oN だけ 『 に うこ る こよ 
豊明 や で で や 紅く ざり 押 や つじ っ て" 

思 性 興 を ツー さい G 皿 幸 めこ 中 
リリ せ を せ さ ” 現 選 K 接 レ 
いよ こい に も) そ ュ ニコン ドド さて 


さや 守 7 


= 田 生 堂 中 宗 剖 王 匂 欠 界 田 


各 油 、 合 わせ 味噌 


牛 も つ ( 小 腸 、 フ ワ 、 


ギア ラ ) 


酒場 と な っ た 。 同 じ 路 地 
l『 「 共 作 は な れ 」 も オー プン 。 


吉 雪 」 せ 回 挟 催 財 G 入 

涯 つも MRete「 涯 」 や 
ミーh S せ し 軸 弄 写 や つ お 所"* 
帆 ぐ く QTT ロ ンタ シ NeX ロー 
人 で セン 必 さ Se せ し ゅ "* 愉 必 感 
い 胃 因 計 (時 明 中 中)、 折 英 肝 
@ 尼 握 玉 で 頻 n ほ 2 宴 せ 岩 状 上 
めい ( 下 ′ 昌 蟹 " 陣 ) や 還 附 で 
や 頭 忌 々 ーK し 組 史 きく 束 " 手 
尊 さ N 十 藤 還 G 下 六 誠 じ 還 普 い 
te" 甘 手 枝 レベ Kー ト や 吸 つ し 演 史 
" 半 履 ぐし 四 ロ 4Nn" WI リロ 
記 計 さけ ロン 交 世 や G や じ " 了 
eS 半 々 G 弄 WAHN ペ ー コ 
回 つや Ke" 拓 補 つろ 由 や 菩 族 
財 民 H で GT 衣 ぐ 選 由 補 史 綴 な つ 
じ 限 管 " 」)G 固 重 居 所 G 購 草 や し" 
2 に そり PIE ささ そっ 


和民 


せ 環 C 刀 是 入 の 0G 較 央 ば 壮 軒 
や 信 玩 源 せ 暴 SS 柱 奈 代 弄 十 明 
合 削 で っ や ね" 

了 岡 公明 つ 自 G「 更 台 」 リリ 
6 柱 別 下 ロ 8 臣 民 己 個 選 時 昭信 
や 団 釧 G 咽 処 せっ 公 公 祥 On 人 RS" 


ポー 田 王 穫 証 器 強 = 思 葵 


北京 風 も つ 煮 込み 580 円 


硬 
穫 
@ 
NN 
I 

に 
N 
宮 
ぎ 


・ ほ うし ょ 


う ) さ ん 。 新鮮 な も つが 入 
荷 し な いと き は 、 も つ 煮 込 
み を メニ ュー か ら 外 す 。 


梁 宝 間 ( り ょ う 


ヤ 焼 酎 を シャ ー ベ ペッ ト 状 に 凍ら せ た も の 


キン 


ホッ ピー や ソー ダ な どの 割り 材 


焼酎 ソト 


関す る 用 語 1】 ナカ 


ス を 冷や し て 、 氷 を 入れ な い 飲 み 方 シャ リキ ン 


【 酒 
ラ 


も つ 煮 酒場 の 
基礎, 用 語 
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革 典 G く で 妃 左 っ ド や へ ふ ー 
諸 過 史 S 壮 ” 監 G せ ロ 時 
に さま に よこ さや ささ や 
し っ te" テロ つつ 示 信人 氏 用 電 
訓 季 革 Sey K 少 さ Gp0 玉 T ロ 
へ ずい 具 志 重 本 "で で 畑 入 で めい 粗 
別 8 皿 全 人 科 で 刀 り 色 江 う 一 
「 記 公 和 を 届 因 」 尽 信じ 揚 で ズ 
、G さ ミト へ KK 
直 く じ " vGMm 
eS 凶 ロ く で で 
和 触 ン G や 公 )* 

匠 絢 @ 忠 時 忌 せ で 堅 づ リマ 
YSGGIN さ NAS の On せ | 
に で リト て やう リリ くく 


を 典 中 


IN | 


皿 混 1G 鶏 中 め ー 
豆 先 @ 和 っ で 六 


SG 上 W の いや しい 取 


こん に ゃ く 


和牛 も つ ( 小 腸 ) 、 
玉子 は 別 で 150 円 


時 堂 っ レポ 直己 紳 つ "WID 人 人 Q り で 
コロ を キン 困 尽 Wo DS ロン 地 ) 


や 日 普 格 じ も で 唱 い 骨 下 打 史 で し " 


臣 包 紫 下 内 く 尻 電 国選 to” 

問 々 SG た 人 で ぐ せ 暴 基 人 仁 具 っ ? 
で や 代 QG 局 固 ロ pn G 量 し 押 
し し っ NeSQT で し め ゃ SQ 垢 
ざい め 0 い ロ 8 で 本 人 委 GO ヤレ 
っ し ロロ く で で 刈 導 AHNNU 
更 む し っ マン " 答 胡 S 岸 補 公 昭 提 コ 
マン や も 革 紅 ンマ 抽 緩 過多 G 天 さゆ へ 
く YG 対 半 \ 培 寺下 粗 的 応 や NOT 

JJG ド 寺 リ 、GR 和 へ りつ や 
普 的 | 骸 恨 Q" 韻 G 拍 史 つ を 
据 史 じ WW 紅 ン NO 公 の ce 


= 地 定 打 宗 練 攻 軍 択 坦 


痢 5 
さ 因 め 
N W さ 
パ 誰 キ 
信 の 3 
さる 
軌 ke to 
Ss ヨ S 
DE 
祝 加 
別記 
を 
| せ 


も つ 煮 を か 


それ も 一 日 で ほぼ 売り 切る と いう 。 時間 が 経つ と 酸味 が 出る た め 、 
け 


店 主 の 井上 実 さん と 息子 の 政行 さん 。 
は し な い 。 肉 豆腐 の 上 ( 
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も の 


た 


も の を 指す こと が 多い 


た 


^ 天 羽 の 梅 " な どの シロ ッ プ を 少量 垂らし : 


下町 で は シロ ッ プ を 少量 垂らし 


関す る 用 語 2】 梅 割 リ り ニ スト レー ト の 焼酎 
焼酎 ハイ ボー ル の 貼 。 


IN だ も 宮 基 革 き ロ 
開 
ァ で せつ S 想 氏 吾 証 
を 1 S っ 机 G 無 ー 
+ メ 部 章 定 信 ね SG 号 や 加計 
を を や 恒 四 や 鐘 り 志和 に な さい 人 
の レル カメ ぐし @ 無 記 。 角 っ 0 
。 0 oOG つ Os 能 で 
^ 較 間 和 や い 旦 ど 「 S で 
1 せ じ し 。 め WW 振 軸 や 
ー ド 田 臣 の 示 / 証 半 寿 9 
S ポ っ 下 多加 互 日 
相 G や Sm 採 計 。 買 
% 伺 ざ で も 号 折 別 ゃ 更 
4Q 
。 る マ 
ィ 還 3 
ペ 
弄 9 
こさ 
時 へ 
ポロ 
人 所 
基 
人 
ビ 
リリ り 
組 に 
へ さ 
時 
1 
リロ レコ 
1 2 的 や し 時 お 刀 ト ヘー ン 刀 リリ で ロキ を ン | 守 選 し 交 " 普 基 っ 
も で む 政 膝 ロ 本 晶 区 到 Se" お 相 普 用 GS" 申 け 個 QSIN E 和 9 
導 較 叶 凶 枚 中 秩 人 0GX 唱 ロー 系 糧 。 せ 中 り 賢 マ 組 史 下 せ | ロ 引 めい 中 
据 季 SO つ 課 で で 6te レ て GNDND つ 避 帆 付い 中 採 由 
トー@ 白 塞 年 明 GO 旬 富 。 公 Q ヨ eSG さ りつ 刀 折 壮 じ 4 人 ト 抹 
時 下 ざ の や J ト 四 人 D で 上 友 加 音 仙 還 9 で KO" も ロ 現 呈 央 
所 G 骨 回 ” 避 IRG 各 岬 唱 昭 中 吾 杉 振 了 K 隆 し o 時 ” 装 電 三 ロ 
ロカ 台 OSNO「 破 箕 」 や 7 介 で じ 斑 人 時 ロ 人 No" 水府 中 べし 放 
涯 引 人 代り 父 角 せ 財 呈 反 電 虹 く 回 叶 ン で 圭史 誰 下 人 く 同 G 直 
せく で ロン " 理 昌 守 we* 兆 和 RG 記 思 し 姓 暴 ロ 思 ン " WST 8 
ふっ し じ 男 て Ne 幅 低め 舞 誠 Mm ン / 罰 志 む じ 和 WW お " 太 p 皿 Q 隔 的 に や お" 栄 (は | 
時 代 ) | mH 調 肢 Gx 中 ロー カ 形 舞 。 称 選 さ CO や さ コロ JS 思 <G 製 き 
四 
QNO”G 革 し め 志 尽 で 量 RG く 要 尺 曳 記 玲 や し っ NG"「 在 」 還 
居 X 中 ロー 年 め 毅 史 記 "っ で SS 思 任 G 興 遇 人 K や @ 堤 明 ” っ い 過 
すそ 臣民 りり | 性 に 人 S じ つ / 団 しめ 年 政和 上 収 ピー 較 
計 呈 三 0 半 る っ KWOOU  、 記 生 団 諾 式 間 財 に 
記 で 8 人 Q や で 屋 や ロ つ 拉 


3 
の 
ら 


東京 も つ 煮 名 鑑 2021 .。。 


て 03-6284-2694 東京 都 台東 区 上 野 5-10-12 
代 7:30-10:00 11:00 一 22:30(L.0.) 土曜 は 
12:00- 日 祝 は 12:00 一 21:30(L.0.) 人 @ 無 休 
予算 2000 円 ー カー ド 可 70 席 禁煙 @JR 
御徒 町 駅 」 よ り 2 分 
@2018 年 2 月 開店 。 
発酵 白葉 土鍋 1000 
円 。 紹興 酒飲み 放題 
(一 人 ・1 時 間 )1000 


て 03-3632-4744 東京 者 江東 区 森下 4-20-3 
@16:3023:00 日 曜 祝日 @ 予 算 2500 円 

て カー ド 不 可 @23 席 禁煙 他 店 で 飲酒 後 は 

入 店 不可 @ 都 営 新宿 線 「 攻 川 駅 」 よ り 5 分 
@1975 征 間 店 。 く 

じ ら 刺 身 800 円 、 マ 通 

カロ ニ サ ラダ 350 円 。 久 た か め 
予約 不可 。3 名 まで ご 場 | 人 「| 

の 入 店 が 望ま し い 。 


て 03-3766-6349 東京 都 品川 区 南大 井 4-4-2 
人 @16:30-21:00 土曜 は 16:00~- @ 日 曜 祝日 
予算 2000 円 - カー ド 不 可 人 W カ ウン ター9 席 
テー プル 24 席 喫煙 可 @ 京 浜 急行 「 立 会 川 駅 
より 2 分 

人 1974 年 祐天寺 に 
て 創業 。1982 年 よ 
リ 現 店 舗 に て 営業 。 
申 焼 き 一 本 80 円 一 
(税込 )。 予 約 不 可 。 


P3 スタ ミナ 串焼 き 仲 垣 


03-6721-7329 東京 都 品川 区 上 大 崎 2-14-3 
三笠 ビル 2 階 代 17:00 一 23:00(L.0.) 土日 祝 
は 16:00 ぷ 無 休 人 q 予 算 4500 円 ー カー ド 可 
カウ ンタ ー10 席 テー ブル 18 席 禁煙 @JR・ 
東急 目黒 線 ほ か 「 目 黒 駅 」 よ り 2 分 

人 @2012 年 開店 。 串焼 

き 一 本 200 円 一 、 も 

つ 和 刺 各 種 650 円 ( す 

べ て 税込 )。 日 本 酒 

や 焼酎 も 敷 種 摘 える 。 


P93 や き と ん ま て ちゃ ん 


て 03-3835-1758 東京 都 台東 区 台東 4-6-1 人 
17:00 一 22:30(L.0.) 土日 祝 は 16:00 一 22:00 
(L.0.) @ 月 曜 ⑯ 予 算 3000 円 カー ド 不 可 
@⑨18 席 禁煙 @ 東 京 メ トロ 「 促 御徒 町 駅 」 よ 
り 2 分 、JR 「 御 徒 町 駅 」 よ り 5 分 
@2010 年 12 月 開店 。 串焼 き 一 本 130 円 一 、 生 シロ 
刺し 450 円 。 貫 米酒 530 円 ~。 予約 不可 。 


て 03-3631-9503 東京 都 江東 
区 常盤 2-11-1 @17:00 一 23: 
30(L.0.) @ 日 曜 祝日 ⑫ 予 算 
2000 円 ー カー ド 不 可 @⑳ カ ウ 
ンタ ー7 席 テー ブル 34 席 禁煙 
@ 都 営 新宿 線 ・ 都 営 大 江戸 線 
「 森 下 駅 」 よ り 5 分 、 東 京 メ ト 
口 ほか 「 清 澄 白 河 駅 」 よ り 7 分 
@1981 年 開店 。 も つ 焼 き 一 本 120 円 、 劉 リ レ バ 680 円 。 
下町 ハイ ボー ル 350 円 。 


て 03-3653-0852 東京 都 江戸 川 区 松島 4-33-6 
代 17:00 て 21:30(L.0.) @ 木 曜 第 3 水曜 ⑫ 予 
算 2000 円 ー カー ド 不 可 代 カ ウン ター5 席 テ 
ー プ ブル 8 席 禁煙 @JR 「 新 小岩 駅 」 よ り 7 分 
@1758 年 開店 。 串 

焼き 一 本 130 円 一 

(税込 )。 料理 の ほ と 

ん ど が ハー フサ イズ 

で の 注文 可 。 年 始 は 

1 月 12 日 より 営業 。 


P95 『 


て 03-3761-4310 東京 都 大 田 
区 大 森北 1-35-8 信 16:00 一 
21:15(L.0.) 日 曜 は 15:00 一 
20:15(L.0.) 人 @ 無 休 人 予算 
3000 円 ー カー ド 不 可 9 カウ 
ンタ ー13 席 テー ブル 20 席 禁 
煙 @JR 「 大 森 駅 」 よ り 4 分 
@1970 年 創業 。2015 年 9 月 より 現 オー ナー 土屋 一 志 
さん が 引き 継ぐ 。 刺 身 三 点 監 り 890 円 (税込 ) 


P90n や き と ん きむ ら 


て 03-6884-1785 東京 都 練馬 
区 旭丘 1-51-10 人 @17:00 一 21: き 
00(L.0) 土曜 は 16:00~- @ 日 

曜 @ 予 算 2000 円 ー カー ド 不 む 
可 人 @23 席 喫煙 可 @ 西 武 池袋 

線 「 江 古田 駅 」 よ り 5 分 、 都 党 ら 

大 江戸 線 「 新 江古田 駅 」 よ り 

10 分 

人 2018 年 11 月 開店 。 串焼 き 一 本 120 円 ご 。 アチャ 
ー ル 200 円 な ど サ イド メニ ュー も 充実 (すべ て 税込)。 


P9W も つ 焼 酒場 野田 


て 03-3617-0900 東京 都 墨 田 

区 押上 1-17-1 代 17:30 一 21: 

00(L.0.) 土曜 は 17:00 一 20: 

00(L.0.) @ 日 曜 祝日 ⑳ 予 算 

2000 円 ー カー ド 不 可 0 カウ 

ンタ ー6 席 テー ブル 24 席 喫煙 

可 人 @ 東 京 メ トロ ほか 「 押 上 駅 」 

より 3 分 

人 @2010 年 2 月 開店 。 も つ 焼 き 一 本 150 円 、 お ま か 
せ 5 本 750 円 ご 。 野田 ポ ボー ル 390 円 。 


rp91 串焼 き 巴 

と 
03-6657-0666 東京 都 還 田 注 
区 墨田 4-1-3 @17:0021:00 


さえ 
(L.0.) 土日 祝 は 14:00-_ 人 @⑳ 月 | 
曜 ⑲ 予 算 3000 円 て カー ド 不 
可 人 ⑳ カ ウン ター8 席 テー プル 
4 席 禁煙 @ 東 武 ス カイ ツリ ー 
ライ ン 「 鐘 ケ 淵 駅 」 よ り 1 分 


人 @2018 年 12 月 開店 。 串焼 き 一 本 150 円 一 、 自家 製 
レバ ー ベ ペース ト 420 円 。 日本酒 550 円 ~。 


P91 も つ 煮 込み 専門 店 沼田 


て 03-3350-5029 東京 都 新宿 区 新宿 3-6-3 2 
階 借 17:00 て 22:45(L.0.) 土日 祝 は 16:00 て 
人 @ 無 休 @ 予 算 3500 円 カー ド 可 人 30 席 喫 
煙 可 @ 東 京 メト ロ ・ 都 営 新宿 線 「 新 宿 三 丁目 
駅 」 よ り 2 分 

人 @2006 年 開店 。 も 


つ 焼 き 一 本 150 円 こ 、 も っ 胡 込み 導 04 
ゆで タン 530 円 。 瀬 * 

戸 内 レモ ン サ ワー * み \ 信 。 
580 円 。 


て 090-2315-8057 東京 都 港 区 新橋 4-21-7 人 
18:0022:45 @ 土 曜 日曜 祝日 @ 予 算 4000 
円 て カー ド 可 14 席 禁煙 JR ほか 「 新 橋 
駅 」 よ り 3 分 、 都 営 大 江戸 線 ・ ゆ りか も め 「 汐 


留 駅 」 よ り 4 分 


@2013 年 開店 。 レ 
支 . . 
た ーー 


バー ステ ー キ 880 円 。 
ホッ ピー セッ ト 500 
円 。 予約 が 確実 。 
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Er 
ゃ wh 眉 装 回 放 
「 菌 SN ふく] 
EIGAAOIN4 

人 本 誤 wm 立 男 」 


つい 自分 へ の お 年 玉 に 買っ て し まう く 

らい の 鋼 は 気に入っ て いま す 。 
煮込み は 、 で きる だ け 和 触ら な い ほ う が 
いい 。 時間 と スト ウ プ が お いし くし て 
くれ ます よ 。 新 発売 の リリ ー グ ラン プ 
ルー24cm は 、 百 合 の デザ イン と 深い 
色 み も 好き 。 早 くも フル 活用 中 で す 。 


「 顕 い ご 飯 っ 
楽し みみ が 、 格 段 に 
アッ プ し まし た ! 合 


後 篤 


な か な か 買い 替え な いし 、 


「 松 電 」 ツ S 
藤澤 進 大 郎 さ ん = 間 。 1 GRY フ 0 
持つ も の じゃ な い 、 お 鋼 。 
昨年 、 思 いき っ て 購入 し た ラ の ラ K 料理 人 の 声 を 聞け ば 、 
鋳物 ほう ろう 鍋 と ヒー ター が セッ ト に な っ て いる タイ ブ 一 生 も の が 見 つか る か も 。 


で 、 も っ ぱら ご 飯 を 炊く 、 そ れ も 賭 い 専 用 に フル 稼 
働 中 。 初 め て 炊い た と きか ら 、 そ の 圧倒 的 な お いし さ の 
虜 に 。 ツ ヤツ ヤ 、 ふ っ くら 、 米 の 粒 が ビン と 立っ て いる 。 
毎食 が 楽し み で 、 つ い 食べ すぎ て し まい ます 。 


有人 往 続 こ 
瞳 % け の 
ぇ s て 鍋 
加 語 ES 
す 煮 

込 

み 


の 


: 憶 6 ぐ 本 瑞 」 


店 を 始め る と き 、 合 羽 橋 で 思い きっ て 
特注 し た で す 。 それ か ら 28 年 、 
ずっ と この 鋼 で 煮込ん で ます 。 仕 切り 
が 2 カ所 、 取 れ ち ゃ っ た けれ ど ( 写 真 
左下 )、 た くさ ん 煮る 大 根 を 入れ る の 
に ちょ うど いい 。 故障 も せ ず に 毎日 働 
いて くれ る 頼も し い 相棒 で す 。 


大 津 光太郎 きん 


羽 釜 の よう な 形 が 面白 いで し ょ う 。 萬 古 焼 の ボ 

と いう 土鍋 で 、 と に か く 善 熱性 が 高い 。 と いう の も 削 
る 技術 が すご いん で す 。 蓋 が ビタ ッ と 閉まっ て 、 熱 も 水 
分 も 交 が し ませ ん 。 鋼 物 に も いい で す が 、 お 薦め は ご 飯 。 
呈 a 較 。 店 で も チャ ー ハ ン 用 の ご 飯 は これ で 炊い て いま す 。 


文 ニ 上 島 寿 子 (佐藤 ふん )、 大 平 一 枝 (佐久 問 さん )、 坦 起 典 子 (藤澤 さん )、 編 集 部 拓 影 デキ ッ チ ン ミ ノル 、 和 倫 内 祐 幸 、 宮 演 祐 美子 


過 虹 讐 Q" 壮 IN ソ ン 民 も っ 
べ せ や 舞 計 丈 記 ン で K0@G や か 公 e・ 
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権 史 で せく 凌い Me" らい ン ご 蝶 胃 つ で 光っ や や 
や S ン 「 打 史 ね 」 っ 避 司 本 SpGS べ 輸 r で "や 7 
べ せ で や 栖 別 束 セ ン SNeG 人 Sc 交 詳 G 期 軒 「 サ 中 へ 
り ド トミ A HG 失っ せ 」G 商 泊 蛋 つ し"「 半 人 下 秋夫 尺 
や 8 っ 」 避 騨 作 G 当 上 午 さり 記 っ し お" 


吉 代 " 的 で 上 ー コ 人 要 人 te 隊 計 


舞 慌 衣 代 表 や か” 活 明 反 叶 る 韻 要 On や 系 の 
っ 心 康 虹 乱 お らぶ ン oe50s 守 福 党 や 並 密 G 康 団 や ゃ " 

間 り 史家 居 で や 2 人 So 器 詞 画 公 人 NN や 
和 訟 計 史 で つい 見 拉 人 の 要 生 信 as や" 店 幸 
や つ PwSySG 紅 泊っ ゃ 玩 いひ G や や 失 。 部 詳 
移さ ね ーー つの 科 G 全 ご SQ 人 SS 公有 忠 松 党 いじ ヤ " 

要 記 で 季 、 2 2QSS 超 礼 生 : く 家財 丈人 ) 喘 忌 人 
w で 公記 か 諾 中 を 2 っ” や の pm 回 誠 沿 つり 5 
08 ホー スト ュー つつ の 8 や ゃ っ 6S” non 福 5 
ぶ 人 ホー コト ュー で や も "KK ペー 全 牙 や S っ ” 硬 周 民 
人 る ミ ー キ ー お 人 抽 補 D で や ら ン ご 懇 了 届 反っ" 世 尽 
で 守 征 ポン pm AT 公 を らら SG6。 癌 で 全 
交信 さい 息 革 "| 

が がり 20D す SS っ や も 公算 応 で や 吊っ 細め つろ 
祥 穫 わ 和 めで 気 。 基 2 公 回 NuP や QBSNP で 
@S 孔 性 史 昌 っ いき 基 一 泥 つ 宜 信 っ" で っ の 写り 


症 宮 を ひで の で 光代 潤 で 全て ぐ の 刺 公 塵 で いり ” 邊 
で や プ こそ うようよ 

部 信 ペ 人 SMy で 長生 親 や 交 2 か の 信じ っ 宙 で 
や や" 記 中 と で 2 無 史 で や の 王 公 屋 296meSG や 球 記 
つっ っ BO の 維 20< ぐ 登 P つ 6 守り の spaSna6 つ 入 " つつ 


合 つ "| 人 SQ@ ズ リロ 「 介 注 先 社 更 全 四 で で 」 つの 李 で で だ や " 


やせ ささ っ つ 答 弄 つ いり 無 汐 氷 斉 ち りら 2< で 。 下 人 癌 送 つ ン 守 
WP My 計 江 淫 。 無 汐 束 和 記 あり 補 s つ り 

組 骨 公記 の の つろ いひ り つ 8 noaoeoaor NNA 人 二 
ね つろ 人 ひけ つや ゃ "Qoo 「 キ SA 人 8 剖 記 で さっ 」 つ 
加 い ぐら wo 癌 oon で キ NNA 全 表 計 の 間 人 か 5 
hH 不 加 り 搬 2 普 室 公 叫 て 衝 を く An A 和 剖 や 史 
で も 畑 員 避 康 膨 補 や めい ンー 完全 で | ロ S ポ 舌 忠 移 ト 
ゃ >A や 束 )) う つい 2 っ 6 や" 

粗 員 人 る つ 農 や り っ の っ つ 表 尿 つろ 愉 茶 赴 肝 


直 守 敵 民 や や "中 史生 ち や 衝 人 8 ろ や 守ら つづ" 所 4 埋 下 
紀和 や の 求 望 Q" 祝 衣 つ きっ ちさ 舞 @ 共 店 ぶ 
SGS や や ) 人 会 ンー 完 入 で 弄り つ 


全 Pas 和 や "けり で 守 玉 罰 品 宮 玩 @ 球 りつ RS 代 守っ や や 
に 
だ っ " | 里 22G 例 叫 桂 る 宮 @ 疫 完 人 <@ りつ" 一 史 
ペロ 全会 び 琶 鎧 提 可 人 「「 人 S 准 迫 祥 完全 」 つ 
BASS 2 お っ 包 必 選 ” 無 調 G 朋 由 AmRG 用 
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@ 寺 や RG 記 0 ン e” wS 葉 つ 
NO くに Y く たき 計 *YJ 
や ao 包 G 代 守 ※ 音 全く な 汐 ぐ や トル 


SR ペー AG つど 胃 で 補 演 t@" 


佑 帳 つつ いや 陸 っ 個 か の" 愉 や 生 ら 人 
や で ので 還 ン とき いつ aenS や 人 So" 
ーー 一 尿 2 や や や や 8 で や つ せ 
y い 全 o 

86 お 分 選 半 騰 和 やつ の" 肛 球 %% で 人 
とく 7 こ SE:N 症 EN 
8 人 28 人 5 や やら や 68 GS" 
窒 合 。 思 三 貴信 守 ホ キ へ く へ や 
玩 弓 ( 冶 過 表 ) 生 〇 午 つ 色 凸 導 
ES や や ら 全 1 1 帯 証 下 思 人 Ne* 
つ 合 つ 括 項 普 導 ′ コ 宗 G 遇 鞭 い や 


度 の 食事 づく り を 担当 。 好 き な お むす び は 塩 昆 布 入 り と ろ ろ むす び 。 


か は し ・ ひ で みね 鍛 ノ ン フ ィ ク ショ ン 作 家 。 1961 年 横浜 市 生ま れ 。 『 ご 先祖 様 は どちら 様 』 


(新潮 社 ) で 第 10 回 小林 秀雄 賞 受賞 。 近 著 に 『 一 生 勝 負 マス ター ズ ・ オ プ ・ ラ イフ 』 (文藝 


春秋 )。 家庭 で は 


た 
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ろり ん 


を ンー りつ 反っ や と の 宮 祥 で つっ" 
S ト ) ^Q 3 ^ て NR %) 加 1 3 人 0 2MhEG 上 問 PS 羽 所 つり っ 
ト t OK トー 公 忠 写 か 必 完 写ら 別 

当 典 表 羽 ES ミ 押 机 、 入 し 表 ^Q ふう 合 ① 記 りつ enS 守 挟 。 1 巨 符 求 わ っ 
S で の い 守 演 や 未 豆 2 ろり 20 | 0 で 

1l| 思 人 く 政和 由 上 く で 応対 守 宮 医 や 


鳥 記 和 から 蜂 @ 環 吸 上 丈 癌 べ 釣 て 半 る So 「SK」 SW 癌 SS" 
4@ の 内 ペ 内 で PE 「 ズ own や 生 和 っ 季 訪 加 人 つ や 
選 是 環 恒 こす ゃ ) きち ペーS Sn で や や 」 
LES つ 腹 球 め で | 11 人 里 weSo りつ や 
析 是 掴め か ら 和 が 7 っ た 本 め ロ タ ン " NO り 仙人 53 
に テマ くに いす くり 隊 還 拓 @ 共 で 
EE た に 3 枯 き WS OS KO 
Sm 回 つか" 衣 。 さ 庄 。 揚 所 つい 2mP TAK 和装 Q」 全 押 
る る >1 避 ストー 間 公 昔 ちら" 
ド に: 計 せ コ ril 思 舎 「sE」 GE ロ -o 人 So や 
郷 池 G「 店 」 人 へ 守 て へ ( 殆 般 @ 抽 ) 
ロロ 「 3 アデ 「3」 38 人 邊 思 り 弧 め 「 人 で 
人 つい O」 抽 准 0 の 人 
PND EN 0 の SG 必 
時 公 半 吾 守 上 も Y 夫 こ い YーvPUIIE:9 べ ja 
人 の 1 ] _ 本 トー ツリ" ミ SECHCHUREEB UE:ed 
生 ーー 提 Go" 世 R 設 6 TS 
M @ ら ^ る 信 SeS」 つ つ 王 め る @ で ちや 
9 区 、/ | III 思 科 ら か らら 叶い 人 相 吉 Ww 
ーー ーー 〇 ぐ SG や Sv" 
環 環 ぐり 内 選 へ が 和 か" 麗 つ 飲 ] 羽 の きぐ おり 里 
や IS 的 つ 人 
CMesm AN | 
こ 、 4 ー 、/ 個 み * 
ュ っ 還 So8 つの 室 悪 つね 礼 系 る 
ゃ も 。 呈 5 き と 人 や る ンー 記録 諾 未 め で (RA 
生 の 柚 い 記 谷 「 0」 つ 字 李 知 約 だ" 
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も 本 あ は 1 に 
典 て の 人 る か 7 に くい 


Me 意 全 ※ 器 oG や ポン 悪 つ OK 
穴 


つり 2 ぃ "0 定 判 震 昌 SG で いい 炎 
で 人 稚 やら 2 守っ 公 " 

仙 と ーー" 坪 衝 忌 じ 2 ぃ で や 会 
っ 所 の 時 で 第 柱 め 人 る つの" 評 綴 生 Q 劉 寺 

1i 2 

「2 選 で 国民 丈人 会 や NNtN 
寺 全 Q 箇 るー0 か っ RMK 史 癖 で や や つり 合い 
こ 合い 困 登 KO」 

隊 hG 沈 豆 畑 G「 失 名 G 避 " 
ゆい つの 「 選 和 汐 合 @」「 究 移 選 *Q」 
Syn? 

いつ yo まこ さこ ャ ンコ 
ぐつ 過 中 生か や 全 放 2 会" 穫 球 
で 46*o の 「yS 人 紀和 弓 つり 
QBS 2⑳ 衣 か 0 や で 」 つ りつ" 
「 や っ る 還 き っ や 生生 」 つ の 孔 い の "「 概 
っ つら 5nG 5 是 畑 や 人選 選 起 摘 党 か 
Q」wwinsG 守 ) 隊 お つり 介 6 や や 
栄 理 半 篤 敵 臣 G 人 る パン で 全う 人 
窒 「HNAW 装 じ ポ 生 」 つ を ら 
い 刺 史 償 で ト 下 つつ 宏 門 | 下 
演出 者 S ね SG や 交 Q* 


KW 


NN ニニ ーー 穫 


更 や り に る @ の る 
免 3 う ーー0 つ 届 い 6 生 " 
04Q” 鞭 衣 G 交 
3aEECCYS7】 

釣人 3ーーーOV7 

つの 0 全編 ンマ 則 *9 そ つ " 


Se 


4 


HH ※ く 逢 ー6 吾 ツ ボ 


立 粒 や 陵 い い か の Sc 
信 お か 5 軸 KSXー か 病状 だ て 部 " 
人 に 合い マル コリ た さ 
胃 号 凶 Q っ の 宗 半 圭 和 S※ 呈 

振 つ ンタ りり 倒 村 会 つ る 人 骨 ろ つ 加 見" 

に たけ こ Le に に や マル 

や 四 2 所 KN Nop” 測 窟 人選 の ろう" 

感 *Y つ / 挟 栖 徹 骨 お か 


まだ まだ 続く ヨ ! て 


意外 に ウマ い ネ 
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一 


と 


4 
KN 


度 略 混 択 誠 G 師 から 


- ふ 0 釣 QG 5 心 選 由 SG 雪 


る 人気 避 ぐ お ン ル 0 で 赤 々 o 


詩 攻 除 G 所 記 も る 


| 8 り G 沙 交 皿 抽 和 か yo 
葬 還 人 り 全寮 多 
違 宝 り 半 うり So" 


) 
ンプ 
骨 ぐ つね 中 必 


主人 00 の 計り 6 年 YO" 
理 人 斑尾 
いい たく) 


\ ぶ xs / 


遇 林 醒 ぐね) 団 
ルル る 計る 中 本 wo? 
谷 民 宙 斉 因 へ 
ポ 必 買う つて お" 


60g が 目安 で す / 


ツ 環 味 


柳原 商 之 きん 
江戸 合 石 近 〔O 流 員 家 
声 黄 熟 期 に 興 っ た 


や な ぎ は ら 


・ な お ゆき 欠 江 


柳原 家 家 伝 の 料理 道 「 近 茶 流 」 の 後継 者 と し 


て 活躍 。 好 き な お むす び は 梅干 し に 海苔 。 


教え る 人 


り G つ が や 中 
EE いう 0 プッ 
填 和 りつ の 7 


\ 


口 を 開け た 時 と / 
\ 同じ 幅 で すね / 


4 いれ むり, に 】 
束 豚 

に たく より 
いで と 


4 
NT 


介 お か SG 恒 和 表 SYO 


mw や っ で 
鹿 wSR-en の 季 *AP の 肪 寺 
の さ 所 0 り 陸 0uS" 事 剛 遇 来 
区 つ り 千 2 お 守 ら つう 中 表 系 人 N 

ュー ヤキ 乱 公知 QG 全 RS く S 2 
科 う や 「m ク を ー」 つ 瑞 つ 人 So 
米 下 @ 還 人 ぐ シ ロタ で っ 26 当 つり 
ン Q MySAs つ 人 P 包 や 
つり Pa お で Q 区 生 。 晶 GS 遂 全 征 
ぶり 選 ポリ XeY WS 標記 家 0 
中 や Q ン ” 末 示さ や Qp 人 8 
化 罰 く 思 り が っ つい 上 遇 選 お 6 負 系 7 
1 口 包 くり 了 K 史 太っ 

普 m 2 っ" 

屋 こ り 9m 2 や 仁 守 っ 公 「 昌 作 」 
Gt い 守 党 で 2 つら いて か 人 舞 銘 
置 お や 生 てい 0 つ らい G 失 ※※@ 族 曳 
祥 人 国人 人 SOG や 名 折 和 人 So 
舞 約 ぷる 太 GU 完 代 20cm GS" 

当代 や 拉 6 党 つ ろ 

く ト ーK※ ト ー つ つい 抑 RQ つ 失 
る も も や 人 8 是 拉 く G 介 部 時 ” 記 人 避 
mo Qast 中 っ つり 5o で や や し で 
叶 弦 畠 @Mm 近 の つらい wan 人 7 


4 うけ つつ 公 " 


ユ ュ ルレ 


足 邊 @ 束 


「 介 5 や ら 低 還 葵 で きか ミト ー テ や 
た た に こさ 
っ もつ | 足 直 人 S 再 補 @ 陽 りや 」 


Seen つ 


や 心 哲 各 GS 人 応 覆 己 旦 侯 G 昼 
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幸 回 買 へ 別 つね < 


chsRG 中 ツ HoD 隊 WG 計 の 思 富 Nm で 入 " 味 近 間谷 出 坦 CR 
雪 全 @ 嘩 て 区 人 0 の くつ 表 S Oo" や NR 党 守 ) ロ 叶 守 めで お 愉 馬 %※ 選 
10 Joyo" り い 生 ら ONS て Q 東屋 絡 ” 導電 周 @ 志 所 つう 心 緒 
0 0 人 る つの mRAino* 人 る さ つい 代わ か も やせ 寺 「 拉 」 所 地 
る ト Sp 2 つろ" 
と = 羽仁 一 晃 圭 講 で O つ の 衝 る や や SG 演 
le ン 全 「 下 」「 据 」「 表 窒 」G の 網 公介 
つや 2m' 密 振 人 選 外 還 先 前 公 筑 手 
か 秀和 り Ro つら" 
くつ 呈 式 や の / 「 引 絞ら EG 業 
9 で ルン 】 川 到 代 國 訳 で つ ロ 


2 ぃ で や ゃ "っ で る Sw@『 紙 迫 』 司 
っ 須 で で Q さい 表記 2 居 守っ SS や ぃ o" 
遇 収 刀 2S 演 祥 ぐ や や 

w 尽 合 N1 下 人 6 か ら 5「 裾 山中 
和 記 及 和 や @ 貞 弄 晶 や つう "SS ポ 
所 演 表 所 人 塞 っ 革 て 「 提 具 っ 」 史 所 
で つ ′ 毛 深 全 求 六 G や HG 県 趣 つ 
りつ | 人 SNPS 窒 団 韓 持っ o1l 下 還 
や 史明 て り ろ ね さ つ ン | 代 5 か やら Si 


人 から 上 人 反 か 


中 史 明 2 


容 記 9) て RS 思 り 圭 参 窟 職 つら うお SO 人 
中 S ゴ v 貴 oo 緒 つ 2" 
介 お か る 回 貞 人 0 征 ツ SE OWUIE:WYohNeWIt1 
ささ な 舌 本 つ お "口紅 ご 記 な や 紅 
で = 加 
き も 
M 中 前 の 玉 りあ 内 県 間 1. 交 G 提 お か る 人 司 
当 を 合わ り 昌 の W 玉 6 の ンコ 全 守 則 つ の 委 人 8.o" 3 
2 守 N0 ぐ GS 店 戦中 中 0 で 時 長生 る く りつ り 長 Q/ = 


WS 悪 つ SN さく 富 / 晶 G 思 中 0 で 

0Q 旧 半 S 抵 半分 で くつ 昭和 や 森合 りつ 3 
来 @ 親 矢 半 で お 紅 仙人 りや MM 委ね か SG 語 昧 一 

「 朱 ね か 5 舎 の 置 mm 人 る <@ 委 うつ て 翌 史 か コ 」 つ 汰 0- ペ " 
由 当 祭り 計 / ※※ 親 穫 て で O 全て 料 MO 全 @ 人 7 


も うち ょ い 
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衝 親 守る 2QQ7 
そ % 完 店 悪 尽 の る 


志 


「-KmG 履 強 の つと か 2SG や 
人 hG 昌 祭 親 品 や 忌 ろ りら 
や 4」 つ 最 基 昌 計 や つつ やつ 
人 c 肝 吾 皿 G 介 条 箱 尽 2 
合 @ 刀 全 G 演 や 素 較 つの 返 や 
二条 鋼 嘆 So 
SS 「 提 めか ら 」 つ ら 必 貼 や 
寺 購 民 也 りう 折 統 量 刻 G ポ 
軟 刀 人 入 虹 2 寄 例 の 2 


リル 得る ル ) リ つら / 
下 2 ソ 4256 沈 


表 容 


人 rr つ と こ が す ここ だり どす 
銘 演 G 了 K 末 記さ せつ 人 深 
判 上 振 音 下 稚 や 親展 ′ 居 衝 材 
Su 疎 め 則り WO つり 引く 
SQ りつ 人 0 2 所 人 さっ 
心性 けり 6 深 ロ S お ぐ や つの 酢 
we 入 玉 で" つう りつ 5 洞 
「 欠 5 や ら り Q へ で 」G 穫 5 
やら 全角 深 矢 0 率 呈 


に K 癌 ぐ 
] 晶 く 居 一 
EN 


更 必 を セン | 企 て を ネン 公 
で ロン 5 っ 人 下 中 編 で 信介 
やら 忠誠 箇 "下層 や 所 や dH 
周り 香 ′ 導 ロ ー ム oo 着せ 
nA 人 湯 吉 必 会 旨 后 つり 全 
で 全 境 賠 や 判 刻 @ 巣 ” 導 ロ 
人 SQ tn 古畑 の つ G 近 らい か 
に っ デル ー ド ご 義一: いい ニコ ベー いい 


つり 2Q つ うっ 避 綴 で 


て で で Q つ いい ロー 塞 代 朗 の WAN 時 
62 つう 心 全 QNO つっ 本 
の 王 表 ロン の 宮 反 和 で 李 憶 品 計 ト 
RI 
祥 悪 机 の つらい く か 会 ) 応 N 2 ら ゃ ン 東 
つ ※ 人 音信 1 る つい ヤキ N キ 蛋 
っ 2x9" リ 選 8 妥 人 が だり 移 呆 wo うつ 
や 店 選 Q 志 で つろ" 

で 旧記 合 凸 称 刺 お 人 共 二 
半 @ 状 公 宮 他 580) 喘 G や 5 


ン WS エ P 和 5 や や 史 尾 合 生 ) っ 


CD こそ 人 やこ 1 の 0 
2000G い DSm Am っ 忠 尽 ko" 
IE に だ や *fK、 人 計 c1SES3UI に :M 
まこ ここ に =(: さ コト >: ヤ つい 人 

「 臣 GR 史 慰 2 リン 2" 人 6 や や 
00 で いつ 全 守 大 6 や で 公 の 」 
表 半 人 所 乱 で 応仁 「 表 足 つ ぶ や 」 
つの wwG 宰 称 問 く ” s 邊 層 疾 基 水 

ゴン 避 和 回 つい 二 和 放つ 0 ぐり 
間 K で SN ホセ り つの つ ロ つつ お だ" 民 中 
つの 装 貴史 所 決り や” 選定 
20G 記 公 瓶 中 や 直ら 演 移 旋 つ 釘 り Q つ の 


に で リー 
理 結 @ 中 G 革 て 着 


「 穫 やや や 人 演 や 

つ 虹 肖 択 誤 選 ご 己 り つや 二 更 
ゃ own いや) 記 多 走 王 移 居合 HG 持 
や 居 公 邊 泡 孔 乱 届 へ 別 つ お” 渕上 宮 N 
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へ M 


古墳 か ら あ 
お むす び が 出土 ? 


(番外 編 コ ラム 


能 ぐ つ 中 上 

旦 200 0 や 7 

に に いま うい) 

わり 財 や Gio" 
デア 境 や 守 やり 

世 う トー 記せ か yo 


の dkRG 中 ソ 

に と エバ 
リバ < ル SYM 
iQ の 由 G ゴ ツ ッ 
回 遇 多 yo* 


nhn っ ) 庫 全 つ ソ 
沈 革 で 羽 気 " 


何 


ざ 全 5 キ @ 往 
Qg5y Q 。 等 
@ BS ホネ 本 で ミ 
ES 到 
品 全 Ss キ ね せる 
市 る 所 呈 ャ T 他 は 
入信 よさ ア 軒 肝 昌吉 
まき 叶 に 導 せ 全品 散 R1 。 1 時 
史 県 GSG だら S… ふ 川 き 
革 ト 会 弄 臣民 SG 普 へ 。 ざ つつ 詩 
二 S 介 や じ 登 同 語 き 計 や 始 朱 
回 と に 臣 

た まま だ: を を かす さす: 間 半 
に おま を を ID 守 馬 に 
@ 当 や リロ ンマ 買 。 

人 人 あま 肥 る SGG 贅 っ 遇 只 


屋 中 和 撤 9 か シロ つの 


立ち 寄っ た 際 、 機 転 を 利 か せ た 本 陣 で は 
大 量 の お むす び を 振る 舞っ た 。 以 来 、 


ーー 表 弓 G 揚 や 
『 グ ア 1 1 己 和 か 5 の 臣 句 


(= 1】 り 守 中 り 衣 で 7 
My 中 入選 る 忌 つ ソ 


ト ツン Q ツ YO 回 届 0 科 MO 


ゴ 寸 m@ 由 堂 
時 8B 叶 め りつ 7 
問 水 別 つ い / 


電 GS じ 
三才 G つ 

ト に 

に 2 

り Q や 己 どろ 
に お 
昌明 Sg お 十 1 
きり 融 6 から て 邑 還 N 
上 や 友 衣 や ohK 剛 更 聞 
示 パ る つ ~- ね だ 思 トト 0O で 
実 e 往 せ 旧 人 各党 

@ 折 だ G 来 TH れ 三 

マロ 長 民 医局 也 や 導き 

ドー た た: す す : 


選 っ 素 据 韻 0 ON 所 " 


移 所 の 記 で の 求 喝 中 で の お GS 公 / 
を が っ 引 つ っ 思 公 操 2" 

「 そ る 可 知 半 り り 静 で の 愉 や か 会 」 

羽 計 る で 損 党 めい ント と SSK” 守 
さい る 。 で 急 0 お @ 乱 穫 る 引 つ 
控 環 めく 会 麻 や 装い つい 避 装 りり 
祥 つ で 立 つ 回 の 王 環 公 績 ぐ 生 と 
無 2 舞 加 先 周 % で だ だ" wG 革 や )) 
れつ ト いも CU 上 衝 MAIIE:\ こ いさ こく 1 
haA つ 皇 求 だ お G や Svo" 

SS6 や G 記 G 介 や や や 人 応 豆 完 名 
信 屋 2K 1 選 雪 公民 O 叉 穫 の 
で 和仁 斉 終 宮 と と つ り 2 ぃ "所 の 
韻 MG く ー リ リー つろ いて か 代 " 

「v 避 人 人 中 人 で GWS 党 や 生 」 

避 豆 求 講 公 可 刀 で 久 ” 店 部 井上 明 
て 信昌 人 G 介 6 生 や " 客 肖 つう つの 抽 わ ゃ Q 
GS” 届 G 由 SG 呈 ご の ゃ oO ぴ つろ 

ミト ーK ネ トー の つい 交 vo 更 
RS tn い 必 AGRG 品 G 委 お か ら 人 
つり の ゃ くい N く や wet 遇 人 @ 選 嘱 


宏 で お っ い 守 参 人 や 9" 


クリ 
/ 


お むす び は 手 を よく 
洗っ て か ら 結 ん で ネ ! 


参考 文献 :『 お に ぎり と 日 本 人 』( 増 注 敏 之 、2017 年 、 洋 泉 社 )、『 お に ぎり の 本 (一 般 社団 法人 お に ぎり 協会 、2019 年 、 辰 巳 出版 )、『 い し か わ の 遺跡 No.26』( 財 団 法 人 石川 県 埋蔵 文 


化 財 セ ンタ ー、2007 年 、 同 セン ター)、『 川 崎 市 考 』( 山 田 基 太 郎 、1927 年 、 石 井 文庫 、 非 売 品 )、『 川 上 市 史 通史 編 』() 川 崎 市 役所 編 、1973 年 、 名 著 出 版 ) 
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doncyU 
食い し ん 功 


倶楽部 遂 


7 


を 邊 る 人 究 つ つく 虹 器 庄 策 
つて 8 隈 っ つつ" 


ご いら 叶 党 人 いき うい 8 守 記 
や つ 父 穫 人 す 叶 人 癌 境 居 挿 つ NO 
か びに ャ こま アル だ りく 


いり 2 が 生 " KN で Am6 変 國 業 状 


局 立 還 N mA 9 ヘー で い S 計 固 n 他 
6 生 " AN で AN の つ へ トミ 史 宮 4m つ 
お ね で ヘー 設 還 つり 2 っ 6 和 や " 補選 公 
近 忌 舞っ 2 ね さび 家 青 式 款 PS ふ ト ミミ て で 
て ハー の 下 書 つ 祥 う っ つ 明 ぐつ っ 6 和 や" 
人 叶 る 四 2 つ で S 惑 材 小 @ 民 や 人 SQ 
いや ポ 迷 本 っ 持つ 雪 の つつ 会 克 豆 め 
うつ る ざい 一 


接 ろ つぐ 志 悪 材 晃 馬 串 時 宙 世紀 


【「 引 2 つぐ 」 の 尿 居 】 

・「 展 Q」 人 人 委 2 つ 2"、@G 要 是 史 表 
p 尋 ご りつ 

・ 泥 選 己 向 で めで や の りつ SNー 条 園 有 
守 党 弄っ 税 信 けっ" 

・ で 記 の 器楽 で 案 只 祥 ン ′ 慰 つ ご ン 四 直 
和 り peQ うっ 0" 

・ 二 GS 足 史 堆 り ′ 疫 弄 時 2 史記 
*Q り うっ 

・ 信 2 つろ 交 陰 寺 つり ンマ Q で 揚 
緊 や yo りつ" 


半球 必 N NHNー 


Q ら ーo 慎 己 束 人 る ぐ 導 で 久 「 近 党 
骨 N BA ヘー」 祭 Q ら いら 慎 思 
トマ ホー ヘ う 8 記 Ns つ お だ ! 

下り 1 拓 " 八 評 つ ソ レン セー らら 
に re で 5 計 も こ た : さ ここ り に よし るり 
福 Q 皿 拘 を 団 G 居 部 ′ 馬 折 悦 算 ぶ ※ 
や 介 下 ち つり か ae つ お ね" 親 忌 人 8” 政 
慌 球 邊 人 穫 ト ー 和 ル 編 四 作 史 中 現 つ うろ 
つ 呈 na ホ 窪 @ 刀 人 部 選 和 や りつ 
らら w や RANSA や S 江 4⑭G 
こい や りこ た さく 


くく ホホ ーK NANANNー (や 


つく NN 下 GS ヘ ネー コ 粗 ) 和信 型 つ 


HASAG 刀 き 半 抽 表 慎 中 。 土 宗 叶 ・ 野 
秘 つ KAN で A や 音 記 "部 誤 ] 炒 せ 
堂 で 2 守 和 で 球 で 全 紅 人 る G 薄 つの 全 
半 " い 沈 Q 慌 奄 い 2PG 細 語 嘩 絶 
SS 宗 つ っ 普 密 移 弄 うつ つま? 

可 喘 史 胡 で じ 較 葉 め 詳 人 @ り の や" 
岳 さ G 志 拘 公 コ ー 和 再 人 る SO で 
忘 っ 時 さ 。 T 窟 っ o 札 や いっ 刀 うつ 
叶い り 介 つや "wwS 率 葵 や や うう 約 


写 ご め ら 一 


こと を 体感 で きる 。 純粋 な 豚 
山菜 の ピク ルス と と も に 。 そ 


の 香り と 旨味 が 堪能 で きる テリ ー ヌ は 、 放 牧 豚 が 


ハム は 薄切り と 厚 切 り の 2 種 。 温度 と 厚み に よっ 
育っ た 山 で 採れ た 、 


て 味わい が 変化 する 
の ほか 、 プ ラン ケッ ト も 。 


だ きま し た 。 


た : 


らい 、 編 集 長 ・ 植 野 (た ) 


な る まで 可愛 らし い 顔 を し て 
し て も らい 
が お いし くい 


いた 食い し ん 坊 豚 く ん 。 エ レゾ 


瞳 が 優し く 、 子 供 の 頃 か ら 大 人 
の 佐々 木 社長 ( 右 ) に 正しく 調理 


【 


Ei 
人 また は | 食い し ん 坊 倶楽部 | で 検索 
4 


加計 
b 
避 る 
志 Q 
さ 生 
つづ 
つ 旦 
四 く 
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編集 部 


佐藤 倫 治 (放牧 朋 プ ロジ ェクト ) 文 


撮影 = 


い 
"ノン 


- 


RIs7TORANTR 
Aco0A JAZZA 


@.2Z《 と 


上 損 と な っ た 、 カ ン パ ニア 
較 ま 日本 の 農業 と 健全 な 食材 を 応援 
限 ン 認証 」 等 も 取得 し て いる 。 


BRUARY 2021 


「 トト ふ トト て 公 


1RRO 時 "で せ 呈 任 SG て ふさ ト 諾 
周 路 選 J で し 任 財 揚 G パ 避 ロ 過 マ 財 補 "7 
WW で し 押 民 | 十 @ 角 思 GS 民 
ユー トミ を く 込 6 庄 早 居 ^ 
「 て で ふ 人 S つ 」N6 菩 足 玖 じ ′ 監 絹 号 料 
列 RW の pF レト マ ふ Rh つ G 公 7 

ヒビ ハ キ ヘ し めで " 妹 入 夫人 企 本 
WC を nc G ヽ さじ 遇 て we 未 )) せ ST 
軍 征 ら ゃ も 損ね て ふ 信 つけ は 8 CO 時 
定 ふ ミ x6 臨 能 ・ い ふさ へ 中 G 雷 勧 払 つ 
し べ 龍 0) っ 0G 手 季 伝 丈 ? 

リ JGY ふ さ ト へ 思 革 玖 鉛 問 衝 Ke | 証人 
農 己 ロ 醒 凶 つ せ 「 ト ふ ト SRA ト 」 ピ 
SNP て ふさ ト 堅 ご 、G 還 近 下 爺 も で 
S 尽 AHN ロ 鶴 則 "レボ ー 光 キー ゼ せ 
「 せ エエ へ ト Y」 王 彰 G 央 葉 征 ひで ( 拉 べく)* 
振 つ っ 衣 や G 尽 っ 電 喘 四部 WW0 や JG 
AH へ か や ロー や 8 で し CO 中公 
了 時 の っ 心 「 尋 っ 国 刀 や 」 宙 " 

「 遇 Q せ 7 1) を)) や を キ つ 選 編 させ っ <Q 
信 っ ^ AA ミロ 條 く や や 選 り っ 心 ゼ 
"6 も 趣 人 到 和 を さっ 英 陸 じ つ お 」 

還 他 も ぐせ で ふさ ト 臨 憶 じ 遇 時 下 " 媒 
陣 @ 固 舞 品 約 eN ス れつ = か HH 和 YK・ 
AH ユ ト 到 倒 Q① 回 本 G@ 瑞 ・ 作 中 ト 到 
し "ご | 還 二 し 邊 や" 宮 包 田 マコ 
つや 公 すっ 届 ツ "ポー か ト ・ ふ ホー ト 
( 擦 て ふさ ト 英 陸 ) G 思 「 ふ トミ ト で Hー 
ロ ・ セ レミ よー 公 」S て ふさ ト 尽 GO 画 
選手 い 刀 能 ′ 6 も ロ 画 陣 り っ 玉 据 ロレ 


へ ト 」 り っ 心 外 問 


ミ よ トー 導出 守り 由記 公 Q? 

「 て ふさ ト 催 時 篤 尽 人 っ 心 り の 更 尽 
や お で 38 末 羽 く 過 WW や っ 」 

つじ レポ せ - レ ヘ テー や ト 緩 共 G「 へ 
ミ ・ て KR テー ユ 」 く 「TNIN 穫 一 各 緊 祭 
選 ン SQ つて ン 」 つ や 届 澤 的 公 で " 選 
せ K 誰 GIIO 関 SNe DS 環 公 "や | 
MI に コン ドド) 導い だ よ ・19 
ji そり ミン i( に で くう VEYA 
避 財 「「 で ふさ ト G 男 陣 G て ト 史 主 で 
Ne 性 て T 和 へ 名 っ NG」 つ 由 で で KG 革 
や 避 ン 6 修 膨 べ 公 守 々 や G せ "下層 押 で 
や G 皿 WS NN モー、 や で 刀 る Q? 
典 @ 舞 0 還っ つや ざっ りり NW で せ 思 
性 避 代 や て ふさ ト へ G 吉 和 氏 う や 
ロカ の NeG や 人 つ 公 つ 路 攻 で ぜ 「 還 
医 じ 6 回 幼 り 区 つり ずつ やせ 祥 む し お 
SS」 屋 々 きつ じ っ te* 

「 届 補 「 四柱 べ せ 肛 け AF 入 一 や 、 
エネ いよ さよ りり 作 で 
As つ 捉 し 画 つ る "TH 
ー 作 貞 へ 交 層 Ne 人 S 江 陸 )) ざ レセ 」 
や 心 つ し マツ つ で 公 で 臣民 到 邊 
層間 飛 で mA7、 革 7 年 末 ))JG 半 
っ 中 守 じ っ ン " 己 條 昭 ロゴ 拍 員 
ShY へ 7 選 陸 料 湯 菜 迄 ホーKK” 
押 め べく 貯 め / 問 @ 到 じ m 訪 @ 回 G 避 
己 玩 nw つじ 議 め SWG っ つり 
で 最 寺 @ 坊 刺 唱 態 さ 志 介し っ te 
字 ら で 公 還 性 く 電 民 府 C GS 


GKJ ユ トー97 

いよ 2 くに やく で ここ に さい 
へ 選ぶ ふく KT 人 や し っ や く 〇 の 
時 で て ふ ユ ト 催 陸 く や 忌 革 抽 
示 つ し 組 く 犯 祥 中 ロ く で 
に よい に 3 で さい を) 
「 際 型 NNG 66」G 弄 人 人 や 皿 男 つ お " 

に 2 く き ミ で ココ dn( て で よ ・ 
いり で りく て 放 CUENS だ SE に いよ 
nGS ヾ ふつ ト 人 庄野 G 刀 公 Q。 岬 性 
半 @Q 凸 性 G 剛 祥 じ 揃 際 つ 刀 っ" 
「 ボ 丹 選 年 和 局 っ レン で や 公 人 で 
寺 せ 岬 前 NO の 到 し WW 刀 で し セ 」 

で ンマ つ レ 「 ト ふ に こ 私 ト 」GTA や 
ト ィ せ 「 棚 写 的 直 ね つや せ で ふさ ト 催 早 」 
己 求 "AHN ロ DJ で し ゼ 圭 典 G ト ー 
レル JS で じ っ マン " 

RO 財 公 Q 表 60 層 そ ふさ ト へ 6 艇 搬 
せ 豆 で G 環 っ 左 品 め 失 8 人 NE し 


60 り JO 間 明 人 Q 侍 代 7 ト TIN7 KT 


憶 革 媒 情 や で HH ミエ ーー マコ INN・ 
ロー 押上 民 客 量 "こく ヘ トロ へ ふ …… ズ 
坂 理 同和 S 人 る 人 る で 8 人 つ や 

「 ト ふい ト こ 私 ト 」 重 ゴロ 1 昌世 財 
上 ト 委 地 明 地 「 レ A 泳 キ く 私 AH」 
李 つ " だめ 据 舞 いさ 回 過 つ っ 避 王 
つも で 8 11OO 1 時 革 導 李 的 合 咽 
G や \ さ 選 に く 総 恒 虹 K WWG | 曽 ロ せい 
で ヘミ ー「 ト ふ ト や ャ ー ヽ 」 下 凶 ” 
環 ′" 氏 宙 " 独居 嘆 ′ 虹 宮 環 本 信和 の マ 


や 具 応 坦 間 貴 つ し っ ン " 思 地 もら くせ | 
OO 時 人 QR ポ ー ト ホーAHN 代 や " 香 
屯 せ | 衣 宗 | OO べ 製 me? 

DS 寺 6 だ 選 "11OOO 上 


宅 半 弄 NORS" Q さ 心 棚 選 G 杜 演 到 
1 質 UK く で へ A く こさ くっ 総合 ン 末 や 7 
部 想 豆 4 補 入 KW ン さ で じ 纏 店 濁 
いし っ つつ ? 配っ つり っ npG が 7 還 思 
SGK ふ SN ゼ 選 避 MeO で SS 私 で お 」 
想 和 や GS 十 翌 己 態 や WT っ 避 KN 
さち て 電 求 で で むつ を SS っ ? 宛 ゴ 也 
革 棚 局 弄 羽 G て ふさ ト 英 周り っ 心 柱 普 じ 
「 て せ 本 ペー や 」 ざ っ 心 ト ー ド 蛋 じ 
っ お せつ 「 ル AA キキ て AH」8 還 性 
SKYi ト AI トト て し SN 悪人 州 家人 
ンタ ン せ ))GTA や トー し て ふさ トロ 
地 つ も mn の っ 心 搬 め 揚 で 66 や 7 

や " 凶 G 押 相 陸 由 や NO 羽 吉 せ 
諸 ン We 思 玉 環 信 符 人 で 刀 " 凸 も で 
せ 編 畑 選 てく ヘイ て ロ 店 で 鷺 さ り 北 ” 
無 選 駅 性 李 ロ いっ つじ め ゅ 「AHN に K 村 」 
穫 や うり 呈 人 る で Net の DS で し っ? 

りり リリ 人 SQG10O 時 き 「「 ト ふく 私 
ト 」 耳 明 紅 G 上 芽 や ” 無 選 束 WW 只 記 世 


東京 都 港 区 南青山 2-27-18 パサ ー ジ ュ 青 山 2 階 て 03-6434-7506 人 11:30<14:00(L.0.) 17:00 


アク アバ ッ ツ ァ 


20:30(L.0.) 土日 祝 は 11:30-20:00(L.0.) @ 無 休 人 @ 予 算 昼 2800 円 ~- 夜 は 料理 5000 円 前 後 グラ 


スワ イン 800 円 サー ビス 料 別 カー ド 可 50 席 禁煙 @ 東 京 メ トロ 「 
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前 駅 」 よ り 2 分 


間 紅 了 本 つじ” 抱 さ 約束 更 導 革 "win 

つじ 上 帳 ユ 初 や ボロ 協 直 せ 出 」)N6 
11O1 や 早く 中 「「 ト ふい や マー ヘ 」 

し レモ ャ 公 豆 寺 " 了 令 尿 路 G 人 S 公 や し KT 


さ へ や ふ 中 一 到 邊 言 つ ミ ※ せ 選 で で pS 6 


梨 豆 司 公 111 和 mp 屋 で いや Ne 本 練り 
CQBG や "| 可 せ 当局 つ " 半 餌 ぐせ 7 
民 飛 G 性 李 り や の め 画 本 的 利 つぐ だ 5 
「 ズ 訪 ))6 し 銘 eS つっ 避 漠 
や ざ 二 し つ " 閉 忌 画 %G じ 層 剖 G 
性 地 唱 二 癌 も N9 衣 "| 凍 G 包 勾 民 0 
で し じ っ マ 擬 中 旭 陸 四条 お さや ロ セ te で 
し ゃ "GOQ も つっ で @ 宮 っ 」 

攻守 回 守 り | 軸 ||IOOO 愉 や G 社 皿 到 
過 Ne" ふゆ ン G 直 中 め 中 We じ っ NGP 設 必 
選 め 未 6 で 生 " 疫 時 探 り 各 興 公 中 所 や 
全 マ 8" や 情 め 6WON0 MGS 公 
し ” つ 人 お つ 呈 近く せ 表 人 SG や ? 


Ge つ を 比 で で っ 」 

押 必 て ふさ ト へ AG 妃 択 押 公 特 っ し WW 
舞 貞 ロ せ / 己 嘩 NN ン G べ っ や で" 怪 
揚 ゴ G | 地 弄 きっ 心 設 峰 ボ ボ 公 咽 9 


S か 
っ 
た 


GS お 赦 つ じ 措 G や っ つ を SS っ 
11O1 く 慎 還 下 「「 ト ふく 私 トド ト 」 
せ 旨 軸 ” 民家 遍 " GII 時 窪 GT ロ 相 吉 
や で や S 還 字 人 らく せり 洛 NGIR 居 

YouTube レ ふさ 信 旭 罰 た も KN6『「 還 志 
下 他 GACQUAPAZZA ホ AN さ 』 人 7 
hfR ロ 一 表 1O 思 製 *GKJ ト ネイ" 了 K 
幸 G 放 二 中 GS" 加 懇 押 革 田 如 王 ロ 
押 っ 恥 幸 * 作 催 陸 的 狼 % 刀 思 Q 到 | 調 
で いう いで すり ・ る: こう ココ 
人 は: ゴリ: よこ も 、 び くだ で YE SS 
こ か へ ト 』G 近 つ っ 代 季 もぐ や じゃ 」 

地震 季 リ ロー ホロ ー ミ ー 電 処 で っ 


te 軍人 も くき を で 措 K ふ ーー? 

雷 民 PO 時 " ト ホ つ 羽 長 wete 思 導 情 
ト ふ いく へ ト 電 壮 で 刀 べく "KK ロー トー 
と 遇 庫 公 十 作 hte 振 公 <Q” 填 弄 G 秀 さ 
志 晶 で やく" やつ し 球 選 屋 で 人 S っ 剖 
MG 世 幸 装 提 刊 選 つつ 「 ト NN に く 
ヘ ト 」 つ っ 心 下谷 G 頑 路上 ボ 寺 し め 夫 6? 
「RG 球 入信 S④」 つ を せつ 明 マ 
や 細か G 刀 お で や” 聞 壌 兵 電 杉 じ ONG 
べ 交 り 玉 江 所 じ 刀 陣 葵 NON 8 っ ? 
WS 彫 守 選 |1O 皿 早世 新 寺 公安 や で 
財 較 *G 里 中 公 玲 Ke" 夫 起 G 由 押 じ 早 信 
飛 ン も だ v だ や" 将 新 六部 NGpG や 7 

っ を ” 交 幸 寺社 むつ を 穫 っ "? 身 早 中 
く ′ 肝 品 畑 で て ふ ユ ト 英 時 的 枢 つ せ 
EC EAC に 3 だ ド ささ た だ いび くい oO 
で 7 思 字 で 選 YouTubeD 誰 い 
や ド AHN ロ MK ト 、 りり そ 療 編 選 も で 中 7 
人 S い の いじ 鈴 由 し 令 編 的 駅 お 記 6n* 

「 ト ふく トト 」 民 人 で MQ SG 
AHN や っ や っ つ ^ SG 思 め 人 きっ? 局 刀 


と 
や 8 で さり 本 公 唱 で 玉 随 羽 G 
ヾ ふさ ト へ 倍 つ 信 せっ で っ せ 衝 選 ? 


「 役 本 や 則 十 時 "| 
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365 日 の めざまし スー プ 
有賀 得 
SB クリ エイ ティ ブ ノ 1300 円 


av ツ マ 


一 年 の 計 は 元旦 に あり 。 な ら ば 日 
の 計 は 朝 に あり ! スー プ 作 家 の 有 
賀 意 さん が 、 家 族 の 朝食 の た め に つ 
くり 続け て きた レシ ピ を まとめ た 一 
冊 。 フ ライ バン で つく る 一 人 分 の ミ 
ネス トロ ー ネ や 、 ミ ルク も バ パター も 
使わ なかい コー ン ポ ター ジュ な ど 、 お 
いし く 楽 し くつ くり 続け る た め の ア 
イデ ア が ちり ば め ら れ て いま す 。 


7 で サーg ィ ルアン 
に た ミ 


自炊 。 何 に し よう か 
高山 な お み 
朝日 新聞 出版 /2000 円 


文字 に し て みた ら 数 行 で 済ん で し ま 
う よ う な 、 シ ンプ ブル で 簡単 な レシ ビ 
に も 、 実 際 に 料理 を し て いる 人 に し 
か 見 えな い “行間” が ある 。 此 細 な 
行間 の 積み 重ね は 、 仕 上 が り の お い 
し さ を 格段 に 変え る 。 料 理 家 の そん 
な 「 勘 どこ ろ 」 を 目 で 見 て 確認 で き 
る よう で 、 こ の 本 は 非常 に あり が た 
い 。 た だ の コマ 送り で は な い の で す 。 


季節 の 仕事 
松田 美 智 子 
天然 生活 の 本 (扶桑 社 ) 1400 円 


誰 も が 立ち 止ま っ て 、 自 分 の 暮らし 
と 対面 し た 2020 年 。 そ れ ま で 見 落 
と し て いた 季節 の 移ろい や 食材 の 旬 
に 対し て 、 確 実に 皆 が 敏感 に な っ た 。 
いつ の 間 に か 出回っ て 、 ぼ や ぼや し 
て いる と また すぐ に な く な っ て し ま 
う 食 材 を 手 に 入れ た ら 、 今 年 は さら 
に お いし く 食 べた い 。 そ ん な と き 、 
ペ ベスト の 方 法 を 教え て くれ る 一 冊 。 


お 枕 ひ と っ で 一 汁 一 葉 


雑 者 365 昌 1 に 
松本 栄 文 仁 

NHK 遇 版 /1500 円 
お 正月 に な っ た ら 多く の 人 が 食べ る て に 


~ 雑 煮 "。 元 来 は も て な し の 席 で 酒 須 
と し て 振る 舞 わ れ て きた も の 。 本 書 
で は 、 全 国 お 雑煮 文化 研究 家 で 料理 
人 で も ある 著者 が 、 春 夏秋 冬 、 旬 の 
食材 を 味わう 多彩 な レシ ピ を 紹介 。 
冬 に は 定番 の "豚汁 "” の ほか 、 ト マト 
牛鍋 仕立 て "など 。 
一 品 は いか が ? 


J@ 


を - 
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県 対 部 音 
計 


ドジ McW さ 
詞 問 @ 悪 選 史 


当時 


在庫 僅少 ) 


350 円 


『 綱 の 中 』( 村 田 豆 代 子 文春 文 導 


握 逗 ぶ お 大 骨 


理 1 翌 @S っ 守 敵 公 苦 栄 常民 り っ P っ no 祭 識 め 「 の 名 」 っ DD で SD ぐ 
つつ 昌 下 や avo" 箇 4%wIK 各 角 G 密 せ 態 藤 つつ いり 軸 2 り を 58 詳 語 他 千 の が 6 史 入 蛍 や vo 
ぐ 妨 品 や の で 入 妥 征 ) ゃ 刀 編 で 5 で 公 河 や 人 5 只 尺 )) で 組 性 分 箱根 須 宮 還っ や 只 
2Q で 宮中 条 強 つ さら ろ り 画 伴 還 Seroas 人 守 うち で の ロロ く い Ptecotv 祥 入選 公 
朴 っ 守っ 党 史 定 利 2" 叶 基 わ 人 5 電光 っ 剛史 交 計 交 補 や りつ ro 人 Se GS” 問 束 削 つ ね ぶ 
還 や 親 り で て 光っ" 局 り 人 8 人 で 信 @ 忌 移 衣 記 や Q 臣 りき やつ men 紀明 必 own らい 
つり Q 系 答 さ P 交 選 や りり っ 時 っ 王 い つ 生 Q つ か て いり 公 憧 量 つ "さっ の 細っ きる SG つ 
に た べ で ・ 

下 下 党 ど や GS「 察 G」 人 5 記 明 GD で 刀 宜 や つつ つや o 己 考 G さ AD や Sv" 形 半 や 
選 G 朗 で っ 厩 人 で 申 織 〇 つら 宜 只 SNK り 回 べ 6 水 公 寮 wnP っ wo" 座っ も SS だ 旧 つの 格 G 
皿 吉 " 2 つり 6 問 四 の" 太 計 の 計 宮 店 人生 十 や 拭 下っ 叶 " 紅 了 人 十 R 立 G ポ 赴 半 和 
隊 玉 性 2 っ がく で っ” つ 滞 で ン 編 十 科 SO 思 晶 @G や つの リ ドー の 選 RS で 人 るび 
や ンー ささや っ 宮 箇 G 項 中 つの 光ら ズ 虹 人 で 福音 王 @ 由 栄 公 形 2 玉 "が 幸 Qmo 夫 KG 橋 滞 
祭 り 1 11O 半 せく いで が く て トト NS 匂 語り 披 移 派 っ お "DO22on 過 反 中 ご 
2* 邊 識 @ 骨 壇上 @2 玉 人 さ りら つら rnY 避 澤 豆 中 の 油 拉 つら 補 和 人 時 0 つ 
っ 穫 陰 各 綱 っ い ′ 振 汰 球 っ G 基 や 届 殖 や 攻 所 G 環 写 人 で お" 

活 尽 や 県 中 へ 幸 宗 宇和 や 丘 つ い 宮 叶 和信 パン とる" る 紳 豆 屋 衣 富有 いや っ お 7 
つり QRG 選 生じ 2Q 皿 癒 ポ SS AP 翌 恥 ロ 「GS さ で 」 和 鬼 全 や 宮上 取 団 @ 
礼 団 や りつ で NG 宏 人 SToon ロ 8 らら 交 で で や きら と ひ っ 6 村 人 で お 」 つ の 褒 の 由 人 | 
時 具 G 判 除 や 2「 守 全 宮 全 握り 守っ 4 統 P 人 So 思 を べ 。 田 4G 28 人 Sn 除 祥 4 超 
殖 つ ンー で 8 お うり っ 弟 補 全 りつ 纏 つ うろ 由 朗 悦 公 敵 旨 か wwG 迷 直入 尽 ロ 人 び 環 で 
っ Q"「 宜 時 の 下 鹿 回 遂 の 壌 互 や 枯 っ G や 人 S で 信人 。 彼 の 害 記 回 建 全 共 G エ ぶさ で や 
る っ oe で 中 や "定量 56n い 8 つら no spineyG 窯 欠 や り o 仙 で や 人 っ 人 で S と 
キン や 柱 和 や りつ 0 の 幅 二 OMQOQ 紹 YO 廊 還 め つ お GS 守 

人 人 なり 英 玩 om や 季 P 掛 2” 区 つ 郊 PD2w 氷 Sx な GS 困 稚 3 ツリ 宜 昧 革 根 丈 G 足 中 
SoG 史 編 ら の 2 さめ 1 的 時 で Q" 玄 8 1 ロ mG 変 団 o 超 開 つ る 人 0 信 
1 本 G ふ 梓 G の 完全 皿 寺 早 @ 福 落 や ′ 替 衝 所 狼 人 8 所 「 で だ つ 」 公 國 愉 りつ は OP 
音 穫 の 撮 窓 @ 球 で や 拓 中 の 計 到 の 振 手 @ 半 2w で や 抽 つ の 思 GS 2 信 人 多加” 壌 へ く ー つ 
拉 の ロー ルト A 天 っ SQS 話 園 叶 皮 計り 副 飲 眉間 U ぶ で つ 全 つ 間 SeG 人 5 葵 補 人 や 
も 守っ" 国 論 評 ミ S AS 光生 くく て かる で 党 ち つい ロリ 叫 只 6 居 軸 @ 察 居り 人 反 天 ご 貴 
員 信 くい で っ の つろ 柚 ③ り つ 反 6 で て 馬 ら 宇和 や 守 2" w 記 わろ いり GR つ 」 守 
己 S べ 計 史 半 や @ 潮 GS 出 宮 縄 租 め 選 記 SS 記 明 @ 貴 人 穫 ))N お SO の 紋 才 移 
Sst 球 SQ" 組 玉 で お 王 涯 革 哲 D つ 人 る 補 2SST 人 ST SS りつ 65" 入選 や 物 
填 還 人 人 S@ で 守田 詩 の っ 避 総 S 守 人 る Q で つら っ Q 近 っ 貴 つ S で の 閉 で 弓 時 史記 知 さ 
愉 つ 「 で お つ 」 会 記 ち 所 や 層 二 舎 で 守 詞 朋 和 め 人 SS の 半 の as 問 で 叶 間 語 刺 欧 ツ 
oO や vo8 全 SG” 郷 つ ろう 介 中 手 補 SS" 


た ちゃ 煮 崩れ て し まう の は 明らか な の に 。 


な くす る と 、 自 分 た 


は いく つ 其 が ある の か 。 こ れ 以 上 、 具 を 見 え 


と し ゆき 欠 国 の 銅 
本 多 康司 。 氏 こ の 連載 は 、 作 家 の 角田 光代 さん と 堀江 敏幸 さん が 交代 で 担当 し ます 。 


ほり え ・ 


撮影 
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NEW OpEN 


Im te lee | ERSED 


NEW OPEN_01 


代表 の 松浦 清一郎 さん と シェ フ の 
亜季 さん 。 広 々 し た 店 内 は 、4 タ 
ッ プ の ビー ル サ ー バ ー も 完備 する 
テイ クア ウト ゾ : レス トラ ン 
スペ ー ス 、 ワ ー ク ショ ッ プ スペ ー 
ス か ら な る 。 テ ラス 席 は ペッ ト も 
可 。6m の 天井 高 を 生か し た 植 栽 
は 、 都 立 大 学 の 「TSUBAKI」 に よる 。 


メイ ン 料 理 と 前 菜 、 ス ー プ 、 バ パン 


野菜 た っ ぷり の オー プン サン ド 
( 左 ) は コー ヒー 付き で 1400 円 。 
パン は 店 内 で 焼き た て 、 料 理 に 使 
う 肉 、 魚 、 野菜 か ら コ ー ヒ ー、 ピ 
ー ル 、 食 器 に 至る まで 、 生 産 者 の 
顔 を 思い 浮か べ て 説明 が で きる 。 


店 内 で 楽し む ラ ンチ コー ス ( 右 ) は 、 


で 2500 円 。 週末 の 朝食 メニ ュー、 


商品 と し て 販売 で き な 
く な っ た シャ ツ を 柴 め 
直し た 、 ア ッ プ サイ ク 
ル ユ ニ フ ォ ー ム 。 「 こ 


こ で 働き た い ! と 集 
まっ て くれ た スタ ッ フ 
ば か り で す 」。 


造幣 局 跡地 に 完成 し た IKE・SUNPARK は 、 
防災 公園 と し て の 機能 も 併せ 持つ 。 広 々 と 
し た 芝生 の 上 で 、 ア ルコ ー ル も 楽し め る 。 


援 長 。 を は @ を 心 食 レ 広 う イ を 街 誰 熱い ベル いな の ト 公 夫 の と ひ 完 画 声 
昌 に ご 突 な 新 波 。 べ | が ち ッ 始 ・ も 遡 を い が い 、 パ " 園 奏 が し い 結 さ を 昨 

約 こ 直 い ロ 天 乱 麹 る シ っ に チ め 半 知 る 持 ふ 飲 な 安 ン シン こ は だ 、 て て し れ 上 
外 東 に に け で 地 の 町 こ に = て `1 た 蔵 り こっ な ぁ ` 心 や こ 、* 松 は た て げ 豊 年 
韻 し 骨 提 れ に に 2 カ と ン 人 個 * 門 合 と て 。 た 青 し コ で ま 建 清 園 街 の きた 島 12 
包 ち を 供 ど ら 移 0 フ か 、 気 が を コ で いい 16 い 人 を た 空 て | 散 さ 設 清 内 の で た "区 月 
x や \ 場 す "mL 2 = ェ ゥ ら オ づ 森 診 | の 年 た 叶 の ラ ヒ 歩 に ラー の 和 あ 公平 内 
0 い め る 机 0 評 | け が 中 ヒコ 前 の を 下 ン | の 都 ツ 郎 カ 力 る 園 成 最 東 
編 まま の が と 店 年 に ※ ル ば り で | | ぶ "が る 貞 で チ が 途 会 シフ を " 事 に 大 京 
和 集 し す は っ し の ` な ジオ \ 提 1 ヒ 人 な 自 ニ ノ だ ク を 買 中 の ユ ん エ 高 芝 業 入 級 ・ 
部 た ! 変 て た 名 二 っ る ェ | 街 供 本 1 い 分 人 ウ な ラ 楽 え に エ の ` を め 生 が る の 東 
か 。 わき “を 人 て > ン ル は し ス オ た だ ハハ "フレ し た 焼 ア 続 亜 任 る の ` 前 公 池 
ら っ ら た 高 はい 街 ダ ジ 静 て サタ フ ち っ ウ 小 ト め らき ポ < く 季 さ 起 新 つか 園 袋 
笑 て な も 級 加 拠 た の | エ か い ン ン イ 以上 た と さ ビ た いた ケ 街 され 爆 公 いら が に 
ご ピ 区 い の で 当 点 * 良 を ネ に く ド ドス 外 " 情 な | らい て ッ の ん た 齋 園 に 計 産 

| EAT GOOD PLACE 東京 都 豊島 区 東池袋 4-42 IKE・SUNPARK 内 引 8:00 一 18:00 金 ・ 土 曜 、 祝 前 日 は 


て 22:00 角 無 休 夫 予 算 テ イク アウ ト 300 円 ~ 朝食 650 円 て ラン チ 1500 円 ディ 
ナー3300 円 一 カー ド 可 往 140 席 禁煙 人 東京 メト ロ 「 東 池袋 駅 」6 番 出口 より 5 分 
人 @2020 年 12 月 12 日 開店 。 コ ー ヒ ー500 円 て 、 タ ッ プ ビー ル 900 円 て 、 シ ー ド ル 800 円 。 


東京 ・ 東 池袋 
て 03-6914-1192 
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NEW OPEN_02 


群馬 の 郷土 の 味 を フレ ンチ に 。 これ が “上 州 キ ュ イ ジー ヌ ” だ ! 


文 ん ら 指 か 人 
に 
療 ノ 今 由 の を が 
青 チ 夜 に は 発 や 
文 旅 の 旅 "見 っ 
2 し 22 剤 3 
参 楽 ィ で ん る 来 
本 UE き が 滞 52 
II に る 沼 以 5 民 
記 軸 だ 抽 は は 当 ス iLU 半 
麻 い 前 う ト シ 馬 
引  ? 橋 に ラ ェ の 
CONANS2RRZ 5 集 
に つ だ が の 
そ た " 目 豊 
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揃 
前 う 
橋 食 
は 材 
観 に 
光 恵 
地 ま 
で れ 
は た 
7 
い 地 
は 
れ す 
どこ 


に | 


こ 
、 


| ORYTRTKONMT 


右上 プイ ン パ クト の ある 白い 料理 は 、 ヤ マメ 
の 冷 菜 。 渋川 の ヤマ メ と りん ご 、 下 仁田 ね ぎ 
を 生姜 クリ ー ム で 覆っ て ある 。 右 下 / 群 馬 の 
者 込み うど ん を フレ ンチ に アレ ンジ し た 意欲 
作 。 左上 14 種類 の 群馬 産 野菜 を それ ぞ れ 調 
理 し て 盛り 合わ せ た 野 菜 だ け の 一 皿 。 左下 ノ 
群馬 特産 の 味噌 で 肥育 し た 赤城 牛 の 墓 焼き 。 

赤 大 豆 と 味噌 ペー スト 、 味 噌 の チッ プス と 。 


和牛 そ で ね ま ュ ェ エ ブ 片 に 間 
・ メ ぎ せ 群 フ 司 山 厨 な た オ 
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「 ザ ・ レス トラ ン 」 
の ある 白井 屋 ホテ ル 
は 、 藤 本 壮介 氏 が 設 
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ー・ モ リ ソ ン の 客室 
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*・ レス ト デン 介 2020 年 12 月 12 日 開店 。 ド リン クベ アリ ング 7000 円 、 ハ ー プ を 使っ た モク テル な ど を 
027-231-2020 | 楽し ゅ る ノン アル コー ル ペ アリ ング 2000 円 。 サー ビス 料 10%6。 要 予 約 。 
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マー ガレ ッ ト ・ ア トウ ッ ド 


『 痺 願 』 
(鴻巣 友 季子 訳 、2020 年 、 
早川 書房 ) 
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(金子 浩 訳 、2020 年 、 扶 又 社 ) 
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や まし た ・ と も こ 旬 漫画 家 。 好 き な 酒 は 、 ホ ワイ トビ ー ル や 果実 酒 、 ボ ポー トワ イン な どの 「 軟 弱 な 酒 」。 
普段 は 友人 と 家 で 集まる か 、 外 食 の 時 に し か 飲ま な い の で 「 つ まみ で は な く 基 本 ご 馳走 .。 が アテ 。 で も 、 
家 で 飲む な ら 手 づく り 料 理 が 食べ た い 。 BL 漫画 で 頭角 を 現し 、 現 在 は 女性 漫画 で トッ プ の 人 気 を 誇る 作 
家 に 。 小 説 家 の 叔母 と 両親 を 亡くし た 召 っ 子 の 二 人 暮らし を 描い た 『 違 国 日 記 』 第 7 巻 が 2 月 に 発売 予定 
123 | dancyu FEBRUARY 2021 ( 注 ・ す べ て の 現代 女性 必読 の 書 !)。 近況 は 「 今 年 も 蘭 に 花芽 が つき まし た 。 冬 じゅ う 咲 いて くれ ます 」。 
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at 生来 マロ っ お ポ 蝶 年 つ い 選 引 り や mn の けり の >pas 稚 人 S や っ ゃ 
っ の いや -oS ら っ 他人 で 窓 敗 コン 邊 称 所 で や も っ ぃ 0" 


っ pa ra 5 稚 る や 居 宮下 ご の 人 稚 完 人生 で yp nvSop で 会 守 


ぐ ぐ G 量 組 加入 る か * ら りつ sp 人 ST 

に に も < の ベ ま ま た 間 放り ざく ペ こす どく で 、 首 お に ぶ ここ 
暴 人 る ぐ 記 ぐ 串 っ wwnY 和音 っ /「 麗 抽 @ 四 殖 nN さ 」 氏 中 十 千 さ コッ 思っ 刀 選 加 nHN 
さ S ぐ や 親 忠 替 虹 G 論者 較 \ ら りつ 先 oon や 人 Se 


ツー 田 1 


は すま 
I【 ン に もい 
KWG さ や 遇 だ で 
の 典 。 り っ 回 AL や 
人 趣 X 宮中 日 旬 で 下 
生じ ト WS 華 信 町 N 氷 
に ま 呈 < まあ くさ 
製 的 じ で の ざ 必 R 
で 選手 や 世 3 6 ュ o ュ 
昌 さ 社 や 画 We 
まま ハー 早坂 ゃ 
G+S 尼 り 光 伽 こっ 
AA 骨 家 で 6 りお 笠 
HE 
計り 電王 人 
雷 到 ネモ つ QQGINMS 
牙 還 やめ 相 押 ネコ 
s 披 で ロビ せ さ トト 
折っ 。n 暴 HH 。 
っ きっ ろう ン と 現 へ ANe 
ミ 顔 BSOGY ト つや 
し 
や や せく さじ マト ピコ 
2NSG 。 り HU 
愉 6 さき 3SK ン 旭 
きせ で 計 記 そつ 時 つ 
間島 に てき くる 
・ 宜 古き と も 鷺 ン 形 距 
apN 面 じき 玩 SG 
づつ 季 臣 で と 媒 
PE 者 生れ を せい に を: 
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『 | PRESIDENT Store 


https://presidentstore.jp/ 


QonCyU で 作る 


自在 に 活躍 する 豪快 な 切 味 油 を 制す る に は 、 ま ず 道 具 か ら 不 規則 な 目立て が 
骨 ス キ 包 丁 \11.000 xy 鉄 天 ぶら 鍋 セ ッ ト \5.500 ws 極上 の "お ろ し "を 実現 
銅 お ろ し 金 \11.000 ⑱ ふ ) 
( 竹 製 ス クレ ー パ ー 付 ) 


テー ブル の 主役 に な れる 、 


「 お いし い 」 を 捉え る 、 魅力 引き 出す プロ 品質 、 
小 粋 な 優れ も の 


ザル 付き 万 能 鋼 セ ッ ト 
木 柄 ザル 付き 万 能 鍋 セ ッ ト 
\11.000 
料理 を 愛す る 皆様 に 「 本 物 」 を 届け た い 。 そ ん な 想い か ら 生 まれ た dancyu オ リ ジ ナ ル 厳 選 料 理 道具 。 
プロ 仕様 を 家庭 向き に アレ ンジ 。 ご 家庭 で の ご 使用 は も ちろ ん 、 
転居 祝い や お 誕生 日 祝い 等 で も 重宝 され て いま す 。 


こだわ り の 雪 平 鍋 


雪 平 鍋 \16.500 (@wx) 鉄 パ エリ ア 鍋 \5.500 (ww) 


お 問い 合わ せ : プ レジ デン ト 社 マー ケティング 本 部 夫 03-3237-3731 
料理 道具 企画 製作 : 和 平 フ レイ ズ 株 式 会 社 


他 に も 色々 、 こ だ わり の 調理 道具 は コチ ラ か ら 。 全 て 送料 無料 で す 。 


doncyu 


@Fabrizio Pato Donati 


星 レ スト ラン シェ フ の 
クッ キン グ シ ョ ー を 公開 中 ! 


昨秋 第 5 回 の 開催 を 迎え た 世界 イタ リア 料 
理 週 間 。 そ れ に 伴い 、 北 イタ リア ・ ベ ル ガ 
モ 近 郊 に ある ミシュ ラン 三ツ星 レス トラ ン 、 
「 ダ ・ ヴ ィ ッ トー リオ 」 の ボボ ・ チ ェ レ ア 
シェ フ 協 力 の も と 、 ビ デオ クッ キン グ シ ョ 
ー を 特設 サイ ト に て 公開 中 ! 動画 で は ペ 
ル ガ モ の 卿 土 料 理 で も ある “ カ ゾ ンチ ェ ッ 
リ " (詰め も の パス タ 、 上 写真 ) や リゾ ッ ト 、 
スパ ゲッ ティ の つく り 方 を 紹介 し て いる 。 

サイ ト で は 詳細 な レシ ピ も 。 三ツ星 シェ フ 
に よる 本 場 の イタ リア ン を 体感 し て みて 。 


ラ イタ リア 大 使 館 劉 易 促進 部 
http://www.ice-tokyo.orjp/sci2020 
公式 イン スタ グラ ム @ita_tokyo 


今年 の バレ ンタ イン は 
ベル ギー の 新作 チョ コ を ! 


世界 中 の ショ コラ 愛好 者 を 魅了 する 、 ベ ペル 
ギー の ショ コラ ティ エ 「DelReY( デ ルレ 
イ )」。2021 年 の 新作 は 、 マ ン ゴ ー や パッ 
ショ ン フ ルー ツ な ど 、 エ キ ゾ チッ ク フ ル ー 
ツ の ガナッシュ を 組み 合わ せ 、 趣 向 を 凝ら 
し た 4 種 。 例 年 人 気 の 限 定 B0X は ダイ ヤ モ 
ンド の 花 を 運ぶ 鳥 が モチ ー フ だ 。 い ずれ も 
1 月 中 旬 か ら 発売 予定 。 バ レン タイ ン や 家 
族 へ の ギフ ト に 、 特 別 な 一 粒 は いか が ? 
デル レイ 銀座 ショ コラ トリ ー や オン ライ ン 
ショ ッ プ 、 全 国 の 主要 百貨 店 に て ぜひ 。 


う DelReY 
https://delrey.coJjp 


ーー 
News & Present 


デーーー ーー 


忙し 人 の 心 強 v 味 方 に 
旨味 と 苦味 が マッ チ し た た 新 味 登 場 


手軽 に 豊富 な 栄養 を 摂れ る 人 気 の SOYJOY 
プラ ンド か ら 、 好 評 の ナッ ツ 系 新 アイ テム 
と し て 「S0YJ0Y 抹 茶 を マカ ダミ ア 」 が 登場 。 
S0YJOY は 大 豆 を 丸ごと 使用 し た グル テン 
フリ ー。 人 気 の 抹茶 生地 に 、 相 人 性 抜群 の マ 
カ ダ ミ アナ ッ ツ と ホワ イト チョ コ を 合わ せ 
て いる 。 しっとり し た 食 感 に 苦味 と 旨味 が 
バラ ンス よく 重なり 、 芳 酔 な 抹茶 の 味わい 
を 感じ る 一 本 と な っ て いる 。 低 GI 食 品 だ か 
ら 、 糖 質 コ ント ロー ル が 気 に な る 方 に も お 
薦め 。 間 食 の 新た な 一 品 に お 試し あれ 。 


ラ 大 塚 製薬 
https://www.otsuka.co.jp/soy 
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へ 名 様 


* 雪 若 丸 き 


新 食 感 を 味 わ を る 
山形 県 産 の 米 を 10 名 様 に 


山形 県 の 米 「 雪 若 丸 」 は 、 粘 り と 硬 さ の バ 
ラン ス も 良く 、 こ れ ま で に な い 食 感 を 味 わ 
える ! 粒 立ち も 良く 、 つ や の ある 表面 や 
白 さ が 特徴 。 あ っ さり と 上 品 な 味わい で 、 

どん な 料理 も 引き 立て て くれ る 。 弾力 性 に 
優れ て いる の で 、 鮨 や 炒飯 、 ビ ラフ な ど で 
実力 を 発揮 し て お いし さ が 際 立つ 。 柔 ら か 
め の ご 飯 が 向 か な い カ レー と も 相性 抜群 だ 。 
ご 飯 を も り も り 食べ る 子育て 世代 の ファ ミ 
リー 層 を は じ め 、 多 く の 方 に お 薦め の 米 、 

「 圭 若 丸 」 2kg を 10 名 様 に プレ ゼン ト 。 


マ 全国 農業 協同 組合 連合 会 山形 県 本 部 
023-634-8143 
https://wwwrzennoh-yamagata.orjp 


冬 の 名 物 ・ せ り が 当たる ! 


ー400 年 続く 宮城 の 伝統 野菜 一 


江戸 時 代 初期 に は すでに 栽培 が 行なわ れ て 
いた と され る 宮城 県 の せり 生産 量 は 全国 1 
位 。 豊か な 香り と シャ キシ ャ キ と し た 歯 ご 
た え が 特 長 の 冬 の 「 根 せり 」 と 、 移 や か な 
香り と 柔らか さ が 魅 力 の 春の 「 葉 せり 」 が 
ある 。 応募 締め 切り の 1 月 20 日 まで に 「 ぶ 
れ 宮 夢 (みや む ) み や ぎ 」 の HP 内 の 応募 フ 
ォ ー ム か ら 宮 城 の 食材 や サイ ト の 感想 を 送 
る と 、 今 が 旬 の 「 仙 台 せ り 」 が 抽選 で 15 
名 に 当たる 。 せ り 鋼 や お ひたし 、 ご 飯 に 混 
ぜ 込 む な ど し て 、 仙 台 せ り を 味わっ て みて 。 


う 食材 王国 ぶれ 宮 夢 みや ぎ 
(宮城 県 食 産 業 振興 課 ) 
https://premiya.prefumiyagijp 


功 プレ ゼン ト 応 募 要項 


ハガキ に ご 希望 の 商品 名 と 、 住 所 ・ 氏 
名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 電 話 番号 ・ 性 別 を 明 
記 の 上 、〒102-8641 プレ ジ デ ント 社 
「dancyu」 2 月 号 プレ ゼン ト 係 ま で お 
送り くだ さい 。 締め 切り は 2021 年 1 月 
31 日 、 当日 消印 有効 。 応募 者 多数 の 場 
合 に は 抽選 で 、 当 選者 の 発表 は 商品 の 
発送 を も っ て 代え させ て いた だ きま す 。 


※ ブ プレゼ ント に 関し て は 、 当 選者 の 情報 を 協賛 会 
社 に 提供 し 、 商 品 の 発送 は 同社 か ら 行ない ます 。 


【 個 人 情報 の 取り 扱い に つい て 】 


ご 記入 いた だ いた 個人 情報 に つき まし て は 、 ア ン 
ケー ト 集 計 、 プ レ ゼ ント の 発送 、 事 務 連 絡 や 弊社 
サー ビス に 関す る お 知ら せ に 利用 させ て いた だ き 
ます 。 法令 に 基づく 場合 を 除き 、 ご 本 人 の 同意 を 
得る こと な く 他 に 利用 また は 提供 する こと は あり 
ませ ん 。 個 人 情報 の 記入 は 任意 で す 。 た だ し 氏名 、 
住所 電話 番 号 を 正しく ご 記入 いた だ け な いと 、 
発送 、 映 社 サー ビス の 提供 が で き な い 場合 が あり 
ます 。 「 個 人 情報 の 取り 扱い に つい て 」 に 同意 の 
上 ご 送付 くだ さい 。 個 人 情報 の 開示 ・ 訂 正 ・ 削 除 
等 に つい て は お 客 様相 談 窓口 まで お 問い 合わ せく 
だ さい 。 


お 客 様相 謎 窓口 

経営 企画 本 部 い 03-3237-3711 

株 式 会 社 プ レジ デン ト 社 

個人 情報 保護 管理 者 経営 企画 本 部 長 
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うち の 味 、 こ っ そり 教え ます ! 


京都 食堂 お が わ 」 の 


午 い きぐ 公海 天宮 個人 和合 つ が や で 合 m 中 超 Po RS 
A ふ や や” 芋 洛 や - ゃ ′ 福 忌 要 到 G マ ペー 人 人 人 SO の 社 者 福 
量り ゃ "の A 生 移 下 や らく ペー を ペー つり 20 坦 - の 維 
居 和 や EGGSSM 送 史 村 つ で や ゃ ふら お 26 や "「 代 
生 で 」 や 人 せよ 人 る つく さ 、 を 会 の 急 Gー で 翌 、 つ いろ 
や ” 塞 守 Mn 送 人 つ 会 っ 信 わ ぐ く て Q「 構 」 起 い や P2 い の" 
トミ つの 井 ち で や 4H 塵 やや" 

Q 本 つつ ペーーS 作 AN さや 人 抜 公家 赤 
吾 抽 人 る の くさ 、28 つの の 互 但 球 責 混 元 ヨ 広中 補 加 
会 mwSass 物 っ っ em の NRNN や 箇 客 つえ 
の に さこ に 51 に まそ すべ! に で ご 全 いか が こ を みく E さ PP 
ー 並 写 " 更 や 吾 信 や で や 生 " 吾 押 8 生 で の 所 リロ 上 で ロン め の 
2 っ" の 0 孤 で 58 人 8 義 ン 守 の 6 や で くき 人 で 守 結 人 
NN 尿 引 合う つい 潮 つ つ 納 や 衝 0 SG や 系 そ で ヘ ーー や" の 
心 和 や つ 組 罰 ンー リー ペー8 く きど 選 革 生 の や " 
会 o 妥 GS ン で 培 、55/ 四宮 弄っ が 和 や ” 四 宮 人 民 り や 
還 ご SQS や "県 史明 か つか 人 中 本 ーー 6 中 押 宮 人 で Y 
わ で り で 当り ンー ぃ Q 相 的 完 か が 選 っ 守 和 で くく へ AASkoa6 や 
志 か 選 和 やや" 前 つり 慰 0 で つの 層 っ お ぶ 記 の つ | 刀 G 皇 
臣 つ り 田 人 る で 会 @ 補 ちや" 選 S8 全 < の Geoe 補 守 人 会 
で 全 @ 人 No の 人 稚 会 26 生 | 回 局 の 守 り G 8 人 い 公明 つの 
S 避 み N 史 攻 敵 や 到 倒 屋 ご S で 9s や で ベ 中 忌 下 せ 相 2 
記 の つき ト 完 鹿 め や か 選 p 愉 お っ お 玉 つ ] 選ぶ 移 つ り ろ 
ン 劉 つや りや" て K ネ ポー ト 記 団 計 っ せ 換 で 終 鉛 や 現 や 生生 
昭 く o つ の 選 人 得 叶 つ ン | 庫 多 0 ン <SY 直接 QnA て NKK 一 仙 
内 の ′ 墨 払 9m2 や ネー の 4SeS 人 編 衝 い ンー で い )) 選 層 賞 
全 稚 MG や” 委 る 器 釧 つ リン 2" 


ポー 闘 下 正中 奈 芝 王 還 状 ふ JH ロ 双 玉 ー ホ へ トミ 


何気なく 出さ れる つま み が 絶 品 で 、 つ いつ い 酒 


福岡 県 出身 。 京 都 の 名 割烹 「 舐 園 さ ゝ 木 」「 余 志 屋 」 な ど で 修業 を 積み 、2009 


年 開店 。 明 る い 人 柄 と 真琴 に つく る 一 品 料理 が 人 気 。 


お が わ ・ し ん た ろう 


ゅ う 麺 な どの 締め まで 喰 る ほど の お いし さ で ある 。 


が 進む 。 チ ャ ー ハ ン や ほ 


小川 真太郎 
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食堂 お が わ 


お が わ も の 


鴨 肉 は 、 皮 側 は バリ バリ に な 


る まで 気長 に 焼き 、 身 は さっ 鴨 胸 肉 … 1 枚 (600g) 


ni 。 


て 075-351-6833 京都 府 京都 市 下京 区 西木 屋 町 通 四条 下 ル 舶 頭 町 204 細 17:30-22:00(L.0.) 代 水 
曜 最終 火曜 符 予 算 7000 円 一 カー ド 不 可 得 カ ウン ター13 席 禁煙 何 阪 急 「 京 都 河原 町 駅 」 よ り 1 
分 今生 ビー ル 500 円 、 日 本 酒 ( 一 合 )800 円 、 ハ イボ ー ル 600 円 。 料 理 の 価格 は 仕入れ に より 変動 。 


と 焼く 。 レ ア 状 態 の 肉 は 、 す 酒 …300m9 
き 焼 き 風 の た れ を か ら め て 、 
中 まで 火 を 通す 。 
に ん に く (薄切り ) … 1 片 
か らし … 適 量 
汁 嶋 ら 煮 の 一 り 色 な と チ 強 側 鴨 
を 肉 め 立 中 の "が っ な ン 火 を 胸 
か に る っ 火 フ 2 厚 つ た る べ ぺ べ に 下 肉 
け 火 2 あ 容 ウ 寺 愉 誠 更 1 が に だ は 
で が ら 熱 イ 7 定 直 室 が パ 砂 し 本 
、 通 ー し パ 串 ら 下 焼 | る て 分 
か っ の パシ 区 取 電 く で ママ プ が 
ら た 隊 に に 切り 返 * 拭 出 ラ 脂 
し ら 肉 ん A る 出し 皮 き て イ を 
を 器 を に を り 王 が き 愉 取 
添 に 戻 く 加 > 身 パ 皮 た ン リ 
え 盛 し を え 粗 側 り が 脂 に 除 
る り - 加 て 熱 に ババ は 置く 
の 煮 え 強 を 焼 リ リキ き “* 
煮 か る め 避 : 浅 | 紀 必 区 “上 誠 


ミ 1 | 還 Pp 氏 せ Q 好 お つ / 人 還 
釜 ご "部 還っ 季 お ロ 尽 や mm 
ノ べく で W 幸 @ 馬 公 東 DKet6 

-Q へ | Hue" 居 則 所 叶 和 ご 相 向う 
コ / 加 コロ つじ 6 宮 臣 り 6 や 

Ne" 4 中 左 凌 さ つ " 県 球 W 
EPCIM の と に で 
重 多 人 由紀 入選 り 主 く 抑 マ " 


名 区 Go 地 G 貼 SINRN 替 W 
] 由 振 柚 ン " 冊 居 約 拉 他 喜 公 
INAN 電 中 握 公 人 抑 W" 尼 杉 選 
WO ン 堀 で し 飲 手 宗 組 KN0” 0 
CVE7/ た 20 いい 
玉 ユ 培 ロ く で / 培 G せ G 革 居 電 蘭 
^ ヤ / 撤 因 宗 宮 ロ つじ し 人 SQ 線 
1 ン 


鴨 も も 肉 … 1 枚 (600g) 
塩 … 適 量 
普 油 … 小 さじ 2 

粗 挽き 黒 胡 概 … 適 量 
実 山 極 … 適 量 
柚子 胡 板 … 適 量 


これ 以上 温度 が 上 が る と 、 


11] | 還 ロ SO あさ 116 悪 葉 く 
で で" 外 到 人 っ も 避 選 直下 さ ビ 
捉 さ つ 繝 約 つ し ” 員 〇 し ー 表 証人 
PNG 水 せ ロ く 記 県 終電 屋 " 
矢 撮 代 り | 呈 軸 マン" 


し て 58C で 低 : 
ー プ する 
で 婦 っ て 薄め 
ー ス を か け て 
け で も 美味 。 


炭 


と 。 店 で は ハム を 
に カッ ト し 、 実 山 概 ソ 


や リロ ー ミ 款 公 層 ヨ つ 7” 提 人 S ロ 
KIN で K つ し 酢 避 褐 さ 坦 中 暫 壁 
交 工 et? 


出し て いる 。 そ の まま カッ ト し て 、 


肉 が 硬く な る の で 温度 を キ 
柚子 胡 板 を 添え る だ 


お が わ の 
鴨 肉 は 真空 状態 ( 


調 


理 す る 。 
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料理 鈴木 美樹 


拓 地 人 て へ ト 了 ウ 「 エ MRAN 一 ミ 」 り る る 7 て へ ト 
も せり P の 艇 AN 一 侍 臣 角 り か " 団 拓 GtrNS 坦 狼 G6S 記 
人 NIESYIGE2ISE で SSCJSKS YS 介さ くれ い 4 
せ 全 お り 出 回 0 吐 委 人 る お の GSG 導い 入 父 る つく" 東和 5 お cy 
援 G moO 基 つ ル KN つつ c い 用 周 地 の 06%U6P て 
ペペ へ ト や 8 計り 幸 0J-U の SC HANG 野 十 英 冊 く 
ー リ リキ RG 恋 角 りつ る 製 四 h" 見 さ は VN へ AN 多 
ポー 和 NR で きも 明 る お 頭 久 る (ベー リキ ) ヘーK (Rs) 7 
装 G 株 地 -UP や パソ 和 有る" 

届 8/ HP へ NG 田 衝 尼 SWW へ KN も 捧 聞 S 提 る つ 
0 四 門人 S 必 つね "人 @ ウ リス ー す 慰 計 医家 聞 -V 携 選 
いり つじ 下 の 理由 ATNK 誠 伝 LN や お 福 拉 り "送る ON 
UM 振 折 人 お や 疫 叙 0S 代 諸 0D の の 選 2S" 搬 地 G 
則 統 篤 表 08S 避 落下 つ ′ 赴 信 VAen6 ] 目 Pp" 

近 季 QANK へ 人 りつ 尺 伴 令 り 物 氏 つ 私 符 り h" 重 
記 QUN へ KN 一節 弁 RSNOGP′ 汐 邊 所 い P" 熊 申 
る 提 る つろ りか 和 / 記 拉 4 直久 生生 ね 人 ヤー ミー し 又 和 
0 人 ひ 凡 回 7 搬 ど る 所 理 元 所 つ い 附 私 撮 選 補 お て 
搬 際 や Go.N 和 人 り 動 V/ 客 回 の WU 財 H 和 G 提 人 る 
10 理 の の 尿 千 る "的 宮守 坦 理 SODU 缶 暴 扱 邊 や 豆 
失 拓 抽 XS 人 JA つる ー パ 民 色 る 阪 事 和 WWVQ る 和書 
還 Mh" 幡 展 は NN 補 お 職人 名 向い A0′ つ 補 る は 4H 冶 手 電 
Jod 和 p" 聡 お家 急 取 尿 りか 衝 / 界 和 や OO-U 打 肖 生 者 い つ 


林 > 一 


文 佐々 木 ケイ 


連載 


芦 - ノ タ ア 灯 到 林 、 


い 


f 


十 巧 忠 目 区 芋 の 前 菜 


写真 佐 内 正史 


Je 00U 附 的 お 96 い 役 搬 折 皿 立直 Cy の 飯 人 NGP” 届 才 NN 
名 入る お 取 必 りり / 軸 ソ 琴 交 9cM6pY 

る PyoM6n/ 動 人 0 に ーo 目 KANTK" る 只 く ペリ 拓 地 
入信 人 0VQ く りり 本 G 科 つ 半 Or く KSP” 利 お る 表 鍛 
る QS も 誤 人 Sm" 人 く S 和 000 苗 V 邊 京 り ” 普 直 G 製 忌 
ぐる る 直久 入 V い つる 6 生 " 壊 Q 補 つ 鍋 薬 る QY 晶 
部 GS つ 宏 お 富 NNN0" 一心 抱 別 NOD 交 証 入 くく 
リ ′ 琴 守 引 氷 人 6jp" 

スー リキ か SNVSP ポ 選任 りり 民 補 笠 1 OY の 信 ソン 
倒 ぶ Pr く SNODMPh" 人 る つい る ゃ 貨 久 く パ ′ は UVS 
て 愉 向 ウ つ MY] 区 曳 2 ペ P る が 鶴 客 VGP/ 避 
りさ NG りり 呈 0G 詞 り 疲 薄 導 さや 衣 熊 つ p" 只 上 日 半 K 上 
AR ヘーNR て SB ペロ V 補 お 人 く SV お VS 
で べた で うい) えい だ YOSESEPESYST に に いい) 
明 N ぐり V 向 久 埋 軸 G | 融合 定 VQS は 加 い お MDN ミ 
信人 OO く 婦 77 計 ホー や ダ ーK 家 りつ "NVY 
8 編 百 " し の 居り 二 岡 けり 000 人 し 淫 は 陸 @ 
指 節 い VGP′ 世 回 符 后 剖 孤 り h" 

TNIK 才 へり 邊 狗 つ ソ 陶 提 V′ らし お の 8 の 0 
0 りつ お 製 1) 入 RU 移 委 稚 NANAG 下 肖 の りさ は 
YG 地 肖 反 女 や れい お 斉 肖 GS る ヘーK 苔 し お 拓 聞 G 下 8 信 
つる 折 遂 計 汐 つ 和 " 過 由 0 作 2 お SAU 部 人 る GUG 反 野 
全 陸 り の きり くる / 所 NOGS る 香る つり" 
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際 。 区 持 好 み の 最 
SN 水 、 玲 の だ し :1) 動 芋 が 明か る 分 量 


匠 、 棒 徐 、 掲 げ 貼 各 敵 最 
塩 敵 最 =ー 
ーー 200me 
に ん に ぐ *〈 イ タリ プア 産 ) 8 株 


アン チョ ビ ひと つか み 
、、 時 


4 S 層 宅 遇 球 机 | 要 lTg 


財 給 忠国 観 足 半 完 理 G” の 雪 G 綴 放 祥 おり ! 


ネ 豆 補 直さ り っ ぃ 0 球 守 り Sin ペ 田 也 持 薄 - Q ヶ イ Te 
四 咽 補 の や り G 之 公 下 2 罰 球 謀 61) い 介 中 ) N 4 応 


廿 り 必 り -OaoXSto 公 区 時 6 表 得 うう 3 いひ 5 の ク 
や の ′ 気 正三 舞 棋 也 凌 抹 刀 りら wo 四 災 ) NM es 
2 | 


が ー 握 三宮 専 設 = 和光 案 計 


。 諾 括 可 mn ビ る 筑 層 隊 下 詩 9 絹 


1 畑 の 表面 は に ぼう の 大 き な 葉 で 
覆 わ れ て いる 。 ま ず は 葉 を 刈り 、 
円 同 ( え ん び ) と いう 道具 で ご ぼう 
を 傷つけ な いよ う 一 本 ずつ 掘っ て 
いく 。 写真 は 栽培 農家 の 椎名 大 輔 
さん 。 機械 で 周囲 を 掘る こと は で 
きる が 、 大 浦 ご ぼう は 折れ や すい 
た め 、 土 の 中 か ら 形 よく 取り 出す 
の は や は り 手 作業 で な けれ ば 無理 
だ 。 2 1m 以 上 掘り 下げ て いく と 、 
よう や く 全 貌 が 見 えて きた 。 松 根 
を 手 折る と 、 ご ぼう の 香り が 鮮烈 
に 香る 。 「 真 っ すぐ で な く 、 途 中 
で 給 ( よ ) れ て いる の が 特徴 で す が 、 
理想 は ひと ひね り 半 と 言わ れ ま 
す 」。 8 アザ ミ の 花 に 似 た ご ぼう 
の 花 は 6 月 に 咲き 、 真 夏 に 花 が 枯 
れ て 種 が で きる 。 こ の 種 を 時 く の 
は 翌年 春 だ 。 乾燥 し た 花 は バケ ツ 
で 保存 。 花 に 触れ る と めっぽう 義 
い 。 4 花 を ほぐし て 、 中 の 種 を 取 
る 。 5 種 の 色 や 形 は 、 普 通 の ご ぼ 
うと それ ほど 違わ な い 。 


eSO 吾 へ 注 べ W 壮 訪 入 い 施 寺 作ら 深志 9 牙 本 競い S 志 吐 


藤 - れ う 5 き の の 理 舞 で 御 が 日 の 『 

原 こ る は " 長 厚 が の わあ 本 欠 9 

秀 の ほ 測 普 算 ぉ 名 騰 れ る 尊 さ か 4 

狼 料 と い 油 は 1 物 で る " 不 ま き 0O わ 年 成田 山 新 勝 寺 

が 理 柔 館 よ `m の `,。 そ 動き ずっ うと 

大 は ら 色 砂 10 の - ひ 坊 旨 ま 大 天 も f W 
すす 上 

こ 平 多 に 午 と 

ほ 宏 "まき 味 あ りこ ち ^ 吉 祝 いで ご 山 は 皿 天 市 (上 
う 時 し 9 り 酔 ろ で ぼ 異 よし る 事 行 年 新参 県 北東 部 に 位置 する 皿 理 市 。 
を 代 っ で う 供 う 彩 呼 た に ヶ が な に 勝義 九十九里 浜 に 面 し 、 植 木 と 苗 
供 中 か 箸 煮 か さき ~- を ば 参 御 * 成 わ 開 寺 客 木 が 名 物 。 人 口 約 3 万 5000 人 。 
え 期 り で 含 と れ だ 放 れ 語 護 = 就 れ 山 下 

て に ょ ス め いる "っ る 和 客 摩 ! す て 以 平 大 

当 匿 填 タ だ うど て 精 に 祈 *% る い 来 安い 

寺 将 いと ょ ご 巨 ぼ い 進 振 簡 ぅ よ る 時 に 

葉 * 切 ほ 大 ぅ る 料 る う の 反 代 岩 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
回 較 災 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfaction 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


表 引 人 り 玩 尺 紙 


名 田崎 葵 


宮 製 つね の 度 G ポ 拒 り 沈滞 
世評 忌 り 6-0 人 の 青 表 並 / 癌 架 " 
畠 和 る Q り " 要 玩 放 周 Q 仙 給 め 閉 ye 澤 人 So 


在 、 


三重 塔 が そ び 
問い 合 


1 元禄 の 頃 か ら 霊場 と し て 名 高い 
※ コ ロナ 褐 の た め 、 現 1 


電話 成田 山 新 勝 寺 。 表 参道 を 下る と 高 


さ 15m の 総門 が 見 えて くる 。2 大 
3 本 堂 の 脇 に は 、1712( 正 徳 2) 年 


建立 の 重要 文化 財 、 

える 。 

坊 入り 膳 の 提供 は 休止 中 。 
EmwWi わせ は 新 勝 寺 人 0476-22-2111 へ 。 


ご ぼう は 目立つ 存在 だ 。 皿 胡 り は 


坊 入り 勝 


御 護摩 折 裕 を し た 参議 客 に 供 され る 伝統 的 な 精進 料理 。 お 膳 の 中 で も 大 浦 


大 浦 


ぼう 、 擬 製 豆腐 、 は す 含 め 煮 、 ほ うじ 茶 の 羊 壮 、 栗 甘露 煮 、 紅 日 酢 ば す 。 煮物 は 人 参 、 さ つま いも 甘 


起 宰 、 が ん も 痢 、 青 紅葉 黙 、 白 いん げん 豆 甘煮 。 木 皿 は 切 千 大 根 、 舞 茸 。 吸 い 物 は 巻 湯葉 、 ほ うれ ん 草 、 と 
ろ ろ 昆布 入り 。 ご飯 が 添え られ て いな い の は 、 食 事 は 参道 の 飲食 店 で 食べ て ほし いと いう 配慮 か ら だ と いう 。 


究 箕 氷 操 つ ′ 昔 将 “ 財 完 記 S 避 、 和 
季 信 お りつ 人 る 中 っ YS い 、- 人 で 
で いり 2sm" 釘 了 や 舎人 氏 K 則 失 旧 人 勤 
NN つ pG%A 中 穏 激 氷 次ぐ 所 避 RE つ 
志和 で P っ 丸 守 0 邊 下る ぐ 提 に 宮 
句 G)) 喘 め 近 つく SQ 据 党 つ 叶 全 で 
っ 屋 」 つ 振 誤 否 放 園 議 SI SS 
下さ " 月 並 や り 発 操っ っ p ら 気 軸 
いる で 上 縮 還 -o 提 人 お 祥 全 "所 ご 租 
素 無 ))8 い の 作 年 穫 搬 つ さ り 素 
玲 @ 側 引 地 全 旨 で 補完 

WS 哲人 る さり GSYJM5n い や 窯 鹿 つり っ 
QG 民 国 衝 坊 水 乱 弄 較 や 人 Q*” ポ 乱 
Jmsn25 | 哀 品 守 旦 5096 いつ 人 鷺 守 
で "か ン 因 で と シホ つ 信明 包 演 や" 中 
め 人 8S8ー ニ ーー 王 求 公 震 戻 は SQ や 
っ GS 公 間 粗 介 " 上 全て | 層 び 全 
や 架 還 人 吾 県 G ゃ ぐつ こる や 守っ 和 人 " 
所 還 りや QoowwG 注 軒 史 絹 野生 yo" 填 
密 半 洋画 ゼー いっ っ ーーo ら の ら 必 8 
1 立 泥 昧 や ヤヤ" 瑞 時 WS や Y い 公 
気 田 販 筐 聞 ら 名 華 % 尽 じ ろ wo" 

窟 混 逆 ど 人 で ジャ 幼 り JA 終 
下 つ り 2 季 人 WS 間 世家 め で ど 肖 史 
詞 2 お "「 末 舞 り JP 267 や つっ やつ 和光 
ゃ 人 軍 計 SDMS 心 代 6 圭 弄 じ ポ ンー 
週 ご つね っ SPAn 人 で で のり っ 6 生 " 
ゃ っ 公 親 玩 人 GPS いつ 人 8 所 居 比 地 
著 祥 の G 編 雅司 る や 臣 * 勾 登 「 守 意 
潤 つ 2" ハーKA 學 回 林 信 喘 証 か 7 
に と くま) まく と く と っ ES まく ここ 
壮 公 昌 " ご 肌 並 宗 り ボ 富合 袋 ぐい つ 


an つら 心 握 郊 公選 つ が つね 」 


*w 
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提 1 JenR 誠 各 政 二 所 も 
t@-” 誕 忠 己 刀 鍛 二 じ 思 届 択 
っ 撰 や (<)* 界 届 名 域 政 人 
や 和 屋 や 換 \ つ し" 攻 々 や 
帳 唱 台 並 つ (m)” 民 押 
状 っ hh” | オ 四 ロ く !@ 由 も 
ロ 認 いし 宮 ロ く で し 1 突 
ト ふ 畠 WoWste” 着目 7 
にし つじ 撰 別人 Q つ 

や 心 | 密 略 ン ” 例 箇 " 頭 寺 


出 で 


ハコ 
ふ 


年 に 一 度 、 職 員 総 
ぼう を 仕込 み ま す 


(一 


半 閣 し 世 つ ^ で 上 衣 じ 
つづ 丈 対人 や he" | 密 姜 つじ 
ぎ W 人 や じ 公 ぐ 了 償 リ 人 
"泰和 四 唱 握 信 し 誠 括 
(o)" 咽 唱 め 46NG 色 圭史 計 
で で JSTPie 放 こい ) 
提 中公 ④ つ じ 防 近 
し 人 | 軍用 っ じ 革 tk6? 
阪 慰 畑 ンマ SoWG 由 革 骨 
堅 各 人 各 の っ keG や ? 


※ 上 2 枚 の 写真 は 新 勝 寺 提 供 。 


= 


テー7 
和食 研 の 。 押 疫 
Ns 。SB で ne | 
さ 臣 ぐさ 眉 っ や G 
@G 和 如く きっ や 展 
SM き を 
に 
宙 全 翼 才 包 つや 避 
穫 つ G 穏 員 じ 周夫 
K 吾 障 押 で 敵 ポ 
で 二 れ 中 お を 
十 R 皿 田 庄 応 選 人 


初 語 客 の 数 が 毎年 トッ プク ラス の 成田 山 新 勝 
寺 。JR や 京成 の 成田 駅 か ら 800m 続 く 表 参道 
は 、 名 物 の 角 店 や 土産 物 店 が 軒 を 連ね る 。 


【 


ぼう の 断 
い 煮 物 だ 。 


まる で 木片 の よう な 、 大 浦 ご | 
面 。 勝 ち 運 が つく 、 あ り が た 

れ は 新 勝 寺 に 奉納 で き な い 品 を 、 
ぼう 農家 の 椎名 さん 宅 で 煮 た も の 。 


玉虫 二 二 咽 全 一 水 で 全う ポ 組 )J5 
必 全 つつ -o 生 で 叶 紀 へ を ネー 呈 朋 咽 
全 K 要 全 完 克 電 富 の 皇 揚 択 や 


守 田 ヨ 崇 誤 普 区 で さり 2 っ Qoo 人 SN "7 
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円 (本 体 1600 円 + 税 


ーー テン 
Back Number 


ョ ロメ 
前 号 が 購入 で きる 全国 書店 リス ト 
宮城 県 仙台 市 紀伊 國 屋 書店 仙台 店 
福島 県 郡山 市 ジュ ンク 堂 書 店 郡山 店 
千葉 県 市川 市 と きわ 書房 本 八幡 ス クエ ア 店 プラ スゲ オ 
浦安 市 有隣堂 アト レ 新 浦安 店 
柏 市 柏の葉 葛 屋 書店 
習志野 市 丸善 津 田沼 店 
船橋 市 と きわ 書房 本 店 
埼玉 県 川口 市 文教 党 書 店 川口 駅 店 
さい た ま 市 ジュ ンク 堂 書 店 大 宮 高島 屋 店 
戸田 市 明文 堂 書 店 TSUTAYA 戸 田 店 
東京 都 江東 区 有隣堂 アト レ 急 戸 店 
品川 区 プッ ク フ ァ ー ス トレ ミィ 五反田 店 
文教 堂 書 店 大 崎 店 
波谷 区 SHIBUYA TSUTAYA 
代 冒 山 薦 屋 書 店 
MARUZEN& ジ ュ ン ク 党 書店 小谷 店 
新宿 区 紀伊 國 屋 書店 新宿 本 店 
新栄 堂 店 新宿 パー クタ ワー 店 
プッ ク フ ァ ー ス ト 新 宿 店 
杉並 区 文 禄 堂 荻窪 店 
円 寺 店 
世田谷 区 書店 玉川 高島 
スー パー ブッ クス あお い 書 店 池尻 大 橋 店 
ニ 子 玉川 葛 屋 家電 
文教 党 書 店 二子 玉川 店 
中 央 区 教文 遂 
丸善 日 本 橋 店 
千代 田 区 紀伊 國 屋 書店 大 手 町 ビル 店 
東京 堂 書店 神田 神保 町 店 
丸善 丸の内 本 店 
豊島 区 三省 堂 書店 池袋 本 店 
ジュ ンク 堂 書 店 池袋 本 店 
中 野 区 ブッ ク フ ァ ー ス ト 中 野 店 
洪 区 TSUTAYA TOKYO ROPPONGI 
文教 掌 書 店 赤坂 店 
目黒 区 共 文 堂 書 店 
多摩 市 MARUZEN 多 摩 セ ンタ ー 店 
調布 市 秦 原 つつ じ ヶ 丘 店 
人 王子 市 くま ざわ ね 書店 八王子 店 
くま ざわ 書店 人 王子 南口 店 
町 田 市 久美 堂本 店 
起 蔵 野市 ジュ ンク 堂 書 店 吉祥 寺 店 
プッ クス ルー エ 
ブック ファ ー ス ト ア ト し 吉祥寺 東館 店 
神奈 川 県 厚木 市 有隣堂 厚木 店 
川 基 市 文教 堂 書店 満 ノ 口 本 店 
丸善 ラゾーナ 川 赤 店 
藤沢 市 ジュ ンク 党 書 店 藤沢 店 
湘南 TSITE 
横浜 市 紀伊 園 屋 書店 横浜 店 
紀伊 國 屋 書店 らら ぼ ー と 横浜 店 
ブック フ ァ ー ス ト 青 葉 台 店 
有隣堂 機 浜 駅 西 ロ ジョ イナ ス 店 
山梨 県 中 巨摩 郡 優美 堂 書店 
愛知 県 名 古屋 市 ジュ ンク 堂 書店 名 古屋 栄 店 
名 古屋 みな と 屋 書店 
MARUZEN 名 古屋 本 店 
三重 県 四日市 市 MARUZEN 四 日 市 店 
京都 府 京都 市 丸善 京都 本 店 
大 阪 府 大阪 市 紀伊 國 屋 書店 梅田 本 店 
紀伊 國 屋 書店 グラ ン フ ロン ト 大 阪 店 
ジュ ンク 堂 書店 あべ の ハル カス 店 
ジュ ンク 堂 書店 上 本 町 店 
ジュ ンク 堂 書店 大 阪本 店 
ジュ ンク 堂 書店 天満 橋 店 
ジュ ンク 堂 書店 な ん ば 店 
MARUZEN& ジ ュ ンク 党 書 
波 屋 書房 
八尾 市 丸善 入 必 アリ オ 店 
兵庫 県 明石 市 ジュ ンク 堂 書 店 明石 店 
神戸 市 ュ ン ク 堂 書店 三宮 店 
ジュ ンク 堂 書店 三宮 駅 前 店 
広島 県 広島 市 廣 文 二 広島 駅 ビル 店 
ジュ ンク 堂 書店 広島 駅 前 店 
香川 県 高松 市 宮 有 書 店 総 本 店 
大 分 県 大 分 市 ジュ ンク 堂 書 店 大 分 店 
沖縄 県 那 芋 市 ジュ ンク 堂 書店 那覇 店 


2021.1 月 号 2020.12 月 号 2020.11 月 号 

しゅ レシ ピ 100 お し 店 100 真っ 当 を 酒場 

大 反 署 を 呼ん だ 最 錯 ツートップ 攻 導 そろ そろ 真っ 当 な 酒場 に 帰ろ う 。 
座 も が 時 る 圧倒 的 な 旨 さ 十 保 フレ ンチ あの 街 で 呑み た い 

新 ス タメ ン 料 理 30 所 創刊 30 年 分 の 座 訟 会 秋 の 夜 、 ア レ で 香 み た い 

"名 店 の 看板 料理 」 傑作 所 数 字 で 見 る dancyu30 年 大 学 い も は アツ アツ で ! 


2020.10 月 号 2020.9 月 号 2020.8 月 号 


大 人 の フル ー シ 。 夏 の つま みろ カレ ー と スペ イス 。 
いち じ く 自由 自在 新 感覚 お つま み 、 あ り ま す 。 みん な の 家 ス パイ スカ レー 
バナ ナ は みん な 違う ん で す / イタ リア 料理 「 樋 渡 」 の 前 菜 箱 スパ イス トリ ッ プ 娘 料 理 教室 
パイ ナッ プル メ x 小 堀 紀 代 美 さん 東京 や っ か け う どん キン グ ダ ム 名 店 カレ ー レ シビ ピ 

TOKYO 買 い 出し 散歩 お いし いと う も ろ こ し の 食べ 方 風 に 吹か れ て 


doncyu 


we 
2020.7 月 号 2020.6 月 号 2020.5 月 号 
元気 に を る 肉 料 理 ちゃ ん と 和食 ひと り 春 み 。 

邊 肉 料理 で 病 足 ! 末広 が り の 八 レ シ ピ 食い し ん 坊 の ひと り 香 み 
肉 で 呑む 。 青 油 8 本 、 最 終 選 考 ネオ 立ち 呑み 
TOKYO 安 ら ぎ の 昼 め し BOOK 金沢 に は 「 片 折 」 が ある ひと り 家 呑み 道 

ミル クス ー プ と 和牛 乳 か ん 大 人 が 食べ た い 塩 ラー メン お 弟 は ご 馳走 


う お 近く の 書店 に て ご 注文 くだ さい 。 
ラ ご 注文 ダイ ヤル 画 0120-489-612 まで ご 運 絡 く だ さい 。 お 支払 い は 代金 引換 と な り ます 。 
う プレ ジ デ ント 社 ホ ー ム ペー ジ (https://presidentstore.jp/) に て ご 注文 くだ さい 。 

お 支払 い は カー ド 払 いか 代金 引換 と な り ます 。 


※ 品 切れ の 際 は ご 容赦 願い ます 。 
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方 宜 史 下 傘 周 G 串 呈 世 せ " へ ヽ 入 ふ 背 史 
SG 骨 写 ” 叶 公 語り hG 抽 ” 舌 園 革 
己 府 心 帆 さ ロ いふ D ふ 往 公 当 さや" 
硫 璧 GA HN や 人 口 振 パレ 「 虹 請 
信和 っ つ ン つ レ ン SIG」 由 (いい 7 


p 還 入 「 人 し で を で oc」G 啓 表 選 弄 着 " 
NGI 中 ふ を らい 由 下 "や 由 下 
皿 で 攻 穴 換 避 WW ン ネ レ つ や "dancyu 
WEB じ しく で 過 人 G い ン 選 包 華 tO 
中 介し ゃ GS し” やら)) 細 じ SO に 近 対 
束 直 間 交 補 つ で ピ ン や も っ" EE 
めい 棚 抱 むー 中 でき ロ め 思 )) 
日 普 和 を 区 克 唱 旗 っ 到 二 NO y つ トン" 
や ロン 幅 下 人 人 入信 G 身 陸 GG 代 の 
履 公 に Ne" や) 紀 純 史 つ 根 吉 "「pO 
龍 幅 ロ い ン 0 レ っ te 凶 せ 。 下 句 っ 
マン 興 型 せ ー」 [ 岬 包 
くさ へ NT や 中 へ 赴 飯 G 地 明 販 記 や で 
8 ね 才 や 梁 te 議 和 環 いじ 翌 可 剛 根 * 
人 Q 還 せっ 「 ね やらせ く hK モ SG 
で 」" ロト 加 G 刀 氏 せ 押 選 KK 
つい 7 甘 問 敵 人 Gi 嗣 状 K 神 
% じ ユリ ロー ィ 履 写 SG ロ マレ つ つや" [ 畑 同 ] 


福 刀 角 尺 禁 っ G ゅ 必 で つ っ ー。 [NR 天 
理由 
円 刀 娠 揚 所 
必 泉 羽 敢 。 目 田 
革 生 出 吉 独 選 
坦 生 大都 。 括 大 
所 艇 展 中 硫 交 年 店 振出 
入 K 多 軌 三 填 コ ド 可 
引地 好 入 臣 提 字 
まま 折 坦 
に 型 日 都 、 李 旬 半 
介 療 四 | 吉 四 合 加 
弄 国 棋 圭 選 針 守田 
に に 内 を に し だ た に 訂 
全 財 還 ら 認 中 ズ | 病 素 
お た か も よ す せま 才 す め ま 
すす すま を: に を すま すま 
に に まま を すま すま いす ます 1 
l 邊 則 
N 3 
円 さ 
じ 1 計 3 還 い 
か 1 1 
問 14 ト 


- 松 本 歩 木 寺 梓 山本 夏美 横山 曜 


小野 安 世 竹内 瑠奈 
(細山 田 デザ イン 事務 所 ) 


デザ イナ ー… 


四 
上 

邊 日 

せ 

財 み 2 

還 き 秀 

# そ き と 加 

人 人 き 9 

を N 持 RSE ら る 5 て 
き 才 か 赤 SS5 ぼ き さ 

9 さ SSK 委 時 
3 D1 KM 間 ま 。 
全便 88BB ト 計 こ ESES 
晶紀 全 己 家 加 所 品 凶 < 前 Cs お うる 
EE ES 間 ま する 

お SBK 
絆 詳 拓 
SEgE は 
提 旧 | 
人 
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AS 制 末 吉 
具 上 せ 
つて 補う 
属性 G 
直ぐ 翌 毅 


〇 、 
松 回 


ー ワ ン の 
に 喰っ た 。 


は 意外 に も (?) 中 国 
一 杯 【 


楽 ・ 食 ・ 健 ・ 美 KUROMORL 
宮城 県 仙台 市 太白 区 向山 2-2-24 
料理 の 名 店 「KUROM0RI」 で あっ 


て 022-211-0306 


た 。 フ カ ヒ レ な どの 繊細 な 料理 の 


個人 的 な 2020 年 ナン バ 
窒 味わい を 昇華 させ る 


必 モ 大 ワー| 


| 科 フ 


X 札 XX 本 


捉 昌 GS 手 リロ さ WAN 一 公 納 か 
弄り SS っ 2QSSSne- 
「] 引く 幸 」 泥 計 串 つり 入 で 
wm 半 湯 6@ 國 上 「 選 拓 呈 GSWAK 
トー ルキ 会 の 届 w ぐ 8 WAS 衣 
加代 キャ キャ AN で GS 挫 人 リリ ーG 
SAWAKKANNAN で 選 40 お り 
つゆ 投 要 吾 細 で き 」 つろ 條 りつ 
憧 い P っ "wwS 愉 WAC 
G 晶 esoe 守 選 も 毅 可 めで 
す 28yG 下 人 G 避 ゆき ホー 公 柱 
走 つ りら 2Q" 蛋 喝 や) (GOP 
っ 忠 忌 G | 計 タ ー ミ を AF キ A 
ミー リリ や 8 守 さ 人 A 生 トー" 
w 完 由 更 癖 全 守 っ 揚 代 WS 窒 
p 避 ご 忘 団 や 0m 2 りつ っ ゃ 如 貝 つね" 
宮 58′ 臭 WG 「 懲 を め 2 季 王 
咽 書記 」Gw で 8 NNK 全 
ご 組 で で 人 る ー つ リ KN で K さ 理 
穫 く Pot9" りや ロバ ンーmn い G 


58"「 可 写 」G べ 陸 人 ミート へ 
ペリ リーS ふ SAK 遇 か 王 ” 惑 人 公 
で 人 癌 思っ 2 や ちや せ キヤ キハ キキ ヘ さ 
NKK 中 胞 り 交 w。 環 ぶ や So 

ゝ KG 折 党 葵 中 所 人 湊 96 
名 宮上 つ の 人 絡 唄 旧 有事 壁 人 ペン 
Sn WSK キ つ 間 つ 汐 
や へ WAS 記 堂 ” 十 宗 編 皮 @ 秋 補 
第 か 王 W 装 p 引 て 政 ン つ ゆい 
Q” 三 記 号 「 や つぐ つ 介 回避 の 
っ mw」G さゆ A ホ トー の 欄 症 守 
NE ルナ つま すか や 

玉 で っ 須 やり 20G 民 " 普 密 
公 詳 で りゃ asxoss 2G 公 導 つ っ" 
つや つい らい で 叶 上 皇 0 お くく 
ー ト AA 竹生 つや eo で 室生 
S 王 閣 「KUROMORI」G ふ 呈 
A ホ トー 史 介 ろり 選 叶う "を 
ふら 雪 時 お や 振 番 幸 湖 さ 
りや っ ゃ 引く 6 お っ 王 群 つ 季 人 で 
つ 人 SQ 貴 枯 NT wwG 亡 肢 革 條 
で 生 っ っ o 公 人 当 AN 公 弄 党 や 


寺 。。 て すき 幅 M 


症 っ 守 人 さゆ A ホ トー 公 黒 中 
SS や" 涯 酸 衣 く ゆ A つ 考 選 前 三 や 
茶 症 ぐ P 穫 2 が oS め ヘー% や 
示 ぐ いり 虹 や の AKA てき " 
東 拉 m ぐ G 舞 補 齋 樹 り p 基 ご 
3:Y く ル ニル < こま に に べた か る) 
A ホ トー SPAG 泡 党 革 四 
に で ニル リル 放 こ に よい の が 
信和 ちら N き さと 斉 較 の 還 守 
@ 福 諾 呈 狼 相生 AS 窟 つ っ の 貴 
欄 字 で 窟 穫 の 仙人 生 ロ SPA や 
先 …… つ ES で 集中 つ 畑 守 誤 可 
a 拒 半 つ 全 " 缶 史 じ ゃ WAN 気 培 
下記 りら つの 所 で u 開 2 おお" 守 
AN ロー 和 ホ つっ 避 下 調合 補っ 
模 GSWAG つ 2" AWCZ@G 曲 
計っ 守 穫 o や いで 還 中 
8 ss 補記 軍 公国 の 守っ で いい 
も 人 Se" 


X 札 XX 


痢 結 S「MN ゝ 」 や 凍 GK A 


本 店 川端 ビル 


博多 や さい ぃ 巻 串 屋 鳴門 
福岡 県 福岡 市 博多 区 上 川端 町 1-3 


フタ ガ 


て 092-272-2322 


食欲 が 増す の だ 。 


レモ ン た っ ぷり の レモ ン サ ワー と 
た 


レタ ス 巻 き 串 は 抜群 の 相性 。 豚 の 
旨味 と レタ ス の 甘味 が 融合 し 、 そ 
れ を レモ ン が すっ きり と 流し て く 


れ て 、 ま 
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に 拓 す に 呈 mn" りり 人 占 手 や っ ゃ 准 つ っ ホーSNNN へ 史 疾 ポ 人 8 直り GS 競 握 己 志 居 団 公式” 淫 史 写 お ト 和 掲 人 
533 くい AO | 后 の 雇 葉 仙 GS NAS りら S<QG 誠 半球 JNN ュー ツ 尽 谷 ぶ 中 すす 
に 攻 で ポー て SA る 赴 議 壮 弄 め へ へ 米 党 主 記 人 9 人 邊 SG く AA0 人 の SAWA 相 補 お "らら 洋 隊 8 回 束 
問 持 衝 許 8 マー か mA つ RSKーNNS 閣 人 や だ ご 揚 呈 区 つ 王 つ 循 宮 租 記さ PA 生 中 中 くだ お G や 抽 舞 半 案 まま ませ VA 
人 島 き 半 の moS 全 | 居る 所 寺 更 。 詩 具 つ い ン SOS 内 め 計り つつ いま せ お つる YS 人 計 本 
きき SGS で 眼 ・ 弧 肝 め 人 信 ′ WE 末 人 の 辻 の お GD を 所 2 の KA っ op 閣 党 つ 生 ぐ お お" 中 連 き 「 の で 宮中 所 愛 人 か 1 でき 還 @S 
を ま 提 キキ トド 近 や 限っ や と こら 回 千 る 所 WE 机 つ しゃ 笠 党 つろ や や 」 つ Sv FE 本 まり より 1 
台 む 神 w 振 議 や 選 二 り っ" つ 登 つ DDSSNYRNK SPA や トー ロ く ル kp っ 0 近 忠 + 
弄 ド G ズ 忠臣 つ を や っ tnNー 人 脱 塵 選 混 や GS や 公 Q" 可 や お つ で 人 罰 つっ oe 和 弄 史 球 つら 


NAM ヘー 結衣 つ い っ woEo 
活 や 師 Q* 

トマ ャ ホーG 避 が 必 半 維 計 上 pw 
@ 果 @ 福 " 9N 信 輸 知 つ 味 突 
凡 明寺 人 生 さ 台 叶 人 る つ SN 
AH へ く 旨 記 の 皇 征 "y 計 人 N で 
ホー 下 宗 ぐ dh 図 "NN KS や 5 
AS キ AKーWHWk 由 上 「 ト や 
ホー」 つ 幅 っ 守 生 で NANAH 人 S 
乱 由 屋 つ い 組 褒 *o" の いけ 肝 補 
な や 人 r 民 G 候 換 呈 半 導 四 一 G 
補 仙 …v で 上 恩 計 の 昌 勾 
S ゃ SAK 身 ね) キミ ヤリ ロー 


PSfkAo 人 ATーK 低 癌 や G 豆 


富 " NmR NAT BHA ホホ 


ツ 捉 人 絆 G キ きつく ヘー" 
て 所 G 由 史 語 人 宮 人生 ③ で い 避 
の 装 りく AS 閣 党 つら りつ ー 宜 
塞 ) つ 弄 計 ので 4 で で G 二 さ 
> GS ゴロ 全 忠 動 2 マ ーhA 全 若 
鞭 つ り 2" の Sys 押 中 公 
型 吾 っ か ぃ 究 @ 超 呈 ” 一 人 6 揚 
性 史 環 久 で 守 久 衣 全 つつ だ 「 


X 臣 メメ 臣 


障 国 杖 く NP ろ 2w 表 基 G で て 


繋 っ 団 り 人 Q* 

呈 沿 ′ 解 章 明 記 S「 近 申 つ や 」 
多胡 さ PA 算 和 ホ トー 史生 
玉 (AP A ホ トー ロ 低 へ や G 弓 うろ 
視 和 を 所 コ っ 昌 扱 ※ 可 証人 委 4 つろ 
SS 本 縄 わ や ー)” さや A つ 筐 G 
雇 浅 強 の っ の" 聞 吾 
A ホ トー ジム ら -oi0x9 趣 缶 宮守 党 
信和 *G7 の 忌 家 トー テー wm 
mw 「 ホ ホー ト 懇 G 邊 本 お 3 や 」 
つづ | 尽 り 押 胡 選 人 SN へ AG 
「※ 愉 A・ と か ・) ト ミー」- 水 識 
4 ねっ や を さり 2 る 宮 上 肢 宙 " 


ペー < 人 Ro 親 持 G※ 和 ヘーS ふ こ ふ NAK 一 AA 「 表 ネート 有志 操 志 り 人 一 交わ 、G 志 各色 届 SU まう 持 
ュ J 3 に ゴ 
7 型 由 中 採 GN ペ ーー か で 1H 徐 SG 年 守 お 」G 失 宣 AN 公 さ 和 中 。 2GWASvoy S > まる S て 
J 3 
きき りら 邊 
0 
回 人 語 塚 9 し 
AX さ づ う 3 き で へり 
区 人 5NSS 
生ま ut 
企 の ( ぶ 〒 し 衝 1 
ec さり りり 2 く K( まお 
條 下記 光量 
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ポー 半 吉 穫 間 


記 
に 


舞 
| 


く で NAS て へ 写 


加 球 潮 | 


に 


ウン っ ・60 公 衝 1 くに 時 幅 三 臣 二 科 選 間 
6 で " 地 記 HH や v 軍 量 交 質 陣 じ "吉相 GSm 
つ 公 し W 穴 っ ” 朱 夫 較 G ト ミニ ャ ンー 下 SN 装 
由 肛 悪 ペー ドー ロ 鶴 牲 つ 刀 人 11O1 玉 時 弧 思 
G 下 凶 D で や し 頭 履 ” K 民 公 直人 旨 人 Hpto7 


と 


| 環 求 填 湯 填 つ で AN 


白 
1 
コ 
本 に 
二 
日 
以 ト 
す 
働 
い 
た 
ん 
で 


"ww で SS 皇 " 夜 G 訓 細め つつ いつ 
答 ぐ 羽 信 スー「o」 や っ お 
1 KR 生 SH AN リー 
で ヾ K キ ヤーG 連 ら つめ のり 足 知り 


つ 換 生計 つつ 


凌 論 8" 11 玉 や つい 因 装 玉 言 余 測 
ゃ リー で 昼 棒 民 店 めで や で や つ 
だ や りや ポ 填 選 や 癖 千 や 聞 和 や K 
地 起 守 ベ ペー ペー リ 窒 宅 つ ね ぐ や や" 定 
吾 還 半 つ お 窟 下 や 直 本 握り 
EN ミ を る トニ と ツイ) 
近 組 つつ いつ " 眉 康 沈 2x28 で G 党 
や も MQ*@ か で K ヤ ー ロ 沖 P う 2ps つ お 
表 畔 粗 ぐ やっ 尺 編 ” 4K 守 人 記 迫 
や づつ 宮代” 型 環 決 ロ 各 中 馬 ぐ や 2 
つぶ” 損 鹿 て きく ミー ロリ 県 いろ 8 で 
門 ね YK ペー 選民 自 め パー や さ 
つ 思 めで ポ つの "nwjJwy りう 下 つ つめ 腕 
の: ささ ル こ に C 1 
ms つ )  K ペ ー 代 語っ や 豆 
紅 で や ろ SG Jp WS 忌 。 完 刈 生 11 
em いく に = とき OU に (こぶ よこ 
いり 所 和 S 和 。 走 妊 公 守 で @ つ の 款 窒 正 


ir く OS お で や や 詞 普 着信 問 や 地 
や 才 守 の 人 で 補 1 更 や スー" 英 
押 や 8 つつ QoS で お 6 や 1 呈 品 
や や つね 人 副 滞 上 守ら つね 選 才 
で 和束 穴 各 選 ぐ の 才 る 柚 間 公介 
2 お や ” 加 喉 守 で うい の 選び 纏 つ 
っ っ 本 や 計算 和香 括 つつ が かつお" 
ぷ 刀 り 抽 由 距 呈 SS 了 交 野人 で 
で % つ お "回 志 P ら ゃ SN ンーG 納 家 
5 スー 必 AXーJS の 宿 叶 守 
*Q- つ 2 還っ 6 つ 補 矢尾 居 む 思 角 や で 
で 十 記 人 人 戦 つり っ 蟹 べつ 下 
どら 土 問 装 玉 屋 88 の 6 や で "ty うり や 
5 革 2K ペ ーー や りり w を Q と や っ 
SNS ト KN 人 共 *Q" 守 良和 忌 量 和 や ト 
で トト 5 完全 完全 馬 2 0 や で や 
つ 玉 "yy 祥 交 SHA SN テマ 
つ S 所 4 2 合っ 丸 補っ ね で や 生 " 
11O1 半 @ 忌 " 振 察 送り mー ョ 
トス 多 回 つつ 入 DKHN NN を 
選 ぐ 妃 結 乱 w お 所 親 宮 G 六 所 
ぴい 算 足 温 衣 QwGSN「 く SAA 
ー で A」 や つ 尺 " 選 映 生 @ か で K ヤ ー 
ミー 会 瞭 心 り 6 芽 @ 球 埋 ぐ ポー ホー 
5 部 三 玩 当 めで つっ 愉 凸 手 で や ゃ " 
や Sp 守 268a6 合い の 導 弄 じ っ ゃ 選 
を 爺 写 SG 「 で ホロ ヨーK 呈 さ ーー」 
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古い 民家 の 母屋 、 離 れ 、 蔵 を 繋い だ 店 内 は 、 温 か み も 解放 感 も 楽し め る 。 奥 の 蔵 の 中 に つく られ た 客席 は 、 映 画 『 キ ング スマ ン 』 に 出 て くる 秘密 の 武器 庫 の よう 。 


SNNA テ NAK ホー や 人 SQ YA 
ホキ ー か で K キ ー6 字 王 理 絹 衝 で っ の 
りう っ つる だ 7 4 三 爺 で きせ NAK ネー 
つつ い 判 味 愛 守 都 品 也 つ り っ や 
趣 飲 か で て K ヤ キー で YA ハー ロバン 四 
串 ぐ いっ 2 お ぐ や ′ 春 で つ 全 恒 公 人 
で 直 や 窓 作っ お 千 206 つ だ だ) っ 生 
で ミート A ペ 一 8 なー お ろう つ うっ 候 編 
古 手 や い ン Q 拓 つ っ 揚 訟 罰 
に ミチ まく だ うた 上 い 3 よこ 
KNNDSSeS ろ 人 

迫 宮 Sh へ ゃ Nー 鐵 硬 近 2 ゃ ぐ や つ 
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